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再会は突然に




　梅雨が明けたばかりの夏空が眩まぶしい七月のとある週末。某有名老舗しにせホテルのラウンジで、私、清せい家け夏なつ美みは見ず知らずの男性と強制的に向かい合わされていた。

　ランチどきをようやく過ぎたあたり。しかし、訪れる人は絶えることなく、ほとんどの席が埋まっている。ざわめきの中に、私たちのようにぎこちなく向かい合う男女の姿もちらほら。あの人たちも、『お見合い』なんだろうか……。

　不意打ちのお見合いを仕組んだ張本人である榊さかきのおじさまは、「後は若いかた同士で」とお見合いの常じょう套とう句くを残して、とっとと帰ってしまった。お相手の連れのかたも、またしかり。きっと榊のおじさまと示し合わせていたに違いない。

「夏美さんは、囲い碁ごがご趣味だとか」

　お見合い相手の男性――加か藤とう清きよ友ともさんは、私より四つ年上の三十二歳。都内の大手銀行で営業職に就いているという。真面目を絵に描いたような、銀縁の眼鏡がよく似合う実直そうな人だ。

「あ、いえ。そうですね、まあ……」

「嬉しいな。僕もなんですよ」

　曖昧に流そうと思ったのに、加藤さんは食いつき気味に返事を被せてきた。

　囲碁の話はあまりしたくないのに……。ざわつき始める気持ちを抑え、私はすこし目を伏せ、ごまかすようにコーヒーカップに手を伸ばした。

　私の祖父は生前、囲碁のプロ棋士をしていた。タイトルをいくつも取り、名人にまで上り詰めた人だ。また、大勢の弟子を取り、何人ものプロ棋士を育成するなど、囲碁の普及に努めた。

　このお見合いを仕組んだ榊のおじさまも、祖父の教え子のひとりだ。

　かつては私も祖父のもとで学び、プロになることを夢見ていた。しかし、その願いは叶わず。就職先も決まらないまま大学を卒業しようとしていたところを、榊のおじさまに拾われた。

　今の私は、おじさまが社長を務める食品専門商社で働く、普通のＯＬだ。

「僕は、幼少の頃から囲碁クラブに入っていて、高校の時、校内の囲碁大会で優勝したこともあるんですよ。それから……」

　そんな事情を知る由もない加藤さんは、ちょっとした自慢も交えながら、夢中で囲碁の話を続けている。

　祖父は、私の人生最後のプロ試験を見届けて亡くなった。全人生を囲碁に捧げた祖父は、私財を投げ打って、囲碁団体の整備や若手の育成に力を注いだ。おかげで数々のタイトルを獲得し、多くの賞金を得たにも関わらず、私たちのもとに遺されたものはごくわずか。その上祖父の死後、次々に生徒たちが去っていくのを止めることはできず、祖父が遺した囲碁教室の運営も難しくなり、教室も、祖父の住まいも手放す羽目になった。

　祖父は私の目標だった。いつか祖父の教室、そして意志を継ぐことが幼い頃からの夢だった。その夢に破れ、すっかり自信を失った私は、囲碁から離れた。当時のことは、私にとってつらい思い出でしかなく、こうして囲碁の話題に触れるのさえ苦しい。そう正直に言えたら、どんなに楽だろう。

　そっとため息をこぼした時だった。

「共通の趣味もあるし、僕たちきっと和やかな家庭を築いていけると思いませんか」

「え？」

　突然の加藤さんのひと言に、一瞬で現実に引き戻される。

　……趣味が同じってだけで？　そんな安直な、と思ったのも束の間、彼はガタンと派手な音を立てて立ち上がった。

「夏美さん、ぜひ結婚を前提に僕とお付き合いを！」

「……えっ？」

　お見合いの席でお付き合いを申し込むなんて、あまりにも性急すぎる。唖然としていると、テーブル越しに両手で右手を取られてしまった。緊張しているのか加藤さんの手はじっとりと汗ばんでいて、あまりいい気持ちはしない。振りほどきたくても、驚くほど力が強い。

「……夏美さん！」

　いったい何事かと周囲のお客さんも驚いているというのに、加藤さんはいっこうに気にする様子もない。異様な熱を帯びた視線に、嫌な予感がした。

「実は今日、部屋を取ってるんです。手っ取り早く相性を試してみるというのもありじゃないですか」

　耳元でささやくように言われ、背筋がぞくりと粟あわ立だった。

　結婚に焦るあまり、初対面でも誘われたらのこのこついて行くような女だと思われた？　安く見られたものだ。あまりのおぞましさに、めまいがしそうになる。

「お願いだから、離してください」

「そんなに恥ずかしがらなくても」

　私が腰を上げないのは、恥じらっているからだと都合よく解釈したのか。動こうとしない私の手を、加藤さんが無理やり引っ張った。

「や、やめてっ。……あっ！」

　精一杯抵抗してみるものの、力の差は歴然。呆気なく椅子から引き離されてしまう。

「最初から素直についてくればいいのに」

　どうにか振り切ろうと手をバタつかせても、加藤さんは力を緩めようとしない。やばい、このままじゃ……。

「お願い、誰か……」

　周囲に助けを求めようとしたその時。

「失礼」

　突然、力強い腕に引き寄せられた。私を掴つかんでいた加藤さんの手が緩む。一瞬のうちに、逞たくましいスーツ姿の男性の腕に抱かれ、どこか懐かしい、グリーンの香りに包まれた。

　あれっ、この香り……。

「もう大丈夫」

　なにかを思い出しそうになったのも束の間、宥なだめるようにトントンと肩を叩かれ、ホッと息をつく。なんとか助かった。その人は私からそっと離れると、加藤さんと対たい峙じした。

「いきなりなんなんだよ、おまえ」

「申し訳ありません、彼女が嫌がっているように見えたので。かなり強く腕を引っ張ってましたよね？　暴行罪が適用されれば、二年以下の懲役若もしくは三十万円以下の罰金ですよ」

「はあ？　それがどうした。俺たちは結婚するんだぞ。こんな痴ち話わげんかくらいで捕まるわけないだろ」

「嘘です、結婚なんてしません！」

「夏美さん、なに言ってるんですか。そんなことを言ったら変に誤解されるでしょう？」

　口調は丁寧だが、加藤さんが怒りを堪えているのがわかった。誠実そうに見えた顔は醜みにくく歪ゆがみ、今にも男性に殴りかかろうとしている。しかし男性は臆する様子もなく、冷静に言い放った。

「まだ罪を重ねるつもりですか？　彼女が訴えれば、あなたに勝ち目はない。ここには大勢の証人もいます」

　低く威厳のある声で言いながら、男性は挑戦的な笑みを浮かべた。

「そうだ、言い忘れていましたが、私は弁護士です。そんなにお望みなら、私が彼女の弁護人になって、完かん膚ぷなきまでに叩きのめしてあげますよ。自分の愚かさを、一生後悔して暮らせばいい」

「……くそっ、馬鹿にしやがって！」

　男性の言葉に自や棄けになったのか、加藤さんが、男性の胸ぐらに掴みかかった。

「ダメ、暴力はやめてください！」

　男性を庇かばおうと、ふたりの間に体を滑り込ませる。加藤さんをなんとか突き飛ばそうとしたけれど、力で敵うはずもない。殴られる、そう覚悟を決めた時。

「……いい加減にしないか」

　低く抑えた声がして、私はまた男性に抱き寄せられた。加藤さんから私を庇うように、ギュッと抱きしめられる。逞しい腕と男性の香りに守られて、ドキドキと胸が高鳴った。

「女性に手を上げるなんて、本当に卑劣なやつだ」

　怒りの滲にじむ声でそう言うと、男性は私を抱えたまま、反対の手でお見合い相手を突き放した。バランスを崩した相手が、数歩よろけて床に尻餅をつく。

「俺が暴行罪だって言うなら、おまえらだって同じだろ。力任せに突き飛ばしやがって」

　床に座りこんだまま、悔し気に私たちを睨にらんでくる。でも、もう怖いとは感じなかった。温かい腕に守られて、勇気が湧く。

　醜く歪むその顔を、私も負けずにキッと睨み返した。

「加藤さん、申し訳ありません。相手のことを考えずに自分の気持ちを押しつけるかたも、すぐに手を上げるかたも、結婚相手としては考えられません。どうかお話は、なかったことに」

「ふざけるなよ。そんな、一方的に……」

「今日のことは、榊に報告させていただきます」

　きっとおじさまから、お見合いの仲介をしたという彼の上司にも連絡が入るだろう。さすがにヤバいと思ったのか、加藤さんの顔がみるみる青ざめていく。

　彼は何も言わず、がっくりと項うな垂だれたまま立ち上がった。そのまま覚おぼ束つかない足取りで、ラウンジの外まで歩いて行く。彼の姿が見えなくなり、ようやく私も緊張が解けた。逞しい胸にぐったりとした体を預けたまま、大きく息をつく。

「ようやく出て行ったな。けがはない？」

　また肩を優しく叩かれ、ようやく我に返る。私ったら、見ず知らずの人に抱きしめられたままだった！

「あの、すみません。いつまでもしがみついたままで」

　慌てて男性から離れ、頭を下げる。

「ありがとうございました。助かりまし……」

「気の強いところは相変わらずだな、清家夏美」

　フルネームで呼ばれ、弾かれるように顔を上げた。

　加藤さんから助けてくれた長身の男性は、大学の同窓生である相そう馬ま拓たく海みだった。あの頃と変わらない、誰をも魅了した爽やかな笑顔で私に向かい合う。

　久しぶりに見る彼は、元から端正だった顔立ちはグッと精せい悍かんさを増し、大人の男性として十分すぎるほどの魅力を湛たたえていた。普段から鍛えているのか、長身にほどよく筋肉のついた体が、仕立てのよいスーツによくなじんでいる。

　ついさっきまで私を安心感で包んでくれていた、あの逞しい腕の持ち主が拓海……？　そうとは気づかず、思わず縋すがりついてしまった。驚きと恥ずかしさで、胸が激しく音を立てる。

「……久しぶりだな。元気そうでよかった」

　優しく微笑ほほえまれて、胸がちくりと痛んだ。

　彼と最後に会ったのは、大学三年の終わり、ちょうど春休みに入った頃だった。

『私に比べて、拓海は十分恵まれてるじゃない。夢を叶えられるだけの土壌がある。なんでも持ってる拓海には、私の気持ちなんて絶対にわからない……！』

　あの日、私は彼に向かってひどいことを言った。それなのに、どうして今も変わらず笑いかけてくれるのだろう。

「……あれからどうしたのか、夏美のことがずっと気になってたんだ」

　学生の頃から人を思いやる気持ちが強く、誰にでも優しく接する人だった。

　そんな彼のことを、私はひどい言葉で傷つけたのだ。目を合わせる勇気がない。

「夏美？」

　以前と変わらない気安さで、拓海が名前を呼ぶ。私は、おずおずと顔を上げた。拓海のスーツの胸元で、金色のバッジがきらりと光る。

「……拓海、夢を叶えたんだね」

　拓海の家は、彼の祖父の代から大きな法律事務所を経営していると聞いている。祖父に代わって代表となった父親と、跡を継ぐ予定の兄を支えるべく、弁護士になるのが拓海の夢だった。

「ああ。先月アメリカから帰国して、父の事務所に入ったんだ」

「そっか……」

　優秀だった彼は、大学在学中に難関の司法試験を突破し、卒論に取り組みながら、父親の法律事務所でインターンとして働いていた。卒業後は、アメリカでも弁護士の資格を取るために留学すると言っていたのを覚えている。

　努力を重ね、順調に確実に、拓海は自分の夢をものにしたのだ。

　それに引き替え、私は……。

「なあ、この後時間あるか？　積もる話もあるし、よかったら食事にでも――」

「……悪いけど、予定があるの。もう行くね」

　幼い頃からの目標だったプロ棋士になることもできず、知人の伝つ手てでなんとか就職できたものの、周囲から結婚をせっつかれている私には、今の拓海はあまりにも眩しすぎる。

「待てよ、せめて連絡先……」

「本当にありがとう。それじゃ」

　まだなにか言おうとした彼を遮さえぎって、私は混み合うラウンジを後にした。










二度目の再会は必然に




「夏美ちゃん、納品作業終わった？」

　業者から大量に納品されたコピー用紙を捌さばいていたら、声をかけられた。声の主は、私が所属する庶しょ務む係の先輩、乾いぬいまど香かさん。勤続二十年のベテラン社員さんだ。

「はーい。オールＯＫです」

　乾さんに向かって大きな声で返事をして、物品倉庫に鍵をかけた。

「あー、さすがにこの量は腰にくるなー」

　そうぼやきながら両手で腰のあたりをトントンと叩く。今日の納品分には、コピー用紙が大量にあった。それを発注表とつき合わせつつ、用紙サイズごとに決められた棚にしまう。単純作業ではあるけれど、かなりの重労働だ。

「夏美ちゃんありがとうね。助かったわ」

「いえいえ、これくらいどうってことないです」

　労いの言葉をかけてくれた乾さんに、私はぺこりと頭を下げた。

　私が勤める『榊物産株式会社』は、食品専門の商社だ。社員数は約七百人。東京は日に本ほん橋ばしに本社を置き、全国主要四都市に支社がある。グループ会社も数社抱えていて、規模でいえば中堅クラス。終戦後、コーヒーや紅茶といった嗜し好こう品の輸入販売を軸に発展し、今では食品や酒類などの輸入販売の他に、自社で製造した加工品の輸出事業も手がけている。

　そんな会社に勤めているなんて言ったら、世界を股にかけて活躍している、いかにもなキャリアウーマンを想像されるかもしれない。

　しかし、私が所属するのは本社の総務部総務課庶務係。施設や物品の管理、来客や電話の対応、慶けい弔ちょう関係の手続きに社内行事の運営、その他もろもろ。頼まれたらなんでもやる、いわば社内のなんでも屋だ。

　やっていることは地味かもしれない。しかし庶務係は、本社にいる約三百人の社員たちが日々の業務を円滑に行えるよう縁の下で支える、重要な部署だ。私はこの仕事にやりがいを感じているし、誇りを持って毎日挑んでいる。

　私は入社五年目の二十八歳。中学入学と同時に囲碁のプロ棋士を養成する機関に所属し、プロを目指していたが夢は叶わず、大学に進学。祖父が経営する囲碁教室でアシスタントを務めながら、普通の学生として過ごしていた。

　しかし、とある事情により、大学四年の一年間を休学して、最後のプロ試験にチャレンジした。結果は不合格。ほぼ同時期に祖父を病で亡くし、祖父が経営していた囲碁教室も、住んでいた家も人手に渡った。就職先も決まらず路ろ頭とうに迷いそうになっていたところを、榊のおじさまに拾われた。いわゆるコネ入社だ。

　社長のコネ、だなんて聞いたら周囲から浮きそうなものだけれど、毎年異動希望者ゼロの庶務係に配属されることがわかると、社員一同、手放しで歓迎してくれた。

　会社的に見ればそろそろ中堅社員に入ろうかという私だが、庶務係の中では最年少。さっきのような力仕事は、私が買って出るようにしている。というのも、若い人が配属を拒むせいで、うちの係にはベテラン社員ばかりが集まっているのだ。先輩方に無理はさせられない。

　デスクに戻ると、ちょうど三時のおやつどきだった。

「夏美ちゃんどうぞ、一服して」

「わぁ、ありがとうございます。喉がカラカラだったんです」

　乾さんが出してくれた冷たい麦茶を、ありがたくいただいた。

「夏美ちゃんの好きな『永えい寿じゅ萬まん栄えい堂どう』の水まんじゅうもあるよ。一緒に食べないかい？」

　庶務係の面々が、それぞれのデスクで休憩を取っている。私も自分の席に戻り、水まんじゅうを堪能した。

　庶務係のメンバーは、私のことをとても可愛がってくれている。幼い頃からの夢だったプロ棋士になれなかった時はこの世の地獄だと思ったけれど、今の私はとても恵まれた環境にいると思う。

　みんなで午後のティータイムを満喫していると、庶務係の電話が鳴った。ディスプレイを見ると、秘書室と表示されている。ああ、またお呼び出しだ……。

「お疲れさまです。総務課庶務係、清家です」

『秘書室の堂どう上がみです。お疲れさまです』

　内線をかけてきたのは、社長秘書の堂上綾あやさんだった。五つ上の先輩である綾さんは、社内きっての美人でかなりの切れ者だ。あまりに仕事ができるので、おじさまがなかなか手放したがらないと聞く。

　それでいて、実は酒豪。仕事柄、美お味いしくてリーズナブルなお店にも詳しい。入社当時から私のことをなにかと気づかってくれ、月に数回一緒に飲みに行く仲だ。

『夏美ちゃん、今からこっちに来れる？　この後来客予定があるんだけど、社長室の蛍光灯が切れそうで』

「わかりました、すぐ伺います」

　私が返事をすると、綾さんはホッと息をついた。

『よかった、引き受けてくれて。ご褒ほう美び用意して待ってるからね』

「そんな、いいですよ。仕事なんですから」

　いくら突然の呼び出しだからって、そんなに気を使ってくれなくていいのに。

『ううん、いいの。それじゃ私の気が済まないから』

「……そうなんですか？」

　よくわからないけれど、あげるというものをわざわざ断る必要もないかな。

「それじゃあ期待してますね！」

　元気よく言って、受話器を置いた。

「どうしたの夏美ちゃん？」

「社長室の蛍光灯が切れそうらしいんで、ちょっと行ってきますね」

「了解。いってらっしゃい」

　物品倉庫から新しい蛍光灯と脚立を出し、私は社長室のある十三階へと向かった。




「失礼します、清家です」

「ああ夏美ちゃん、突然呼びつけてごめんね」

　両手が塞がっている私に代わって、綾さんがドアを開けてくれた。一礼して、社長室に入る。

　豪華な調度品に、ふかふかのカーペット。いつ来ても、ここは別世界だと感じる。平社員の分際で、こんなに何度も社長室に入る人もいないだろう。

「おじさま、蛍光灯替えますね」

「ああ、頼むよ。いつも悪いね」

　脚立に上り、ササッと蛍光灯を交換する。社長室というだけあって、普通の女子社員なら躊ちゅう躇ちょしそうな天井の高さだが、私は身長百六十八センチと平均よりも高いし、もう手慣れたものだ。

　脚立を支えていてくれた綾さんにお礼を言って、荷物を片付けた。

「お疲れさま。今日は夏美ちゃんの好きな『角かど屋や』の羊よう羹かんがあるよ。堂上くんが用意してくれたんだ。こっちに座って一緒に食べよう」

　相そう好ごうを崩しておじさまが言う。早くに最愛の奥さまを亡くし、子どものいないおじさまは、私のことを実の孫のように思ってくれている。とてもありがたいのだけれど、時にその愛情が重すぎると感じることもある。……連発されるお見合いが、いい例だ。

　おじさまは、プロ棋士だった私の祖父の教え子だ。祖父を〝人生の師匠〟と崇め、今でも崇拝している。そんな祖父から、『私が死んだら夏美を頼む』と生前託されていたらしいのだ。

　悲しいことに、私は二十八にもなって恋愛経験がほとんどない。プロ棋士を目指していた頃は囲碁漬けの毎日だったし、社会人になったらなったで、この職場だ。近くにいるのは既婚者ばかりだし、出会いなんてそうそうない。

　こんな私でも、ろくに恋愛も経験せずにお見合いで結婚というのには、さすがに抵抗がある。いつかは結婚するのだとしても、せめて恋愛のひとつやふたつ経験してみたい。そんな考えを知る由もないおじさまは、私の将来を案じて次から次へとお見合いの話を持ってくる。

　入社したばかりの頃は、おじさまに気を使って言われるままにお見合いをしていた。しかしこうも続くと、正直疲れてしまう。おじさまの気持ちはありがたいけれど、そのうち私はなにかと理由をつけ、お見合いを断るようになった。

　一度退室した綾さんが、つやつやの羊羹と冷たい緑茶を持って戻って来た。まるで来客のような扱いで気が引けるけれど、せっかくなのでありがたくいただくことにする。

「ありがとうございます。いただきます」

　ソファーにかけると、私は早速一切れ口にした。

「ああ美味しい。この上品な甘さがたまらないですよね」

　水まんじゅうだけじゃ、私には足りなかったみたい。体力仕事で疲れた体に、エネルギーをチャージしているような気分になる。うん、この調子なら今日もラストまで乗り切れそう。

「そうかいそうかい。なんなら私の分も食べるかい？」

　自分の羊羹まで差し出そうとするおじさまを、私はジッと睨んだ。

「……おじさま、先日の件、私は怒ってるんですからね。食事だって言っておきながら、実はお見合いだったなんて」

「だって、いくら言っても夏美ちゃんが断るから……」

「だからってあんなやり方はないです」

「わかった、もうしない。約束するよ」

　私が怒っているのは、もちろん加藤さんの件だ。お見合いを持ちかけるたびに私が蹴けってしまうので、おじさまもあんな強硬手段に出たのだろう。おじさまの言い分もわかるけれど、やはりいい気持ちはしない。

「それはそうと、ひどい目に遭あわせてすまなかったね。けがはなかったかい」

「幸い、間に入ってくれたかたがいたので」

　あの日、帰宅してすぐおじさまに電話をした。お見合いの顛てん末まつを報告すると、普段の温厚さが嘘のように、おじさまは腹を立てていた。

「よくよく調べてみたら、彼はあのカッとしやすい性格が災いして、これまで女性に逃げられてばかりいたらしいな。しかし職場の上司に、三十を過ぎても独身というのは外がい聞ぶんが悪いと言われて、焦って見合いをしたらしい」

「そうだったんですか……」

　男性にも、そういった周囲からの突き上げがあるんだな。大変だなとは思うけれど、彼に同情することはできない。

「信用のできる相手の紹介だからとよく調べなかった私が悪い。怖い目に遭わせてすまなかったね。それで、次の見合いなんだが……」

「……おじさま？」

　あんなことがあったのに、もう次のお見合い？　さすがに腹が立って、私は厳しい口調でおじさまを呼び止めた。

「いつも言ってますよね？　私には忘れられない人がいるからお見合いはできないって」

　もちろんこれは、お見合いを回避するための嘘だ。そう言って毎回断ってばかりいたから、おじさまからだまし討ちにあってしまったのだけれど。

「そんなこと言って、夏美ちゃんは一生ひとりでいるつもりかい」

「それは……わかりません。でも今はまだ、結婚なんて考えられないんです」

　これは、今の私の正直な気持ちだ。漠然と、いずれは結婚したいなという気持ちはあるけれど、仕事は楽しいし、今はまだそんなに結婚を急ぐ気はない。

「でも私は、君のおじいさんから託されたんだ……」

「おじさま、これは私の人生なんですよ？」

　おじさまが祖父のことを慕っていて、使命感に駆られているのもわかる。私の年齢的にも、もっと異性との出会いに積極的であるべき……というか、このままじゃろくに恋愛経験もないまま三十代に突入してしまうぞ！と心配されているということも……。

「いいかげん放っておいて――」

「お話し中申し訳ありません。失礼します」

　ドアをノックする音が聞こえて、綾さんが顔を出した。申し訳なさそうに、眉尻を下げている。

「社長、相馬さまがいらっしゃいました」

「……相馬？」

　聞き覚えのある名前にハッとする。まさか、そんなことあるわけない。おじさまと彼に接点なんてないはず……。

「おお、待っていたよ。お通ししてくれ」

「かしこまりました」

　気まずそうな顔で私をチラリと見て、綾さんが下がっていった。嫌な予感がして、私も慌てて席を立つ。

「それじゃ、私はこれで失礼します」

「えっ、なんで？」

「なんでって、お客さまですよね？」

　ここに来るということは、少なくとも仕事の話があるのだろう。いち平社員の私なんかが同席していたら、お客さまを驚かせてしまう。

「いやいや、夏美ちゃんはそのままでいいんだ」

　首を傾かしげる私を見て、おじさまは満面の笑みを浮かべている。これは……もしや。

「……なぜです？」

「夏美ちゃんの恩人をやっと見つけたんだ。君もちゃんとお礼を言いたいだろう？」

　おそるおそる尋ねる私に、おじさまは褒ほめてくれと言わんばかりの笑顔で言い放った。

「いや、結構で――」

「失礼します」

　逃げる前に、社長室のドアが開いてしまった。

「榊社長初めまして、相馬拓海と申します。お会いできて光栄です」

　低く響く声、仕立てのよい濃紺のスーツ姿、胸元に光る金バッジ。先日気まずく別れたばかりの拓海が、眩しいばかりの笑顔で立っていた。声だけでなく、相変わらず見目もよい。おじさまは彼のイケメンぶりに圧倒されているようだ。

「いや、これは驚いた。弁護士だと聞いていたが、俳優かなにかの間違いじゃないのかね？　大した男前だ」

「ははは、ありがとうございます」

　おじさまからの率直な感想に、拓海が照れた笑みを見せる。

「ほほう、これは……」

　謙虚さを覗のぞかせる彼の様子に、おじさまは好印象を抱いたようだった。

「ご足労いただき申し訳ない、私が榊です。先日は、うちの清家くんを助けていただいたそうで。ありがとうございました」

　拓海とがっちりと握手を交わし、おじさまが私に目配せをする。早くおまえもお礼を言えと言いたいのだろう。

「……先日はありがとう。助かりました」

「無事でよかったよ。その後、なにもない？」

「うん。おじさまが相手のかたときちんと話をつけてくださったから……」

　私たちの会話を聞いて、おじさまがハタと動きを止める。

「……なんだ。君たちは知り合いなのか？」

「実は、清家さんとは大学の同期なんです。所属していたサークルも一緒で」

「そうだったのか！」

　おじさまの瞳がきらん！と輝いた。

　この顔は、またよからぬことを考えているに違いない。早々にこの場を抜け出さなくては！

「おじさまごめんなさい。実は、もうすぐ会議に入らないといけなくて」

　腕時計をチラリと気にして、申し訳なさそうな顔を作ってみせる。

　会議なんてもちろん嘘だ。庶務係の、しかも下っ端の私が会議に参加する機会なんてほとんどない。

「旧知の友人と久しぶりに会えたんだろう？　会議なんて少しくらい遅れてもいいじゃないか」

「そういうわけにはいきませんよ」

　社長のくせになんてことを言うんだ。おじさまにそっと非難の眼差しを向ける。

「ううむ……、残念だが仕方ないな」

　微妙な殺気を敏感に感じ取ったのか、おじさまは大人しく引き下がってくれた。

「拓海も本当にありがとう。また会えて、ちゃんとお礼が言えてよかった」

「ああ俺も。また会えてよかった。そのうちゆっくり食事にでも行こう」

「……ええ、そうね。ぜひ」

　当たり障りのない返事をしたものの、今さら拓海に合わせる顔なんてあるわけない。拓海と会うのは、きっとこれが最後だろう。

「それじゃ、失礼します」

　内心気まずさでいっぱいだった私は、短く挨拶をして社長室から逃げ出した。




「本当にごめんね。許して夏美ちゃん」

　終業後、綾さんに呼び出された私は、会社からほど近いスペインバルにいた。

　拓海との再会は、やはり仕組まれたものだった。絶対に私を呼び出すようにと、おじさまが綾さんに頼んだらしいのだ。先日のお見合いの顛末を聞いたおじさまが、拓海との出会いを「これは運命だ！」と勝手に決めつけて、彼のことをなんとか捜し出したらしい。

　社長命令に背けず、やむなく任務を遂行したものの、私がお見合いから逃げ回っているのを散々見ていた綾さんは、良心の呵か責しゃくに苛さいなまれたらしい。お店に入って早々、すべて白状してくれた。

「だからって、羊羹一切れで済まそうってのはなしですよ」

「わかってるわよ。今日はおごる。好きなだけ飲んで食べて」

「やったー！　綾さん太っ腹」

　お許しも出たことだし、今夜は心ゆくまで飲んで食べることにする。

　ここは綾さんとよく来るお店で、店員さんとも気心が知れている。料理はお任せでと頼むと、テーブルにはずらりとお酒に合いそうな料理が並んだ。

　ふたりともビールを頼んで乾杯する。

「それにしても、綾さんのやり方はずるいですよ。仕事にかこつけて私を呼び出すなんて」

　冷たいビールをひと口飲んで、綾さんを上目遣いで睨む。綾さんは付き合いが長いだけあって、私の扱い方を心得ているのだ。

「もうすぐお客さまがいらっしゃるのに蛍光灯が切れそうだなんて言われたら、放っておけるわけないじゃないですか、庶務として」

　私の庶務係としての使命感を甘く見ないでほしい。たとえ物品倉庫の整理中だったとしても、山のような郵便物の仕分け中だったとしても、私は自分の仕事を置いて蛍光灯を替えに駆けつける。

「そうよね、素直で仕事熱心なところが夏美ちゃんの魅力だと思うわ」

「……それって、褒めてるんですよね？」

「すぐ甘いものに釣られるし」

「目の前にニンジンぶら下げたのは綾さんの方でしょ」

　やっぱり褒めてないじゃないか。ぶぜんとしてビールを一気に呷あおると、綾さんはくすくすと笑いながらおかわりを注文してくれた。

「バカね、そういうところも可愛いって言ってるのよ」

　そう拗すねないで、と言いながら、綾さんはお店の名物であるローストビーフを取り分けてくれた。

「ありがとうございます。綾さんも食べてくださいね」

「うん、遠慮なくいただくわ」

「どうぞどうぞ、お好きなだけ」

　華きゃ奢しゃで可憐な見た目に反して、綾さんは肉食女子なのだ。もちろん食事に限ったことではない。綾さんの恋バナ……というか、ある意味武勇伝が、私たちには最高の酒の肴さかななんだけれど。今日のメインはやはり私、らしい。

　出された料理をあらかた平らげ、ビールからワインに切り替えた頃、綾さんが拓海の話を切り出した。

「でも、よさそうな人だったじゃない相馬さん。弁護士だし、見た目も素敵だし、爽やかだし。なんと言っても、あの『相馬法律事務所』のご子息なんでしょう？　アメリカから帰って早速活躍してるって、私も小耳に挟んだわよ」

　酔いが回ってきたのか、ワイングラスをくいっと呷ると、艶っぽい顔で綾さんが言う。

「しかも彼、うちの顧問弁護士に収まりそうよ。さっさと話まとめちゃって、相当やり手なんじゃないの」

「おじさまも、拓海のこと随分気に入ってたみたいですもんね」

　私が席を外した後に、そういう話になったのか。あの短時間で、仕事の話をまとめるなんてさすが拓海だ。

　拓海は昔から、誰から見ても非の打ち所のない人だった。

　容姿や家柄のよさを鼻にかけるようなこともなく、学生の頃から、弁護士を目指して誰よりも努力をしていた。誰に対しても公平で誠実だったし、周りのことをよく見ていて気遣いも忘れない。困っている人がいたら、手を差し伸べずにはいられない。まさに、弁護士になるべくして生まれた人なんだなと、当時から私も思っていた。

　そんな拓海だからこそ、今の私に対しても、なんのわだかまりも見せず自然な態度で接してくれたのだろうし、おじさまもひと目で気に入って、顧問弁護士になんてことになったのだろう。

　でも、あれからもう何年も経ったからと言って、私が彼にぶつけた言葉の数々を、なかったことにできるわけではない。

「相馬さんと、なにかあったの？」

　過去の回想に耽ふける私に、綾さんがさらりと聞きいてくる。さすが綾さんだ、鋭い。

「私でいいなら話聞くわよ？」

「……長くなるかもしれませんよ」

「いいわよ、別に。おかわり頼むし」

　ちょうど通りかかった店員さんに、綾さんがワインを一本追加で頼む。これは……聞く気満々だ。

「さあ、もう一度乾杯しましょ」

「……そうですね」

　綾さんとワイングラスで乾杯をやり直して、私は拓海とのことを話し始めた。




　私と拓海が出会ったのは、学生時代に所属していた海外向けのボランティアサークルだ。サークルの活動内容に、【海外の人や子どもたちに、日本の文化を紹介する】とあり、興味を持った私は即入部を決めた。

　もちろん私の目的は、囲碁を広めることだ。しかし、このサークルでそんな活動をしているのは私だけだった。そもそも同世代で囲碁をしていることが珍しかったのか、あるいは、私が囲碁に熱中しすぎて周りから浮いているように思えたのか……拓海から話しかけてくれ、気がつけば一緒に活動する機会が増えていた。

　拓海は学内の有名人だった。

　芸能人のように華やかな外見で、実家は有名な法律事務所。彼自身も、大学在学中に司法試験に合格してしまうような頭脳の持ち主で、将来も約束されている。その上、気さくで気取らない性格の拓海は、とにかくモテた。

　その頃の私は、大学の勉強に祖父の囲碁教室のアシスタント、ひとり暮らしを維持するためのアルバイトなどに忙しく、恋愛どころではなかった。もちろん拓海のことも、気の合う友人のひとりぐらいにしか思っていなかった。

　大学三年の二月、私は大学構内にあるカフェテリアにいた。学年末の試験も終わり、すでに春休みに入っているせいか、学生の姿はまばらだ。私は安心して、持参した書類をテーブルに広げた。

　大学には、休学届を出しに来ていた。大学四年の一年を休学して、囲碁のプロ試験に再チャレンジするためだ。

　少し前から、私は悩みに悩んでいた。

　夏の終わりに祖父が倒れ、担当の医師から、そう長くはないと伝えられた。

　祖父が入院してからは、囲碁教室は私が管理していた。だが、祖父がいない教室からは、次々と生徒たちが去っていく。小さい頃から慕ってきた祖父を失うかもしれないという恐怖と、このままでは祖父から預かった大切な教室を、私がダメにしてしまうかもしれないという重圧。

　不安に押し潰されそうになった私が、唯一残された道として考えたのが、プロ試験に再チャレンジすることだった。

　プロ試験の受験資格は、二十三歳未満まで。棋き院いんの院生時代には夢を叶えられなかった私だけれど、あと一回、チャンスが残されている。

　私がプロになれば、いなくなった生徒たちもきっとまた戻ってきてくれる。祖父の教室を守ることができるはず。

　ただ、年間を通して試合をこなさなければならないプロ試験は、学業との両立は難しい。本気で目指すなら、大学四年の一年を休学して挑むしかない。私はそう決意して、ここへ来たのだった。

　書類が間違いなく揃っていることを確認して、封筒に入れる。後はこれを提出するだけ。そう思い、立ち上がった時だった。

「夏美！」

　私の腕を、誰かが掴んだ。振り返ると、真冬だというのに額に汗を浮かべ、息を弾ませた拓海が立っていた。

「……どうしたの拓海。春休みなのに大学で会うなんて、偶然だね」

　平静を装って、話しかける。拓海に見つからないように、後ろ手で封筒を鞄にしまおうとする。でも拓海は、見逃してはくれなかった。

「夏美、その封筒の中身はなに」

　私の背後に、鋭い視線を向ける。後ろめたくて、私は拓海から顔を背けた。

「なんでもない。ただの書類」

「俺に見せてくれない？」

「ダメっ」

　拓海の手を振り払い、書類を胸に抱える。拓海は、あきらかに傷ついた顔をした。

「……夏美が休学するって聞いたんだ」

　サークルの、同じ学部の友達にだけは事情を話していた。四年になって突然私が授業に来なくなれば、心配すると思ったからだ。

「どうして俺にはなにも話してくれなかったの」

　答えられずに、私はうつむいた。拓海は去年の秋に、大学在学中にして司法試験に受かっていた。彼が並々ならぬ努力をしてきたことは、近くで見ていてよく知っている。私だって、お祝いを言って、彼の努力を労ってあげたかった。

　でも状況が悪化するばかりの私には拓海のことが眩しく見えるばかりで、どうしても「おめでとう」のひと言が言えなかった。

　そんな状況で、拓海に相談なんてできるわけない。

「囲碁教室のことも聞いたよ。俺にもなにかできないかな。経営のことなら、うちでも相談に乗れると思うし」

　拓海が善意で言ってくれているのはよくわかっている。でも、追い詰められていた私には、無条件で向けられるその優しさすらつらく、限界だった。

「……拓海には、わからないよ」

「え？」

　つぶやくように、ポロリとこぼれてしまった言葉は、もう戻すことはできない。

「私、プロ棋士になる夢は一度諦めたけど、祖父の教室だけは守りたいと思ってずっと頑張ってきたの。でもその夢すら危ないかもしれない。もう私には、後がないの」

　こんなのただの八つ当たりだ。自分でもわかっている。でも、止められなかった。

「それに比べて、拓海は十分恵まれてるじゃない。夢を叶えられるだけの土壌がある。なんでも持ってる拓海には、私の気持ちなんて絶対にわからない……！」

　拓海が、自分の実家に対して複雑な思いを抱えていることは薄々気づいていた。

　拓海に近づこうとする人の多くが、彼の背後に家業や彼の目指す将来を透けて見ている。なにかしらの恩恵を求めて、彼と近くなろうとする人間も少なからずいるのだ。

　実家のことは、拓海の誇りであり、コンプレックスでもある。そのことをわかっていながら、私は一番言ってはいけない言葉で、拓海のことを傷つけた。

　その時の彼の表情は、今でも忘れられない。私になにか言おうとしていたのか、それとも驚きのあまり声も出なかったのか。薄く口を開いたまま放心していた拓海を残し、私はその場を去った。

　そのまま私は大学を休学し、拓海たちは先に卒業。結局、二度と顔を合わせることはなかった。




「うわぁ、夏美ちゃんそれは……」

「最悪ですよね、わかってます」

　あの日のことを思い出すたびに、後悔してきた。拓海はああ見えて、人から特別視されることをなによりも嫌っていた。普通の友人のひとりとして彼と接していたからこそ、彼は私に心を開いてくれたのだ。

　それをわかっていて、私は誰よりもひどいことを言った。謝って済むことでもないと思う。その自覚があるからこそ、今でも彼に合わせる顔がないのだ。

「向こうも普通に話しかけてきてくれたんだし、そこまで気にしなくてもいいんじゃない？　友達なんだし、以前みたいにまた仲良くすれば」

　グラスのワインを飲み干し、綾さんが言う。三本目のボトルも残りあとわずかだ。

「今さら普通に話すなんて無理です。申し訳なさすぎて」

「ふーん、そんなもの？」

　綾さんは納得がいかないというふうに眉をしかめた。テーブルに置いていたスマホをチラリと覗く。もう二十二時を過ぎている。そろそろ帰らないと、二日酔い知らずの綾さんはともかく、私は明日がきついかもしれない。

　なんてことを考えていると、スマホの画面がパッと明るくなった。見たことのない番号が浮かんでいる。

「取らないの？」

「それが、知らない番号で……って。ちょっと、綾さん！」

　出るべきか迷っているうちに、綾さんが通話の表示をタップしてしまった。さすがに酔いが回っているのか、ついでにスピーカーまでもがＯＮになる。

『あ、夏美？　俺、拓海だけど』

　その声を聞いて、反射的に通話をオフにしていた。綾さんと、無言で顔を見合わせる。

「夏美ちゃん、今のはさすがに……」

「わかってます。ああっ、もうどうしよう」

　条件反射って恐ろしい。自分から、さらに拓海と顔を合わせにくくしてしまった。

「なんで私の番号知ってるんだろ……」

「言っとくけど、私じゃないわよ」

　ぽつりとつぶやいた私に対し、さすがに個人情報まではばらさない、と綾さんが首を振る。

　想像がつく。たぶん拓海に携帯の番号を教えたのはおじさまだ。本当に、おせっかいなんだから。

　酔いは、一気に醒さめた。




　それからも、何度か拓海から電話が入っていた。

　仕事中だったり、たまたまスマホを手元に持っていなかったり、出そびれること数回。こちらからかけ直す勇気もなくて、どうしたものかと悩んでいるうちに、電話は鳴らなくなった。忙しい人だ。電話が繋がらないままに、私のことなんて忘れてしまったのだろう。

　そう思って、私の方も拓海とのことはすっかり忘れていた。




　今日のおじさまからの呼び出しは、「社長室に設置してあるプリンタの調子が悪い」という内容だった。なんということもなく、クリーニングをして一発で解決。その後はいつものように、社長室で美味しいお茶とお菓子をいただいている。

「実は今週末、『菱ひし形がた産業』の社長との会食が入っててね」

　菱形産業といったら、日本で五本の指に入る卸おろし売うり業者で、うちの会社の主要取引先のひとつだ。

「会食後、囲碁でも打とうということになった。夏美ちゃんも付き合ってくれんか？」

「私が、ですか？」

　そんなお偉いさんとの会食に平社員の私が同行だなんてとんでもない。

「うちには清家名人のお孫さんがいると言ったら、向こうがぜひ一度会わせろときかなくてね。ちょこっと顔を出してもらうだけでいいんだ」

「でも……」

　たしかに、祖父はいくつもタイトルを取った囲碁界のレジェンドのような人だけれど、孫の私はプロ試験にも受からなかった、ごく普通の会社員だ。

　それに、私はもうできる限り囲碁には関わりたくない。……早く忘れてしまいたいのに。

　おじさまはこうしてたまに、得意先との会合に私を同席させたがる。それだけ経済界の重鎮たちにとっても、祖父の名前は偉大だということなんだろう。

「一緒に食事は気が進まないだろうから、別室に用意する。『享きょう和わ園えん』の昼懐石だぞ」

　私の気も知らず、おじさまは会合の話をどんどん進めてしまう。

「夏美ちゃんが来なければ、大きな取引を逃してしまうかもしれんな……」

「……わかりました。行きます」

　本当におじさまには敵わない。

　気は進まないけれど、私は仕方なくおじさまのお願いを聞くことにした。










契約結婚いたしましょう




　週末。おじさまが手配してくれたタクシーに乗って、私は享和園を訪れた。

　入り口の自動ドアに、艶やかな着物を着た女性の姿が映る。薄いピンク地に四季の花々を丸く描いた大人の可愛らしさを感じさせるデザインの着物は、今日のためにとおじさまから贈られたものだ。

「ちゃんと似合ってる、よね……？」

　着物を着るのは、成人式以来。着付けをしてくれたサロンのスタイリストさんも、享和園まで乗せてくれたタクシーの運転手さんも、とても似合っていると褒めてくれたけれど、あまり着慣れていないせいか、イマイチ自信がない。

　仲居さんについて、用意されている部屋へと向かう。途中仲居さんにも「素敵なお召し物ですね」と褒めてもらった。

「こちらでございます」

　促されて、用意された一室に入る。

「……え？　どうして……？」

　中庭を臨のぞむ豪華な部屋の真ん中に、一対の宴席が設けてある。

　どういうこと？　おじさまは『緊張するだろうから食事はひとりで』って言っていたはず……。

「あの、お部屋を間違えてませんか？」

「間違ってないよ」

「そんな――痛っ！」

　突然響いた低音ボイスに驚いて振り返ると、仲居さんの姿はすでになく、男性もののスーツの胸にぶつかった。

「夏美、なんで電話に出なかったの」

　ぶつけた鼻を押さえつつ顔を上げると、私を見下ろしていたのは俳優かと見間違うかのような端正な顔。

　嘘でしょ、どうして拓海がここに？

　突然のことに驚いて、呆然としてしまう。

「夏美、聞いてる？」

　拓海が私の視界に入り込むように片手を振っていた。

「あっ！　えーっと、電話のことはごめん。忙しくてつい出そびれちゃって」

　敢えてかけ直さなかっただけで、出そびれたのは本当なんだけど……。苦しい言い訳だっただろうか。拓海は「ふうん？」と面白くなさそうにつぶやくと、私の顔を覗き込んだ。

「ボーっとしてるけど、鼻ぶつけたせい？　……痛むのか？」

　心配してくれているのか、拓海が眉をしかめて覗き込んだ。伸びて来た指先に触れられそうになり、とっさに体を引いてしまう。

　行き場を失った指を引っ込め、ほんの少しだけ傷ついたような顔で拓海が肩を落とした。しまった、そんなつもりじゃなかったのに……。

「こっ、これくらい平気。そんなことより、どうしてここに拓海が？」

「それは……とある人に呼ばれて？」

　拓海は、はぐらかすような言い方をする。それでピンときた。

　私ったら、またしてもおじさまに謀はかられたのだ。

「とある人って、榊のおじさまでしょう？」

「……うん」

「おじさまったらまた、今度は拓海まで巻き込んで」

　拓海のことを気に入ったおじさまが、今日のこの場をセッティングしたに違いない。

「夏美、その……とりあえず座らないか？」

　頭を抱える私にそう言って、拓海はそっと遠慮がちに私の背中を押した。




　豪華な料理が並んだテーブルを挟んで、拓海と向かい合う。

「せっかく用意してもらったんだし、食べようか」

「うん」

　私みたいな普通のＯＬでは、一生に一度でもお目にかかれるかわからない享和園の昼懐石だ。拓海を前に若干気まずくはあるものの、食事は食事で美味しくいただくことに決める。

「再会を祝して乾杯でもする？」

「そうだね」

　拓海が仲居さんを呼び、食前酒を頼んでくれた。拓海は結構しっかり飲むつもりなのか、食事に合わせて冷酒も注文している。

「それじゃ、乾杯」

「乾杯」

　こうなったらいくら考えたって仕方がない。私は拓海とグラスを合わせた。

　食事をしながら、今さらながら互いの近況を報告した。

　拓海は六月の初旬にアメリカから帰国してお父さんが経営している事務所に入り、弁護士として一から修業をしているらしい。お兄さんもすでに事務所を継ぐ準備に入っているらしく、彼を支えるべく、拓海も日々頑張っているという。

「弁護士ってことは、拓海も犯罪なんかを扱うの？」

　大勢の傍聴人がいる法廷で、「異議あり！」と叫ぶ拓海を想像する。

「いや、俺の場合は企業法務とか国際法務とか、主に法人向けの案件を取り扱うことが多いんだ」

「ああ、海外企業との間に入ったり？」

「そうそう」

　なるほど、それでアメリカ留学までして向こうでの資格も取ったのだ。

　そして私は、囲碁のプロ棋士になるという夢を叶えることはできなかったと、正直に彼に告げた。

「前も言ったけど、あれから夏美はどうしたんだろうってずっと気にしてたんだ」

　アメリカにいる間も、ちょくちょくネットニュースなどをチェックしてくれていたらしい。しかし拓海は、私の名前を目にすることはなかった。

「祖父の囲碁教室も、あの後すぐに閉めてしまったの。祖父には申し訳ないことをしたと思ってる」

　結局私ひとりでは、次々に辞めていく生徒さんたちを引き留めることはできなかった。祖父に託されたのに、私は教室を守ることができなかった。祖父の住宅兼教室のあった場所は、私や両親では維持管理することもできず、祖父が亡くなった一年後に売却している。

「教室を再開する気はないの？」

「それは……」

　もちろん、考えなかったわけではない。どんなに囲碁から離れたいと願っても、祖父の教室のことはずっと心に引っかかっていた。しかしプロにもなれなかった私が、生徒さんたちに本当に必要とされるのだろうか。もしまた失うことになったら……と考えると、怖くて教室を再開する勇気が出なかった。

「今の私に囲碁を教えてもらいたいなんて思う人、きっといないよ」

　不合格後、私は囲碁をすっぱりやめ、今はもうただのＯＬだ。祖父の名前を出せば興味を持ってくれる人がいるかもしれないけれど、そんな卑ひ怯きょうなまねはしたくない。

「そんなことないと思うけどな」

「えっ？」

　驚く私を見て、拓海がにっこりと微笑んだ。

「俺、囲碁に興味あるよ。大学の頃も、夏美に指南してもらいたいって思ってた」

「えっ、そうだったの？」

「頼んでみようかなとも思ったんだけど、夏美はおじいさんの手伝いなんかもあってずっと忙しかっただろ」

「……そうだね」

　たしかにあの頃は毎日忙しかったし、祖父の教室以外の場で、人に教える余裕なんてなかった。

「夏美の邪魔だけはしたくなかったんだよな」

　拓海はそこまで考えてくれていたのに。私ったら最後に八つ当たりまでして……本当に恥ずかしい。

「私のせいで拓海は言い出せなかったんだね。本当にごめん」

　色々我慢させた上に、最後のあの発言だ。拓海にはいくら謝っても謝り切れない。

「そんなこと気にしないでいいんだよ。俺が勝手に考えて口に出さなかっただけなんだから。でもそれならさ、今度こそ俺に囲碁を教えてくれないか」

「囲碁を？」

　今でも囲碁をしてみたいと思ってくれているのだろうか。それならば、今度こそ拓海の気持ちに応えてあげたい気もするけれど……。

「……ごめん、もう囲碁はやらないことにしたの」

「そうなのか？」

　拓海が、驚いた顔で私を見ている。

「なんだかもったいないな。サークルの活動も楽しそうにやってたから、今でも続けているとばっかり思ってた」

　本当に残念そうだ。

「ごめんね」

「いや、今でも無理強じいするつもりなんてないよ。でもいつか気が向いたら、俺に教えてくれないか？」

　いつそう思う日が来るかもわからないのに、ずいぶんと気の長い話だ。

　いつかまた、純粋に囲碁を楽しめる日が来るだろうか。……そう思える日が来ればいいな、とは思う。

「それは、私でよかったら……」

「もちろんだよ。いつか夏美がその気になったら、俺に話して」

「うん、わかった」

　私が返事をすると、拓海は心から嬉しそうな笑みを見せた。飾り気のない素の笑顔が眩しくて、心臓がトクトクと音を立てる。

　なんだろう。昔から拓海の笑顔なんてたくさん見てきたのに。今日はやけに彼のことが眩しく見える。

　ひと通り食事を終え、食後のフルーツとお抹茶を楽しんでいると、ふいに拓海が表情を変えた。艶っぽい笑みを浮かべ、低い声で私に話しかける。

「ところで夏美さ、今日俺が榊社長になんて言われてここに来たか、わかる？」

「それは……」

　普通に食事と会話を楽しんでいて忘れていたけれど、そういえば拓海との会食はおじさまに仕組まれたものだった。そうなるとおそらく、答えはひとつ。

「ひょっとして、お見合い？」

「あたり」

　やはり予想通り、おじさまはお見合いと言って拓海を呼び出していた。おじさまのことだ。きっと無理やり拓海のことを言いくるめて、今日ここに来させたに違いない。

「巻き込んじゃってごめんね。おじさまには、私からちゃんと言っておくから」

「言っておくって、なにを？」

「だって、断れなくて無理して来てくれたんじゃないの？」

　それどころか、迷惑だったんじゃないだろうか。拓海レベルの人なら、お見合いなんてしなくてもきっと引く手あまただろう。彼女だっているかもしれないのに。

「夏美、俺が今日ここに来たのは、自分の意志だよ。榊社長からの話をきちんと受けて、夏美とお見合いをしに来たんだ」

「……え？」

　この人は、いったいなにを言っているの？

　混乱する私を見て、拓海はおかしそうに笑った後、急に真面目な顔つきになった。

「夏美、俺と結婚しないか」

　拓海からの突然のプロポーズに、私は今度こそ言葉を失った。




「……夏美、大丈夫？」

「大丈夫、じゃない全然」

　あの後冷たいお水をもらって、ひと息に飲んで、深呼吸を繰り返して、そして今に至る。

　偶然の再会を入れて、拓海と会うのは今日で三回目。たしかに、そこそこ仲のよい友人同士だったとは思うけれど……。

　私なんかに、なぜ拓海のような人が結婚を申し込む必要があるんだろう？

「夏美は榊社長にめちゃくちゃお見合いを勧められてるでしょ。あれは、なんで？」

「ああ、それはね……」

　拓海に聞かれ、私はおじさまがこんなにも私の結婚に前向きでお見合いに熱心なわけを話してきかせた。

「それは……ありがたいけれど、やっかいだな」

「拓海もそう思う？」

「ああ」

　私のことなのに、本当に迷惑そうに眉間にしわを寄せる拓海を見て、つい笑ってしまう。いや、笑いごとではないんだけれど。

「……でも、夏美には忘れられない人がいるんだよな」

　おじさまったら、そんなことまで拓海に話してたんだ。

「実はそれは、お見合いをかわすための嘘でした」なんて、今さらなんだか言い出しにくい。

「夏美の気持ち、よくわかるよ。だって俺も、似たようなものだから」

「……そうなの？」

「ああ」

　伏し目がちに、拓海が言う。私のは嘘だけれど、拓海には本当に忘れられない人がいるってこと？

「拓海なら、どんな子だって簡単に落とせそうなのに……」

「買いかぶりすぎだよ。俺ってさ、自分が好きな人からはまったく恋愛対象として見られないんだよな」

　拓海に想いを寄せられて気づかないなんて。そんな人がこの世に存在するなんて驚きだ。

「しかも俺もアメリカから戻って早々、意に沿わない結婚をさせられそうで困ってるんだ。両親が古い知り合いのことを、おまえの許嫁いいなずけだなんて言い出して。急にそんなこと言われてもな……」

　本当に悩んでいるのだろう。拓海は頭を抱えると重たいため息を吐き出した。

　おじさまの行動も、私のためを思ってのことだって、ちゃんとわかっている。拓海のご両親だって、きっと同じだろう。でも自分のことなのに、自分の意志が尊重されていないってことに反発したくもなるし、がっかりもする。拓海もきっと似たような気持ちなのだろう。

「そこで、だ。周囲があまりにもうるさいから、俺は先手を打って結婚することにした。どうかな夏美、困ってる者同士で契約結婚をしないか？」

「契約結婚？」

　っていうと、期間や条件を定めて、周りを欺あざむくためにやるあれ？

　いきなり結婚だなんておかしいとは思ったけれど、まさか拓海がこんなことを言い出すなんて。よっぽど追い詰められているのだろうか。

「俺と結婚すれば、夏美もこれ以上榊社長にお見合いさせられることもないだろう？　俺だって、望まない相手と無理やり結婚させられずに済む」

「それは、そうなんだろうけど……」

　おじさまの目的は、私が素晴らしい人と結婚して幸せになることだ。

　拓海はすでに気に入られているし、彼が相手となれば、おじさまは諸手を挙げて喜ぶに違いない。

「それに夏美だって、お見合いを繰り返すのはもう嫌だろ？　またあんな危ない目に遭わないとも限らないし」

　たしかに、おじさまに付き合っていたら、また前回のような目に遭わないとも限らない。あんな目に遭うのは二度とごめんだ。

「拓海の言い分はわかったけど……。でも、どうして私なの？」

　たとえ契約結婚するにしても、拓海にはいくらでもふさわしい相手がいるだろうに。

「大学からの付き合いですって言えば、周りも納得せざるを得ないと思うんだ。俺がアメリカに行っている間も遠距離恋愛をしていたことにして。それだけの長い付き合いを今さら解消させるわけにはいかないだろ」

　たしかに、学生時代からの恋を実らせ、しかも海外と日本での遠距離恋愛を乗り越えてのゴールインとなれば、周囲も反対しにくいかもしれない。

「榊社長には、俺が夏美の忘れられない人だったってことにすれば辻つじ褄つまも合う」

「だけど、拓海は？　拓海にも『忘れられない人』がいるんでしょう……？」

　私が言う『忘れられない人』は嘘だからいい。だけど拓海は、まだその人と結ばれるチャンスがあるんじゃないの？

「あー、それはいいんだ。……おいおい話すよ」

　拓海は少し困ったような顔をして言う。あまり触れられたくないところなんだろうか。

「とにかく、日本に帰ってきて、パートナー同伴のパーティーに呼ばれることも多くなってきたんだ。ひとりで参加するたびに、どこぞのお嬢さんを紹介されたりしてさ。それもなんとか避けたい。それに……」

　と一呼吸置いて拓海が私を見た。その瞳がやけに熱っぽい気がして、急にドキドキしてしまう。

「たとえ契約結婚でも、一緒に過ごすなら気の合う相手がいい。もし万が一、この先お互いに好きな人ができたら……、その時は結婚は解消することにしよう。どう？　夏美は俺じゃ不足か？」

「……とんでもない！　そんなことはない、けど……」

「けど？」

　結婚って言ったら人生の一大事。そんなに大切なこと、今すぐ決めるなんて無理だ。

「ごめん、さすがに即答はできない。しばらく考えさせて」

　テーブル越しに、拓海に向かって頭を下げた。拓海からの返事がない。これだけ色々話してくれたのに、怒らせた？　焦って顔を上げると、ちょっと安心したような、でも残念そうな複雑な表情で拓海が私を見ていた。

「わかった、いい返事を待ってる」

　そう言うと、頭にぽんっと手を置く。なんだか拓海が自分自身に言い聞かせているようにも見えた。

「俺の方からまた連絡するな」

「うん、わかった」

　予想外のプロポーズへの返事は、次回に持ち越しとなった。










君となら




「ねぇー、さし飲み中にそれはないんじゃない？」

「えっ？　あっ、すみません」

　いつの間にか、また考え込んでいたらしい。テーブルの向かい側では、ほとんど空になったジョッキを片手に、不機嫌そうな顔で綾さんがおつまみのチーズをかじっている。一方私のジョッキには、まだ半分以上ビールが残っている。渇いた喉を潤そうとジョッキを傾けると、ビールはすっかりぬるくなっていた。

「だいぶ魂持ってかれてるじゃない」

「そんなことはないですよ」

「あるわよ。ボーっとしちゃってさ」

　週明け。仕事を終えて会社を出ようとしているところを、綾さんに拘束された。拓海とのお見合いの件は、おじさま経由でもちろん綾さんの耳にも入っていた。

「夏美ちゃんには、私への報告義務があるのよ」と終業後に個室のある居酒屋に連行されたのだ。

　綾さんには契約結婚のことは伏せて、拓海からプロポーズされたと報告した。

「で、返事どうするの？」

「どうしましょう……」

　ぬるいビールを、チビりと啜すする。

　拓海にどう返事をするのか、結論はまだ出ていない。お見合いの後からずっと考えているけれど、簡単に答えなんて出せない。

「でも、この結婚を受け入れれば、罪滅ぼしになるんじゃないかなとも思うんです」

「学生の頃、彼のことをひどく傷つけたってあの話の？」

「そうです」

　拓海は今さら蒸し返すようなことは言わないけれど、私はいまだに負い目を感じている。

「それで夏美ちゃんの気が済むなら、そうすればって思わなくもないけど……。もうさ、そうやって悩むの止めてスパッと結婚したら？」

「そんな綾さん、他人事だと思って」

　いつかできればいいや、ぐらいにしか考えていなかった結婚が、急に現実となって目の前に迫ってきたのだ。そう簡単に決められるはずがない。

「そうやってなんだかんだ理由をつけて、うだうだ悩んでるのが答えのような気もするけどね」

　ジョッキをぐいぐい呷りながら、サバサバとした口調で綾さんが言う。

「どういう意味ですか？」

「本当にその気がないなら、プロポーズされて速攻で断ってるってこと。心のどこかでＯＫしてもいいって気持ちがあるから迷ってるんじゃないの？」

「そんなこと……」

「あるでしょ。数々のお見合いだって、あれだけばっさり断ってきたのに」

　言われてみれば、そうなのかもしれない。本当にＮＯならば、プロポーズされたその場で断ればよかったのだ。……なぜ私は、そうしなかったんだろう。

「自分の気持ちがわからなくなってきました……」

　頭を抱える私に、綾さんがくすりと微笑む。

「もう一度、相馬さんと会ってみたら？　友人としてじゃなく、結婚するかもしれない相手として彼のことを見てみなよ。意識するとしないとじゃ、きっと見えるものも違うからさ」

　また拓海と顔を合わせてみたら、このはっきりとしない感情の正体がわかるのだろうか。

「もし失敗しても、今どきバツのひとつやふたつ大したことないわよ。経験者の私が言うんだから間違いないって」

　そう、綾さんは実はバツイチなのだ。数年前に、仕事を通じて知り合った男性から猛烈なアタックを受けて結婚した。しかし、秘書業務が忙しく、仕事を優先しがちだった綾さんは、相手のかたから別れを告げられた。彼の方はすでに再婚して、子どももいるという。

「……それにね、バツイチって案外モテるのよ」

　うふふと含みのある笑いをして、また綾さんがジョッキを呷る。またなにか、いいことでもあったんだろうか。でもこれじゃ、結婚を勧めてるんだか離婚を勧めてるんだかよくわからない。

「とにかく、もう一度会って自分の目で確かめてきなさい」

　そう言って、綾さんは私の背中をぐいぐいと押した。




　綾さんとそんなやりとりをした翌日、スマホに拓海からのメッセージが届いた。先日のお見合いの時に、きちんと連絡先を交換したのだ。

　用件は、次の日曜日に会えないか、というものだった。綾さんと話していたこともあって、私は迷うことなくＯＫの返事を送った。

　休日ではあるけれど、約束の時間の直前まで予定があるらしく、私の住むマンションまで拓海が車で迎えに来てくれることになった。

　休日に、お見合い以外で男性とふたりきりで出かけるなんて久しぶりだ。食事に行くと言っていたけど、どういう格好をすればいいのだろう。

　ワンピースじゃ定番すぎるような気もするし、あまり堅苦しくなりすぎないよう、ネイビーのリネン混のブラウスに最近お気に入りのオリーブ色のパンツを着て行くことに決め、ようやく落ち着いた。

　すっかり身支度を終えた頃に、拓海からスマホにメッセージが入った。戸締りをしてマンションから出ると、見るからに高級そうな国産のＳＵＶが停まっている。あれかな……と思っていると、案の定スーツ姿の拓海が車から降りてきた。

「遅くなってごめん。だいぶ待たせたよな」

「ううん。わざわざ来てくれてありがとう」

　休日だというのに、拓海はかっちりとしたスーツを着ている。

「予定って、ひょっとして仕事だったの？」

　忙しいのに、無理して誘ってくれたんじゃないだろうか。心配になって聞いてみる。

「いや。でもまあ似たようなものかな」

　拓海はそう言葉を濁した。仕事柄、なんでも私に言えるというわけではないだろうと納得する。

「夏美、ほら」

　拓海が助手席のドアを開け、乗って、と言うように目で合図をした。近づくと、私に向かって手を差し伸べる。

　そんなことを男性にされるのは初めてで、戸惑ってしまう。

「乗らないの？」

「の、乗る」

　緊張しながらも拓海の手を取ると、彼はにっこりと微笑んで私を車に乗せてくれた。助手席に収まると、シートベルトまで締めてくれる。ふいにグリーンが香って、距離の近さにドキドキしてしまう。

「……あ、ありがとう」

　緊張のあまり、声を絞り出すのもやっとの私に対して、拓海は「どういたしまして」と余裕の笑みを浮かべている。

　すべてがスマートで、女性をエスコートすることに慣れているのだろうなと思う。その流れるような動作を見て、ちょっと複雑な気持ちになるのはなぜだろう？

　それにしても……、拓海のスーツ姿にはいまだに慣れることができない。直視できずに、つい目を逸そらしてしまう。

　今日もこの暑さだというのに、グレー地に細かいストライプの入ったスリーピースを涼し気な顔で着こなしている。元から格好いい人ではあったけれど、スーツの似合う大人の男性としての魅力が増していると思う。

「夏美、お昼まだだよね？」

「あ、うん」

「ボーっとしてるけど、大丈夫か？　眠いなら、寝ててもいいんだよ」

「別に眠たいわけじゃ……」

　あなたのことを考えていたんです、なんて言えるわけない。

「とりあえず食事に行こうか。腹が減って仕方がないんだ。さっきまで一方的に話を聞かされてばかりでさ。ったく、ほんと散々だよ」

　さらっと不満めいたことを口にする。昔からめったに愚痴や人への文句なんて言わない人だけれど、私にだけは、時折こうした姿を見せることがあった。

「いいよ、行こう。私もお腹空いた」

　あの頃に戻ったみたいな気がして、少しホッとする。

　社会人になってからというもの、男性とふたりきりで出かけるなんてことがほとんどなかったから、知らず知らずのうちに緊張していたのかもしれない。

　その時初めて、私は拓海のことを男性として意識しているんだ、と気がついた。

「なにか食べたいものある？」

「えっと、拓海に任せるよ」

「そう？　じゃあ、あそこなんてどうかな――」

　私の気持ちの変化なんて、まったく気がついていないんだろう。拓海はのんきに贔屓ひいきにしているレストランの話を始めた。




　拓海が連れてきてくれたのは、高級ホテルの中にあるイタリアンレストランだった。ホテルに着いた時もそうだったけれど、拓海と一緒にいると、周囲の、特に女性からの視線が集まることに気がついた。

　背が高く見目麗しい彼は、そこにいるだけで周囲の目を引く。ひとしきり彼を眺めると、人々の視線は隣に立つ私に向く。ただでさえ不釣り合いだというのに、今日の私の装いはこの場にはカジュアルすぎたかもしれない。

『あんな素敵な人と一緒にいるのが、あれ？』そんな心の声が聞こえてきそうで私はつい体を縮めてしまう。

「どうかした？」

「ううん、なんでもない」

　案内されたテーブルに着くと、「相馬さま」と拓海に声をかける人がいた。このレストランの責任者なのかもしれない。黒いスーツの胸下に、他の人とは違うゴールドのプレートをつけている。拓海はここの常連のようで、わざわざテーブルにまで挨拶に来てくれたようだった。

　今日のおすすめや季節のデザートなどを教えてくれ、拓海だけでなく連れの私にまで、慇いん懃ぎんな態度で挨拶をしていってくれた。

「よく来るの？　ここ」

「まあね、家族でよく来るんだ。さっきの人はここの支配人なんだけど、ずっと世話になってるんだ。アメリカに行っている間は来れなかったから、俺も久しぶりに顔を見れて嬉しいよ」

　聞けば子どもの頃から、家族で利用していたという。それで、さっきの支配人の男性も感慨深そうにしていたんだ。

　手渡されたメニューを開いて、目を丸くする。イタリアンっていったらパスタとかピザとかそんなものだろうと思っていたけれど、私には見慣れない料理の名前がずらりと並んでいる。

「なににする？」

「……ごめん、拓海に任せてもいい？」

「いいけど。夏美って、苦手なものあったっけ？」

「何でも食べられるよ、大丈夫」

　変なことを口走って、これ以上拓海に恥をかかせるわけにはいかない。力なく微笑んで、ミネラルウォーターを口に含んだ。




「あんまり食べないな。口に合わなかった？」

　ラストのドルチェを申し訳程度につついている時だった。拓海がすまなそうに尋ねてきた。

「そんなことない、どれも美味しかったよ」

　慌てて首を振って、私は手にしていたスプーンを置いた。ひどく落ち込んでしまって、これ以上は食べられそうにない。

　出された料理はどれも手が込んでいたし、とっても美味しかった。それは本当だ。

　ただ、思い知らされたのだ。やはり私と拓海とでは住む世界が違いすぎる。

　とりあえずお互いの不都合を遠ざけるための契約結婚だとしても、こんなにも違いすぎるふたりが一緒にいて、うまくいくはずがない。

　私は、拓海のように人目を引く顔立ちでもスタイルでもないし、平凡なＯＬだ。車の免許は持っているけれど、あんな高級車に乗ったことなんてないし、老舗ホテルのレストランを、気軽にデートで使ったこともない。

「ごめんね、こんな高級そうなレストランに来たことないからつい気後れしちゃって。……私たちって本当に住む世界が違うんだね。思い知らされちゃった」

　拓海との差をまざまざと思い知らされて、いいようのない気持ちが胸を塞ぐ。

「……夏美、場所を変えようか」

「えっ」

　私の話を聞いてしばらく黙っていた拓海が、ウェイターを呼ぶ。素早く会計を済ませると、いきなり立ち上がった。

「行こう」

「えっ、どうしたの拓海？」

　驚く私の手を掴んで立たせると、拓海は私をレストランから連れ出した。




　高層ビルが立ち並ぶ都心から三十分ほど車を走らせた頃、見覚えのある街並みに気がついた。

「拓海、ここって……」

「懐かしいだろ？　近くに車を停めよう」

　空いていたコインパーキングに車を停め、外に出た。ここは、学生時代に私と拓海が過ごした街だ。

「久しぶりだな。少し歩いてみるか」

「……うん」

　幹線道路を挟んで向こう側に、大学の敷地にそって続く銀杏並木が見える。毎日あの道を通って、学校へ通った。

「私は駅から自転車で通ってたんだよね。夏なんて汗だくだし、冬は寒いしで大変だった。たしか拓海は……」

「悪いな。生意気にも車で通ってた」

　当時乗っていた車にも驚いたけれど、それよりもまず、学生で自分だけの車を持ってるなんてってびっくりしたんだった。

　そういえば、急な土砂降りで途方に暮れていた時、拓海に車で駅まで送ってもらったことがあった。たしかあの時初めて、拓海とゆっくり話したんだ。

　銀杏並木が途切れ、踏切を渡ると駅前の通りに出る。駅前から少し歩くと、大きな商店街がある。次の講義まで時間が空いた時には、時間潰しにここらへんをぶらついたりもした。懐かしくて、当時の思い出がよみがえってくる。

「夏美、ちょっとここで待っていてくれる？」

「いいけど……」

　いきなりどうしたんだろう？　商店街の入り口で待っていると、息を弾ませて拓海が戻ってきた。

「おまたせ。夏美、これ」

　拓海から渡された紙袋の中から、懐かしく香ばしい匂いが漂ってくる。

「ねえ、この匂いまさか」

「『菅すが原わら屋や』のコロッケ、夏美好きだったろ？」

　拓海が買って来てくれたのは、菅原屋というお肉屋さんのコロッケだった。店先から漂う匂いにつられて、よく私も買い食いしていた。

「懐かしい。拓海、覚えててくれたんだ」

「まあな。どこか座るとこ探すか」

「そうだね」

　そこから少し歩いて、商店街の端にある公園のベンチに座り、拓海と熱々の揚げたてのコロッケにかぶりついた。

　木陰にあるベンチで、夕方の涼しい風に吹かれながら、美味しいものを食べていると、得も言われぬ幸福感で満たされる。

「あー、美味しい。幸せだぁ」

「夏美は本当に、美う味まいものに目がないな」

「え、私ってそういうイメージ？」

「あと和菓子も好きだったよな。好きな物を目の前にして、よくにこにこしてたの覚えてるよ。……そういうとこ、可愛いなって思ってた」

「ど、どうしたの急に」

　ふいに甘い雰囲気になった気がして照れくさくて、コロッケにかじりつく。さっきまで大口を開けて食べていたのが急に恥ずかしくなって、私はちょっとずつコロッケをかじった。拓海はというと、すでにコロッケを食べ終えてしまったらしい。空になったコロッケの紙袋だけを握っている。

「拓海、もう食べちゃったの？」

「相変わらず美味いな。ペロッと食べちゃったよ」

　そう言って、紙袋を小さく折りたたむ。私と目が合うと、ふっと優しく微笑んだ。そのまま、私から視線を外さない。

「ひょっとして、私の顔になにかついてる？」

　コロッケのかけらでもついているんだろうか。慌てて指先で顔を払うと、「そういうんじゃないって」と言って、拓海は笑みを浮かべた。

「夏美って、昔から好きなものには一生懸命だったよね。一度和菓子のことを尋ねたら夢中で話してくれたし」

　そういえば、一度拓海におすすめの和菓子を聞かれたことがあった。それが嬉しくて、夢中で話して周りの友人を呆あきれさせたことも覚えている。でも拓海だけは、ちゃんと最後まで話を聞いてくれた。

「夏美って、好きなものには惜しみなく愛情を注ぐタイプっていうか」

「恥ずかしいけど、それは当たってるかも……」

　愛するあまり、つい熱弁してしまうのだ。そこは気をつけなくちゃいけないところだと、自分でも常々思っている。

「あのサークル、就活のために入ってる奴も多かっただろ。でも、夏美は囲碁を広めようと一生懸命だった。本当に囲碁が大好きなんだなって思ってたよ。そんな夏美だから、話してみたいと思ったし、一緒に活動したいと思った」

「……そうだったんだ」

　拓海は、あの頃から私のことを見てくれていたんだ。今さらながらに知り、心がじんわり温かくなる。

「本当は、今でもそうなんだろ？」

　拓海って、どうしてこんなに私のことがわかるんだろう。話しているうちに、私の囲碁への未練を見抜いてしまったのだろうか。

　プロになる夢を叶えられなかったことはもちろん、祖父の教室や住まいまで手放さなければならなかったことは、私にとって本当に悔しく耐えがたいことだった。

　できることなら、取り戻したい。でも一度手放してしまったものを、私なんかがどうこうできるはずがない。早く諦めなきゃ、と自分で自分に言い聞かせる日々だった。

「……夏美は、俺たちは住む世界が違うって言ったけど」

　膝の上に組んだ両手を置き、私の方を向く。

「夏美の囲碁への気持ちが変わらないように、俺だってなにも変わってないよ。そりゃ、社会人になってそれなりに経験も積んだから、学生の頃とは変わった部分もあるかもしれないけれど」

「いつまでも、学生の頃と同じじゃ困るだろ？」と拓海は苦い笑みをこぼす。

　高級レストランに、スマートな大人の仕し草ぐさ。急な再会で、拓海の煌きらびやかな部分にばかり目が行っていたけれど、今日一日を振り返ってみれば、たしかに彼の本質は変わっていない。相手への細やかな気遣いも、さりげない優しさも、知り合った頃から感じていた彼のいいところだと思う。

「そうなのかもしれない……。だけど、やっぱりあの頃とは違うよ。私たちは同じ大学の学生でサークルも同じで、立場は対等だった。将来の夢や希望も、無邪気に話してたけど……。今はもう、対等じゃないでしょ？　あれから拓海は、弁護士になるっていう夢を叶えて、相馬家の跡継ぎのひとりとして、立派にやってるじゃない。それに比べて私は……」

　大好きだったはずの囲碁も封印して、日々をやり過ごすことで精一杯。あれからもう六年も経ったのに、私は停滞したままで、少しも前に進んでいない。

「夏美だって、ちゃんと前に進んでるよ」

「私が？」

「ああ、榊社長や堂上さんから聞いてるよ。社長の口利きで入ったって早々に知られてしまって心配してたけど、夏美は職場にすぐになじんだって。仕事も一生懸命で、みんなから信頼されてるって」

　おじさまや綾さんがそんなことを？　ふたりに認めてもらったようで、感激してしまう。

「たしかに今の夏美は、あの頃望んでた姿とは違うかもしれない。でも、それだけが夏美の価値を決めるわけじゃない。夏美は十分立派にやってるじゃないか。そんなに自分を卑下しなくていい。囲碁のことだって、今は少し休んでるけど、またやりたいと思ったらやればいいんだよ。なんなら手始めに、俺と手合わせしてくれる？」

　そう言いながら、ちゃっかりした顔で拓海が私を覗き込む。この間は「気が向いたら」なんて気の長いことを言ってたくせに。

「それは……そのうちね」

「なんだよ。期待したのに」

　拓海が拗ねた顔をして見せて、私はつい笑ってしまった。さっきまでの憂ゆう鬱うつな気持ちが、少しだけ軽くなったような気がする。

「夏美」

「ん？」

　隣を見ると、拓海が眩しそうに目を細めて私を見ていた。なにか言いたげな顔でそっと私の髪に触れると、手の甲でするりと撫でる。

　子どもにするみたいに頭を撫でられたことはあるけれど、こんなふうに拓海に触れられるのは初めてで、ドキッとしてしまう。

「……なんでもない、そろそろ帰るか」

「あ、うん。そうだね」

「行こう」

　そう言って、私の手を取り、ベンチから立たせる。そのまま拓海が手を離すことはなく、拓海は私と手を繋いだまま公園を出た。

「……あの、拓海？　私、ひとりでも歩けるよ」

　私の少し先を歩く拓海の背中に話しかける。返事はなく、代わりに拓海は繋ぐ手にギュッと力を込めた。仕方なく私は拓海と手を繋ぎ、駐車場までの道を歩いた。

　あの頃より、さらにがっしりとした背中。清潔なシャツから覗く少し日に焼けた首筋。繋いだまま離れない、大きな拓海の手のひら。

　大学三年のあの日、あんな別れ方をした拓海と、もう一度一緒にいてもいいんだろうか。その資格が、今の私にあるんだろうか。

　夕日を背に受けて歩くその姿に、どういうわけが胸が高鳴って仕方がない。

　私の中で、長い間止まっていたなにかが動き始めたような気がして、内心私は、焦りを感じていた。




　拓海が運転する車が、ゆっくりと停車する。マンションの入り口近くに車を寄せると、彼はハザードランプのスイッチを押した。点滅する赤い光を見て、ああ、もうこの時間は終わりなのかと、自分が残念に思っていることに気がついた。

「明日は仕事なのに、遅くまで連れ回して悪かったな」

「ううん、私は楽しかったよ」

　私が首を振ると、拓海は安心したのか、ホッとため息をつく。

「よかった。疲れさせただけだったら申し訳ないなって思ってたから」

「そんなことないよ。懐かしい場所にも連れて行ってもらえたし、リフレッシュできた。また明日から仕事も頑張れそう」

　レストランでは沈みかけたけど、拓海とゆっくり話してみて、気持ちが明るくなった。今までの私は、自分のことを否定してばっかりだったけれど……。『今の自分も悪くない』、拓海のおかげで、そう思えるようになった。

「俺も楽しかった。また出かけような」

「うん……」

　拓海は、ごく自然に次の約束を口にした。じわっと頬が熱くなる。温かな喜びが胸に広がるのがわかった。

　すぐに降りるのかと思いきや、拓海は運転席のシートを少し倒し、体を背もたれに預けた。まだ話したいことがあるのかもしれない。

　前を向いたまま少しぼんやりした後、ぽつりと口を開いた。

「……夏美は違う世界って言い方したけど、仕事や実家が絡むとたしかにそうなんだよな。やっぱりどこか無理したり虚勢を張ったりしないといけない場面もある」

「拓海でもそんなことがあるの？」

　彼のことだから、どんなに難しい局面だろうと、涼しい顔で難なくこなしているんだろうなって思っていた。もちろん、人一倍努力もしているんだろうけれど。

「自分で選んだ道だから、後悔はしてないよ。でも、正直疲れるって思うこともある」

　自分と比べるわけじゃないけれど、私なんかが想像できないような大変さもあるだろう。それだけ、拓海がいるのは特殊な世界だと思う。

「今日夏美と一緒にいて、久々に素の自分に戻れた気がしたんだ。きっと夏美とだったら、この先も楽しく笑い合って過ごせると思う」

『友人としてじゃなく、結婚するかもしれない相手として相馬さんを見てみなよ』

　綾さんから言われた言葉が、頭の中をぐるぐる回る。

　私も、今日拓海と一緒にいてとても楽しかった。感じた不安も、彼は丁寧に払拭してくれた。そしていつの間にか、この時間が終わってしまうことを寂しいと思っている自分がいた。

　――これって、もう答えは出ているってことじゃないの？

「夏美さ、やっぱり俺と結婚しないか？」

　薄暗い車内で、拓海が私を見つめている。視線が合って、私の体に緊張が走る。

　前回の時のような迷いは、もう私の中にはない。覚悟を決めて、口を開く。

「……あ、あのね、拓海、私――」

「前にも言ったけど、あくまでこれは『契約結婚』だから」

「え？」

「夏美に……どちらかに好きな人ができた時はすぐに結婚は解消するし、もちろん、結婚している間、夏美には不自由な思いはさせないよ。だから、そんなに重く考えなくてもいい」

　そうだ、拓海が持ちかけてきたのは、あくまで『契約結婚』なんだ。お互いに利害が一致したから、拓海は私に持ちかけてきただけ。

　そこには、特別な感情があるわけじゃない。

　わかっていたことなのに、改めて思い知らされると胸にくるものがある。

　それに、私は拓海に対して負い目がある。あの時彼を傷つけたことへの代償だと思えば、こんなことなんでもない。自分にそう言い聞かせる。

「……いいよ。私、拓海と結婚する」

「……本当に？」

「うん」

「よかった！　夏美のこと大切にするよ。約束する」

　そう言って、拓海は安堵のため息をつく。

「これから一緒に、楽しく過ごそうな」

　彼から差し出された手に、自分の手を重ねる。

　恋人同士なら、プロポーズの後に握手なんてしないはず。だからこれは、友情の握手。私たちがするのは、友達を助けるための、契約結婚なのだ。

「よろしく、夏美」

「よろしくお願いします……」

　仕事の時とは違う、彼本来の柔らかい笑顔をやけに眩しく感じてしまう。この笑顔を、間近で見続けることになるのだ。

　……耐えられるのかな、私。彼の笑顔を見ながら、どうしてだかそんなことを考えていた。










本日無事に、偽りの妻になりました




　その後、拓海と今後のことを話し合った結果、まずはお互いの家族に会って、結婚の許可をもらおうということになった。

　まず最初に、私の家族のもとへ向かう。

　自分にはその才能はないからと囲碁の道には進まず、区役所の職員となった父と、地元のスーパーでレジ打ちのパートとして働いている母には、「夏美が結婚？　しかも、相手は弁護士!?」と驚きを持って迎えられた。

　もちろんふたりがこの結婚に反対するわけはなく、私たちは晴れて結婚を認められた。

　次に私と拓海は、おじさまのもとへと向かった。ふたり揃って社長室まで赴いて、結婚の報告をした。

　長年手こずってきた私が、とうとう結婚を決めたことを、榊のおじさまは手放しで喜んでくれた。

「嬉しいなぁ。相馬くんになら安心して夏美ちゃんを託すことができるよ」

「ありがとうございます。夏美さんのこと、大切にします」

　拓海の言葉に目に涙を浮かべて喜ぶおじさまを見ていると、罪悪感でちょっぴり胸が痛む。でも、もうこれ以上自分の意に反してお見合いをさせられるのは、私だって限界だったのだ。

「それにしても、夏美ちゃんの忘れられない人とは相馬くんのことだったのか。どうして言ってくれなかったんだい」

「その……えっと、恥ずかしかったんです」

　拓海と打ち合わせをした通り、これまで私がお見合いから逃げてばかりいたのは、彼の存在があったからだということにした。

「まあ、彼のような人がいたのなら、私がどんなにお見合いを勧めようと、他の男性に心が動くはずがないよな」

「はあ、まあそうですね……」

　心苦しいけれど、ここはふたりで決めた通り、嘘をつき通すしかない。

「亡くなった清家先生のご恩に報いるためにも、これ以上ないほど贅ぜいを尽くした結婚式にしなくてはならないな」

「お、おじさま。私たちは別にそんな……」

　日取りに式場に招待客、料理のランクに引き出物のブランドまで、おじさまの口から、次々に結婚式の案が出てくる。私の言葉なんて、耳にも入らないみたい。

　結婚の話を聞けばおじさまが張り切るのは予想できていたけど、まさかここまでだなんて。

「社長、結婚するのは清家さんなんですよ。相馬さん側のご都合もあるんだし、社長が勝手にどうこうできるお話ではないのでは？」

「綾さん……！」

　お見合いだけでなく、結婚式でも暴走しようとするおじさまを、秘書である綾さんが宥めてくれた。

「そうは言ってもなぁ、それじゃ私の気がすまんのだよ」

　何年も待たせたのだ。おじさまの気持ちもわかるのだけれど……。

　どう言ったら、おじさまは納得してくれるのだろう。

「あの、ちょっとよろしいですか」

　焦って言葉を探していると、拓海がゆっくりと口を開いた。

「僕も夏美さんも、榊社長のこれまでのご厚意には、心から感謝しています。そしてこれからは、僕たちが榊社長にご恩をお返ししていく番だと思っているんです」

　拓海の口から発せられたのは、思いもよらない言葉だった。

　おじさまへの感謝を伝えていくのは、今まで散々お世話になった私の仕事だ。契約で私と一緒になるにすぎない拓海が、背負うことではないのに。

　拓海は、そんなふうに考えていてくれたの？　……それとも、あくまで『不自由はさせない』と言った範囲？

「幸せな彼女の姿をお見せすることが、榊社長への一番のご恩返しだと僕は思っています。結婚式も、そのひとつ。夏美さんとふたりで、心を込めた結婚式を作り上げたいんです。だからどうか、僕たちを信じて任せてはいただけませんか」

　そう言いきると、拓海はおじさまに向かって静かに頭を下げた。

「おじさま、お願いします」

　私も彼に続く。

　少しの間沈黙が続いて、おじさまはため息とともに言葉を吐き出した。

「……君たちの気持ちは、よくわかった。出過ぎたことを言って悪かったね」

　拓海の真しん摯しな姿は、おじさまの心を打ったようだった。

「私は夏美ちゃんのことが実の娘のように可愛くてな。どうも彼女のこととなると、熱くなっていけない」

「おじさま……」

　おじさまからの、家族にも負けないほどの愛情は、私だって日々感じていた。その深すぎる愛情を時には疎ましく思ったこともあったけれど、ありがたさは誰よりも感じている。

「彼女のこと、大切にします」

「ああ、信じているよ」

　おじさまと拓海は、固い握手を交わしている。

　その光景を見ているだけで、おじさまに、最大限の孝行をしているような気がしてくる。

　最後まで、みんなに祝福されて結婚する幸せなカップルを演じて、私と拓海は社長室を後にした。




　そうこうしているうちに、相馬家に結婚のご挨拶をする日になった。

「だいぶ緊張してるな」

「うん……」

　拓海の実家は、ひと目見ただけで気後れし、回れ右をしたくなるほどの大豪邸だった。粗相のないように、失礼のないように。玄関の前で呪文のように唱えていると、彼からぽんと肩を叩かれた。

「いつも通りの夏美でいいよ。取り繕う必要なんてない」

「……本当に？」

「いいんだよ、俺はそのままの夏美が好きなんだから」

「た、拓海ったらいったいなに言って――」

「嘘じゃないよ。俺は、甘いものが大好きで、好きなもののことになると周りが見えなくなるくらい熱中してしまう夏美のことを気に入ってるんだ」

「……拓海、ひょっとしなくても私のことバカにしてる？」

　いけない、つい真に受けるところだった。

　こうやって拓海が私のことをからかうのはわりとよくあることで、そのたびに真に受ける私を面白がるのだ。それに、好きなもののことになるとついつい熱中しすぎちゃうのは、拓海に言われなくても、ちゃんと自覚している。

　それを今さら……。ちょっぴりムッとして顔を上げると、拓海は面白がるどころか、優しい目をして私を見ていた。

　まるで、本物の婚約者でも見るみたいな熱っぽい視線にドキッとしてしまう。

「これから結婚しようって相手のことをバカにするわけないだろう。そんなことより、行くぞ」

　突然、指先を温かなものが包み込んだ。緊張で冷えている私の右手を、拓海の大きな手がギュッと握る。力強い手のひらに安心感を抱くと同時に、拓海に『俺が守る』と言われているようでドキドキする。

「本当にそのままの夏美でいいから。きっと、気に入ってもらえると思う」

　拓海のぬくもりが、右手を通じて私に移る。

「……そうかな」

「俺が保証する」

　私は安心して、彼にすべてを委ねることにした。




「そうですか、拓海とは大学の頃から」

「はい、所属していたサークルが一緒で」

「しかもあの清家名人のお孫さんだなんて！　なんて素敵なご縁なのかしら」

　許嫁との婚約を蹴ったと聞いていたから、私との結婚は反対されるものと思い込んでいた。しかし予想に反して、相馬家の人々は私のことを歓迎してくれた。

　相馬法律事務所を背負って立つ、貫禄のあるお義と父うさま。相馬家に嫁いで来た時から専業主婦で、趣味はフラワーアレンジメントとお菓子作りだという、おっとりとしていてお茶目なお義か母あさま。そして、体形もがっちりとして硬派な印象の拓海とはまた違う、スッキリとしていながらもどこか甘い顔立ちのお兄さまの湊みな人とさん。仕事や付き合いで多忙だろうに、相馬家全員が揃って、私を出迎えてくれた。

「拓海ったら、こんなに可愛らしいかたがいらっしゃるなんて、ひと言も教えてくれないんだもの」

　お母さまは、私の存在を内緒にされていたことが相当ショックだったらしい。

「いい大人が、自分の恋愛事情をいちいち親に話したりしないでしょう。おかげで僕らはずいぶんと拓海に振り回されましたが」

「湊人、せっかく夏美さんがいらしてくださっているんだ。今そのことを持ち出すんじゃない」

「……申し訳ありません」

　庇ってくれたのかと思いきや、兄の湊人さんが気になることを言う。それを制したのはお義父さまだ。

　湊人さんはいずれお義父さまの跡を継いで、相馬法律事務所の代表になる人だ。やはり許嫁の存在を無視して、私との結婚を決めた拓海のことが面白くないのだろうか。……ひょっとして、私たちの結婚のせいで、仕事で不利益を被るようなことがあるのでは？

　心配になって拓海を見ると、「大丈夫、夏美は心配いらないよ」とこっそり耳打ちしてくれた。

「とにかく、湊人も拓海も、もういい歳なのよ。いいお相手を見つけて、一日でも早く幸せになってほしいと思うのは、親として当然でしょう？」

　この結婚が本当は気持ちのないものだと聞いたら、お義母さまはどんなに悲しむだろう。聞いていて、いたたまれない気持ちになる。

「夏美さん、拓海がアメリカに行っている間、寂しかったでしょう？」

「ええ、そうですね……」

　寂しいどころか、私は彼の存在を忘れていた（というか、忘れていたかった）くらいなんだけれど……。もちろんそんなことを言えるはずもなく、私は曖昧に微笑んだ。

「夏美さんがいらっしゃるって知っていたら、私はアメリカ行きに賛成なんてしなかったわ。こんなに長い間、恋人を待たせていたなんて！」

　私のことより仕事を優先させてアメリカに渡ったことにも、お義母さまは腹を立てていた。

「拓海だって考えがあってそうしたんだ。過ぎたことなんだから、もういいじゃないか」

「でも、弁護士になるための修業なら、日本にいたってできたはずよ！」

　お義父さまがいくら宥めても、お義母さまの昂たかぶりは治まりそうにない。

　周りを納得させるためとはいえ、ふたりでついた嘘でこれ以上拓海を悪者にしたくはない。私は、おずおずと口を開いた。

「……あの、拓海さんは、以前から人の役に立つ人間になりたいって言っていました。アメリカに行くのも、たくさんの知識を身につけて資格を取るためだって。そうして仕事の幅が広がることによって、もっと多くの人の役に立つことができるって考えたんだと思います」

　相馬家の全員が、私の話に口を挟むことなく耳を傾けている。自分の気持ちをうまく説明できるか、正直に言って自信はない。でもこれから拓海の妻として彼の隣に立つのなら、私自身周囲を納得させるだけの言葉を持たなくてはいけないような気がした。

「なりたい自分になるため、彼はずっと一生懸命でした。だからどうか、彼のこれまでの努力を否定するようなことは言わないであげてください」

　そんなに強い口調で言ったつもりはない。でも、拓海をはじめ誰もなにも話さない。やらかした？と思った時だった。

「これは驚いた。こんなふうに庇ってくれるなんて、びっくりするくらい愛されとるじゃないか、なあ拓海」

　それまで黙って話を聞いていたお義父さまが、ふいに声を上げた。

「……そうですね。僕も彼女の愛情の深さに感激しています」

　まんざらでもなさそうな顔で、拓海もお義父さまに答えている。

　えっ、私が？　いつそんなことを言った!?

「ごめんなさいね、夏美さん。あなたはちゃんと納得して、拓海をアメリカに送り出して、待っていてくれたのよね。拓海、あなたにはもったいないくらいの女性だわ。これ以上夏美さんをお待たせしてはダメよ。一刻も早くお式を……、いえ、せめて籍だけでも入れましょう！」

「そうだな。もうこうなったら、そうするべきかもね」

　なんだか投げやりとも取れる態度で、湊人さんが言う。

　拓海もみんなの発言に満足そうにうなずくと、口を開いた。

「ただ、結婚式については、もう少し先にしたいんです。まだアメリカから移って、仕事がバタついていますし。それに今年は、周年記念パーティーを控えているでしょう」

「周年記念パーティー？」

　私が首を傾げると、お義父さまがあとを引き受けた。

「今年うちの事務所は創立五十周年でね。ちょっとばかり大掛かりなパーティーをやることになってるんだ。それに、例の件もあるしな……」

　……そうなんだ。たしかに相馬家からしたら、私たちの結婚式よりも、そちらの方が大事だろう。そもそも私たちは契約結婚なのだから、結婚式なんてする必要もないのかも。それはそれで、寂しい気もする……。

　なんなんだろう、胸の中のなにかが萎しぼんでしまったようなこの気持ちは。流されるままに決めた契約結婚だけれど、私の中にも結婚式をしたいという願望があったってことだろうか。

「でもその方が、準備に時間をかけられていいかもしれません。な、夏美」

「えっ？」

　意外にも前向きな拓海の言葉に、うつむきがちだった顔を上げる。

「ただし母さんの言う通り、入籍だけは先に済ませておいた方がいいかと。そういえば俺、婚姻届持ってますし」

「えっ、拓海が？」

　婚姻届のことなんて、拓海からひと言も聞いていない。いつの間に役所に取りに行ったんだろうと思っていたら。

「榊物産に行った時、堂上さんからもらったんだよ。チャンスを逃すなって」

「綾さんから？」

　まさか綾さんまで、拓海の味方につくとは。

　拓海から婚姻届を見せてもらうと、保証人の欄にはちゃっかりおじさまのサインが入っていた。間違いなく榊の印も押してある。さすが綾さんだ、抜かりない。

「さあ、俺の方は書けたよ。夏美も書いて。印鑑は持ってる？」

「えっと……あ、持ってる」

　先日たまたま銀行に行く用事があったせいで、鞄かばんの中に印鑑を入れっぱなしだった。もう後には引けない。

　拓海から万年筆を受け取り、震える手で自分の名前を書き、判を押す。これを出してしまえば、その瞬間から私は、相馬夏美だ。

「どうせなら、そのまま区役所に出して帰ろうか」

「え？　ええ、もちろん……」

　挨拶に行ったその日に、まさか籍を入れることになるなんて。驚きの展開なのに、拓海はやけに嬉しそうだ。

　そっか、これで許嫁との結婚は確実に避けられるんだもんね。拓海は無事、目標達成だ。

「おめでとう拓海、夏美さん」

「おめでとう！」

「ありがとう……ございます」

　相馬家の面々にぐいぐいと背中を押され、思いがけないほど早く、私は拓海の妻となってしまった。










近づく距離




　拓海と籍を入れて晴れて夫婦となり、私は無事、相馬夏美となった。

　左手の薬指には真新しいマリッジリングがはまっている。入籍を済ませた後、拓海とふたりで、拓海のお義母さまが懇意にしているジュエラーに行って選んだものだ。

　最初は、指輪なんていらないって思っていた。

「いつどうなるかもわからない契約結婚に、指輪なんている？」

「いるに決まってるだろ。なにも知らない他人に、指輪も贈れない甲斐性なしなんて言われるのはまっぴらごめんだ」

「そ、そっか。私ったら考えなしでごめん」

　そうだよね。私の庶民的基準で考えるんじゃなく、もっと拓海の立場になって考えなくちゃ。私と結婚したせいで、彼の評判を落とすようなまねをしちゃいけない。

　拓海曰く、「結婚の報告をすれば、間違いなく指輪のチェックが入る」ということだ。

「指輪なんて、男の人でも気にするもの？」

「気にするやつは気にするだろ。あとは後学のために教えてくれって言って、どこの店でいくらで買ったかなんて根掘り葉掘り聞いてくるやつだっているよ」

　なるほど、男性陣は予算のことも考えないといけないから切実だ。

　できあがった指輪は、拓海とふたりで取りに行った。

　帰りに食事をして、うちまで送ってもらう。拓海にも上がってもらって、早速指輪の入った箱を開封した。

「夏美、手を出して」

「……はい」

　拓海に左手を取られ、にわかに緊張する。自分の部屋で拓海と向かい合うだけでこんなに緊張するのに、実際にチャペルで指輪の交換をするとなったら、緊張のあまり逃げ出したくなるかもしれない。

　胸のドキドキを感じながら、薬指を滑る真新しいリングを見守った。

「夏美、俺にも嵌はめて」

「あ、うん」

　拓海に見つめられ、今度は違う意味で心臓が跳ねる。たまにだけれど、拓海が私を見る目が、熱っぽく甘く感じる時があるのだ。

　これは契約結婚で、指輪も形だけのものなのに、錯覚してしまいそうになる。

　私も、拓海に倣ならい彼の左手を取った。関節に引っ掛けたりしないように、おそるおそる指輪を嵌める。指輪が拓海の薬指の付け根のところに収まって、ホッと息を吐いたその時――。

「たっ、拓海？」

　指輪の交換を終えて拓海の手を放そうとしたら、そのまま掴まれてしまった。

「やだ、ふざけてるの？」

　笑い話にして手を離そうとすると、そのまま拓海が指を絡めてきた。いわゆる、恋人繋ぎってやつだ。突然そんなことをされて、顔が熱くなったのがわかった。

「ちょっと、いい加減に……」

「ちっさい、夏美の手」

　拓海は指を絡めたまま、まじまじと私の手を見ている。

「そんなことない」

　私は背丈も標準より少し高いくらい。手のひらだって、決して小さくはない。一方の拓海は指が長く、節くれだっていてごつごつとした印象。私の手のひらもすっぽりと包み込んでしまう。たしかに拓海の手の中にあると、頼りなく細く見えてしまうから不思議だ。

　拓海はそのまま薬指と中指で私の薬指を挟むと、ゆっくりと嵌められたばかりの指輪をなぞった。私の手を、目を細めて見つめながら、数度その仕草を繰り返す。

「ちょっと、拓海くすぐったいよ」

「夏美、指輪外すなよ。会社にもしていくこと」

「えっ、私の仕事知ってるでしょ？　なくしたらいやだから、会社にはしていかないよ」

　庶務の仕事は毎日たくさんの荷物を触るし、水に触れることだってある。会社の中を動き回っていることが多いから、なにがきっかけで、指輪をなくしてしまうかわからない。こんな高価なものをなくして、拓海をがっかりさせたくなんかない。

「その時は、また新しいの買ってやるから。……それに指輪をしてなくて、夏美に変な虫がついたら困るだろ？」

「なっ、なに言ってんの」

　真顔で言われ、こちらが赤面してしまう。

『好きな人ができた時はすぐに結婚を解消する』なんて言っていたくせに、もしも私に変な虫がついたら、拓海は困るの……？

「安心してよ、そんなことにはならないから。今までだって、モテたことなんてないし」

「……ダメだ」

　低い声でそう言うと、拓海は私の手を自分の方に引き寄せた。顔を寄せ、薬指のリングにキスをする。

　その光景が、本当に愛を誓っているように見えて、私は急に胸がいっぱいになった。拓海から目が離せなくなり、心臓が早鐘を打つ。

「約束だ。絶対に外すな」

「はい……」

　魔法でもかけられたのだろうか。なぜだか私は、拓海の言葉に逆らう気はすっかり失せてしまい、どんな時もこの指輪を嵌めて過ごすようになった。




「ちょっと夏美ちゃん、朝から気になってたんだけど、これってなに!?」

　各課から来た消耗品の注文票を整理していると、乾さんが私の左手を掴んだ。

「あ、これはえっと……」

　乾さんの声で、庶務係全員の視線が私に突き刺さる。

　拓海と入籍した翌日、出社してすぐに会社の人事課に行って、結婚の報告をした。しかし庶務係のみんなには、なんだか気恥ずかしくてなかなか言い出せずにいた。覚悟を決めて、白状する。

「実は……先週末入籍しました」

「はあっ？　俺はなにも聞いてないよ！」

　係長の叫びとともに、庶務係全員が席を立ち私を取り囲んだ。

「すみません、言わなきゃ言わなきゃって思ってたんですけど、なかなか言い出せなくて」

「どういうことなの。お相手は？」

「その人は、なにをしている人なんだい」

「ひょっとして、社長が持ってくるお見合いで出会った人？」

「ちょ、ちょっと皆さん落ち着いて……」

　一度に質問攻めにされて、たじたじになってしまう。

「お相手は、相馬拓海さんという方で弁護士をしています。私とは、大学の同窓生です」

「まあっ、弁護士ですって!?　夏美ちゃん、やったじゃない！」

　乾さんもみんなも、自分のことのように喜んでくれている。

「清家さん、じゃなくてもう相馬さんか。夏美ちゃん、結婚おめでとう」

「ありがとうございます」

　係長に続き、みんな口々におめでとうと言って拍手をしてくれた。

「ところで……夏美ちゃん、仕事は辞めないよね？」

　それまでお祝いムード一色だった庶務係の空気が、係長の言葉で一変した。

　庶務係はなかなか社員が来たがらない部署だ。私が辞めてしまったら、一気に手が足りなくなってしまう。

「もちろん辞めませんよ。引き続きよろしくお願いします」

　仕事のことは、拓海や彼のご両親にも相談済みだ。拓海はもちろんのこと、ご両親も仕事は続けていいと言ってくれている。

　庶務係の人間が減ることはないと聞いて、みんな心底安心していた。

「さっ、みんな、この話は終わりだ。仕事に戻って。お祝いもしなきゃな。悪いけど乾さん日程と会場調整してくれる？」

「わかりましたー。係長が奮発してくれるんですよね！　とっておきのとこ押さえときます」

　勝手に決めてしまう乾さんに、係長はたじたじになりながらも「お、おう。任せとけ！」なんて言っている。

　入籍したのは事実だけれど、私たちの結婚は中身のない偽物だ。こんなに喜んでくれているのに、私はみんなのことを騙しているんだよね……。祝ってもらえて嬉しい反面、ちくりと胸を刺した罪悪感は、その日いつまでたっても消えることはなかった。




＊　＊　＊




「名前……まだ慣れない」

　私宛てに届いたダイレクトメールには、新しい名前が印字されている。

「すぐに慣れるよ」

　拓海はこともなげにそう言って、郵便受けの扉をパタンと閉めた。

「早く行こう、腹減った」

「あ、待ってよ」

　マンションのエントランスからエレベーターホールまで、拓海と並んで歩いた。

　もともと拓海がひとりで住んでいたこのマンションは、都心にほど近い場所にある四十三階建てのタワーマンションだ。何しろ急な結婚だったので、とりあえずは拓海の家に私が転がり込むような形になった。

　入籍をして一緒に暮らすようになってわかったのだが、拓海の帰りは意外にも早い。今日も定時に上がった私を、職場の近くでピックアップしてくれたのだ。帰りにスーパーに寄って、一緒に買い物をして拓海の運転する車で帰ってきた。

「もうちょっと落ち着いたら新しいマンション探すか。それとも夏美は一戸建ての方がいい？」

「今のままでよくない？　もっと安いところを探してもいいけど」

　眺望の良い最上階だし、部屋数も十分にある。私まで個室をもらっているくらいだ。

「でも、いつまでも賃貸ってのもなあ。……それにそのうち部屋数が足りなくなるかもしれないし」

　なんて言って、拓海は艶っぽい笑みを見せる。

「そ、そんなことあるのかな？」

　経験不足で男女のことに疎い私でも、拓海の言わんとすることはなんとなくわかる。

　でも私たち、契約結婚なんじゃないの？　新しく物件を買うことも、部屋数が足りなくなるようなことも、そんな未来が私たちに訪れるの？

　こんなことがあるたび、私も笑ってごまかしてはいるけれど。私には、拓海がなにを考えているのかわからない。そのたびに戸惑ってしまう。

「ただいまー。いい子にしてたか？」

　玄関のドアを開けると、小さな毛むくじゃらの物体が駆け寄ってきて、拓海に纏まとわりついた。拓海が不在だった時間を取り戻すかのように、夢中になってすり寄っている。

「ただいまこはる。お腹空いたでしょ。今ごはん入れてあげるからね」

　ちょこっとでいいから、私にも撫でさせてくれないかなあ？　そう思って手を出すと、興奮したこはるがシャーッと声をあげながら私に向かって牙きばを剥むいた。

「こら、夏美にそんなことしちゃダメだろ」

「怒らないで拓海。……でも、なかなか慣れてくれないね」

　ブリティッシュショートヘアのこはるは、拓海の知人の飼い猫の子どもだ。今年の春に生まれ、拓海がアメリカから戻った後、知人から頼まれて引き受けたという。

「春生まれだからこはるって、ちょっと安直じゃない？」

「……いいだろ、響きもかわいいし」

　拓海はこはるのことを溺愛しているし、こはるはこはるで、拓海のことを自分だけの飼い主だと思っている。だから新参者の私が拓海に近づくのが、彼女には許せないのだ。先輩である私を敬え、私より先に拓海に近づくな、という圧をひしひしと感じる。

「私も仲良くなりたいんだけどなぁ」

「ずっと一緒にいるんだから、そのうち懐くよ」

　そうかなぁ、と私のことなんておかまいなしに拓海だけにじゃれるこはるを見て悲しくなる。

　ひとしきり遊んでこはるを満足させると、拓海がキッチンに入ってきた。

「今日はなににするの？」

「うーん、キャベツが安くてついひと玉買っちゃったから回鍋肉ホイコーローにでもしようかなあ」

　冷蔵庫の中を覗いて、他の材料を確認する。豚肉は冷凍していたものがあるし、長ネギはまだ残りがあるからＯＫ。お豆腐とわかめも買ってきたし、お味噌汁も一緒に作ろうかな。

「ふーん、いいね回鍋肉」

「きゃあ！」

　急に耳元で声がして驚いた。拓海が私の背中に被さるようにして、一緒に冷蔵庫の中を覗いていたのだ。

「飯は俺が作るから、夏美は先にシャワーでも浴びてきなよ」

　そう言いつつ、拓海は両手で冷蔵庫を押さえていて、私は彼の腕に閉じ込められている。

「だ、大丈夫。私が作るから、ちょっと離れてくれない……？」

　いくらなんでも、距離が近すぎる。鼓動が急に早くなり、体がカーッと熱くなる。たぶん耳まで真っ赤なはず。

　恥ずかしくなって両手で顔を押さえると、耳元で拓海のくすくす笑いが聞こえた。

「俺に作らせてくれたらどくけど、どうする？」

「わかった、わかったから早くどいて」

　ようやく体をどかした拓海は、意地悪な笑みを浮かべている。……拓海ったら、わざとやったな！

「……じゃ、じゃあ先にお風呂使わせてもらうね」

「どうぞごゆっくり」

　しどろもどろな私を見て、拓海は余裕の笑み。面白がっているのかもしれないけれど、本当に調子が狂う。

「覗いたりしないから安心して」

「あ、あたりまえでしょ！」

　拓海のくすくす笑いを背中で聞きつつ、私は逃げるようにバスルームへ向かった。

「もうっ、信じらんない拓海のやつ」

　シャワーを浴びながら、ひとしきり悪態をつく。

　一緒に住むようになってからというもの、拓海はやたらと物理的に距離を詰めてくる。

　学生時代は、そんなことなかったと思う。拓海は相手から一方的に好意を寄せられることも多かったから、勘違いさせたりしないよう、他人との距離に関してはむしろ慎重だったはず。

　しばらくアメリカにいて、向こうの習慣に染まってしまったの？　それとも男性慣れしていない私の反応を面白がっているだけ？

　どっちにしろ、毎日こんなふうじゃ、とてもじゃないけれど私の心臓が持たない。

　でも、近いのは体の距離だけじゃない。拓海は心の距離も縮めようと、彼なりに努力してくれている。

　この間の休みの日には、いつの間にか購入していたというマイ囲碁セットを披露してくれた。

「拓海、本当に買っちゃったの？　碁ご盤ばんならうちの実家にもあったのに」

「それが、俺は形から入るタイプなんだよな。その方がちゃんと練習しようって思える。どうせやるなら、強くなって、いつか夏美と互角に戦えるくらいになりたいからな」

「そこまで到達するのは、そう簡単じゃないと思うよ……」

　私だって小さな頃から祖父のそばで、プロ棋士になるべく一生懸命練習に励んできたのだ。そんなに簡単に、初心者の拓海に追いつかれたりしたら困る。

「人生をかけるくらい、夏美は囲碁が好きなんだろう？　俺もできるようになりたいんだ。ひとつでも多く、夏美のことを知りたい」

「……拓海」

　どうしてそんなことを……。

　驚いている私の頭に、拓海がぽんと手を乗せる。こうした何気ない仕草にも、いつまでたってもドキドキしてしまう。そのまま動けずにいると、拓海は目を細め手の甲で私の頬を撫でた。

　照れくさいのだけれど、私より少し温度の高い拓海の手に触れられると心地がいい。いつも彼に撫でられているこはるは、こんな気持ちなんだろうか。拓海に無条件に甘やかされているこはるに、ちょっぴりヤキモチを焼いてしまう。

　だけどこうして拓海に触れられるたび、私はまたわからなくなってしまうのだ。

　意に沿わない結婚を避けるための、契約結婚だったはずなのに。いつまで一緒にいるかもわからないのに、拓海は私のことをもっと知りたいなんて言う。

　拓海がリビングに引っ張り出してきた碁盤は、どう見てもそこそこ値が張るものだった。

「さて、俺はこれで自主練に励むとするか」

　一式買ったから、早速教えてくれって言うかと思いきや、拓海は自分で一から勉強するつもりらしい。まだ囲碁を打つ気になれない私に、気を使ってくれているのだ。

「うかうかしてたら、夏美だってそのうち俺に追い越されるかもしれないぞ」

　かと思えば、そんなことを言って私をけしかけたりもする。

「ご心配には及びません。今はただのＯＬだけれど、これでも私だって、院生に受かって将来を嘱しょく望ぼうされていた身だもの」

　結局周囲の期待に応えることはできなかったけれど。それでも、あの真剣に囲碁に取り組んでいた十数年間は無駄ではなかったと今は思える。

「夏美と対戦するの、気長に待ってるからな」

「ん……」

　そう言って、拓海がまた頭を撫でる。拓海に可愛がられる小さな猫になったような気持ちで、心地よさに目を細めた。

　初めはあんなに戸惑っていたくせに、私自身、この生活がずっと続いていくような気がしている。困ったことに、拓海の隣にいることを居心地よく感じている。

　忙しい人だし、拓海の囲碁への情熱もすぐに冷めるんじゃないかと思っていたけれど、そんなことはなかった。夕食の後や休日の午後など、ふと見ると真剣に碁盤に向かっている拓海を見かけた。

　そんな拓海の姿を横目に見て、「私だったらこう打つよ」とか、いつの間にか心の中でアドバイスを送っている自分がいた。

　拓海のおかげで、私の生活の中で囲碁のことを考える時間が確実に増えている。そして以前ほど、囲碁に触れることを嫌だとは思っていないことに気がついてもいた。




　金曜日の昼休み。食事から戻ると、『明日は一日空けておいて』と拓海からメッセージが入っていた。

　幸い、この週末はなんの予定もない。なんだろう？と思いつつ、『わかった』とだけ返事をする。忙しい仕事の合間を縫ってメッセージを送ってくれた拓海の邪魔をしたくなかったからだ。

　その日、仕事から帰って来た拓海が、意外なことを言い出した。

「夏美、夏祭りに行かないか」

「夏祭り？」

　明日、私たちが通っていた大学の近くで夏祭りが行われるらしい。そこに私を連れて行きたいというのだ。

「昼間から露店も出るし、色々イベントもやってるらしいんだ。夜は花火大会もあるし、せっかくだからゆっくりしようよ」

「嬉しいけど、仕事は大丈夫なの？」

　今週は予定外の仕事が入り、ひょっとしたら休日出勤する羽目になるかもと、チラリと聞いていたのに。私が聞くと、「どうしても夏美と行きたくて、死ぬ気で今日中に終わらせてきたんだ」なんて嬉しいことを言ってくれた。

「もうひとつ、サプライズがあるから期待しててくれ」

　サプライズの中身が知りたくて、しつこく拓海に聞いてみたけれど、頑として教えてくれなかった。




「夏美ちゃん、いらっしゃい！」

「こんにちは、突然すみません」

　翌日、お祭りに行く前に寄るところがあると言って拓海に連れて来られたのは、なんと彼の実家だった。

「拓海ったら、そうとわかっていればお土産を買ってきたのに」

「そう言うと思って、ちゃんと俺が用意してきた」

　彼が取り出したのは、私の大好きな永寿萬栄堂の夏季限定涼味『黄金みつまめ』だ。なんと拓海のお義母さまも、永寿萬栄堂の和菓子が大好物らしい。

　拓海が渡すと、お義母さまは手放しで喜んでくれた。

「まあ嬉しい！　冷やしておくから、これは後で食べましょ。その前に、夏美ちゃんはこっち」

「えっ？」

「いってらっしゃい」

　バイバイと手を振る拓海に見送られ、お義母さまに手を引かれて、客間に移動する。

「うわ……、素敵！」

「でしょう？」

　私の反応に、お義母さまは満足そうに微笑んだ。

　客間の中央には衣い桁こうが置いてあり、そこには女性ものの浴衣が掛けられていた。

　白い清涼感のある生地に、全体的に大胆な紺色の丸っぽい模様が入っている。

「この模様は雪輪繋ぎって言うの。見ていて涼し気な感じがするでしょう？」

「はい、とっても素敵です」

　お義母さまによると、この模様は冬の情景を表しているらしい。見た目から涼を取り入れるという昔の人の知恵なんだろう。

「拓海ったら、急に夏美ちゃんに浴衣を着せたいって言い出すんだから。慌てて用意したのよ」

「えっ、これ私が着るんですか？」

「もちろんよ」

　そう言いながら、お義母さまが私に浴衣を羽織らせる。

「うん、夏美ちゃんは背もあるし、大人っぽい和風美人だからとてもよく似合ってるわ」

「そんな……」

　和風美人だなんて、そんなこと言ってもらったのは初めてだ。

「さあ、着付けを始めましょう」

　着付けだけでなく、ヘアアレンジや浴衣に合わせたメイクまでやってくれるという。

　着付けをしてもらいながら、初めてゆっくりお義母さまと話をした。

　いかにも良家の子女といったイメージのお義母さまだけれど、昔からこまごまとした作業が好きで、ヘアメイクやスタイリストの道に進みたいと思っていたこともあったらしい。

「わがまま言って専門学校に通わせてもらっていたんだけど、親の命令でお父さんとお見合いして……。私の一目惚れだったの。どうしてもお父さんと結婚したいって思ってしまって」

　すべての夢を投げうってでも、一生お義父さまのそばにいたいと思ったのだと言う。気持ちを打ち明けると、お義父さまも同じ気持ちだった。そこから結婚までは、本当にあっという間だったそうだ。

「それじゃ、お義父さまとお義母さまは恋愛結婚なんですね」

「うふふ、そう言われるとなんか照れちゃうわね」

　照れ笑いを浮かべるお義母さまは、なんだか可愛らしい。

「夏美さんたちもそうでしょう？」

　お義母さまは悪気があって言ったわけじゃない。でもそのひと言が、なぜかちくっと心に刺さった。私は「そうですね」と曖昧に相槌を打つことしかできなかった。

「さあできた。どうかしら？」

「……これが、私？」

　姿見に映っているのは、風流な浴衣を美しく着こなした大人の色気を纏う女性だった。髪は高めの位置で結って、一輪の白い花を模したかんざしが差してある。

　私も知らなかった私を引き出してもらえたようで、自然と気分が高揚してくる。

「月下美人のかんざしよ。夏美ちゃんのイメージに合わせて取り寄せたの。すごくよく似合ってるわ」

　お義母さまも出来上がりに満足しているみたいだ。

「これは、拓海も惚れ直しちゃうわね」

　惚れ直すうんぬんはともかく、せっかくだから拓海も気に入ってくれたらいいな。

「さあ、拓海のところへ行きましょう！」

　お義母さまに後ろから肩を押され、拓海が待つリビングへ向かう。

「拓海、できたわよ。どうかしら？」

　お義母さまにはいっと背中を押され、ソファーにかけてくつろいでいた拓海の前に立たされた。拓海は目を見開いたまま、なにも言わずに私を見上げている。

　拓海はどう思ってるんだろう。無言で凝視されて、いたたまれなくなってくる。

「……お願いだからなにか言って？」

「驚いた……。すごく綺麗だ、夏美」

「でしょう？　夏美ちゃんをイメージしながら選んだんだけど、あまりにぴったりで母さんも嬉しくなっちゃったわ」

　お義母さまだけでなく、拓海にも褒めてもらえてホッとする。

「お義母さまも、拓海も素敵なサプライズをありがとうございました」

「こんなサプライズなら、私だっていつでも歓迎よ。またいつでもご依頼くださいな」

　お義母さまのおどけたセリフに、三人で笑い声をあげる。

　冷やしておいたみつまめを一緒にいただいて、なんと拓海も自前だという浴衣に着替え、私たちは相馬邸を後にした。




　降り注ぐ真夏の日差し、近づいてくる祭まつり囃ばや子し。夏祭りの会場は、花火大会までまだ十分時間があるというのに、大勢の人々でごった返していた。

「あ、ちょっと待って拓海」

　歩いているだけで体がぶつかってしまうくらいの人ごみと、慣れない下駄のせいで、気をつけていないと拓海から離されてしまう。

「夏美、離れるな」

　一歩前を歩いていた拓海が、私の手をぎゅっと握った。

「た、拓海」

「こうしてないと、迷子になる。嫌か？」

「ううん、そんなことない」

　手汗をかいていて恥ずかしいとか、さらに近くなった距離が照れくさいとか、ちょっと思ったりもしたけれど、拓海とはぐれたくはない。ふたり手を繋いで、露店が立ち並ぶ通りを散策した。

「俺、射的したい」

「私にもできるかな」

「来いよ、教えてやる」

　拓海に手を引かれ、射的の露店へ向かう。二人分お金を払い、並んで銃を構えた。

「あ～、ダメだ。全然当たらない」

　どんなに狙っても、的のお菓子に当たらない。隣を覗くと、拓海は露店のおじさんから、三個目のお菓子を受け取っているところだった。

「すごい、どうやったらそんなに当たるの？」

　百発百中とまではいかなくても、拓海はかなりの高確率で当てている。

「夏美はゼロか」

「悪かったわね」

　膨れる私に、拓海は「バカにしてるわけじゃないよ」と笑いかける。

「どれ狙ってたんだ？」

「私はねー、あれ！」

　指差した先にあるのは、チョコチップクッキーが入った箱入りのお菓子だ。

「ああ、納得。もっと落ちやすいものを狙わなきゃ」

「じゃあどれ？」

「あれにしよう」

　そう言うと、拓海は小さめのスナック菓子が入った袋に狙いを定めた。

「真正面じゃなくて、ちょっと右上を狙うんだ。回転を利かせて下に落とすようなイメージで」

　拓海はポケットからコルク玉を取り出すと、吟味するように手のひらで転がした。ひとつを取り銃に込めると、狙いを定めて打つ。

「すごい！　本当に当たった！」

　拓海は狙い通り、スナック菓子の袋に玉を当てると、見事に下に落とした。

「すごいな兄ちゃん。あんたみたいなのが来ると商売上がったりだよ」

　露店のおじさんが、参ったなと頭を掻きながらお菓子を手渡してくれる。

「その分奥さんが収穫ゼロだったんで、プラマイゼロですよ」

「そうかい。奥さんも旦那さんに教えてもらって腕を磨きなよ。また来てくれよな！」

　おじさんは豪快に笑うと、お菓子を一袋私にサービスしてくれた。

　お菓子が入った袋を下げ、ブラブラと露店の合間を歩く。

「拓海ったら、どうして射的まで上手なの」

　おぼっちゃま育ちのくせに、あんな庶民の遊びまでマスターしてるだなんてなんだか悔しい。

「子どもの頃、お祭りに来ては兄貴と勝負してたんだ。ああ見えて、兄貴は俺以上の腕前だ」

　湊人さんも射的を？　拓海とはまた違う、王子さまのような雰囲気の湊人さんにそんな特技があるなんてちょっと意外だ。

「俺は負けず嫌いだからな。兄貴に負けたくなくって、実家の庭で死ぬほど練習した」

　空き缶を的に見立て、おもちゃの銃を使って、それこそ何回も何回も当てる練習をしたらしい。

「今では兄貴も俺には敵わないって認めてくれてるよ」

　なるほど。なんでも器用にこなしてるのかと思いきや、ちゃんと陰で勝つための努力をしていたんだ。なんとも拓海らしい。

「なんにでも全力投球なんだね、拓海は」

「ああ、夏美もぼちぼち腕を磨いておかないと、囲碁の勝負をしたらそのうち俺に負けるかもよ？」

　最近の拓海は、スマホでできる囲碁のゲームにはまっている。かなり腕前を上げているようだし、自信をつけているみたいだ。いまだに、ろくに碁石も触っていない私だけれど、それでも拓海に負けるとは思えない。

　それにしても……、『拓海と対戦するなら……』と、自然と打ち手を考えている自分に気づいて驚いてしまう。

　前までは、囲碁のことを考えるだけで嫌だったのに、本当に不思議だ。拓海があまりにも囲碁の話をするせいか、今では碁石の硬い感触を恋しいとすら思っている。

「残念ね、そう簡単に拓海に負けるわけないから大丈夫！」

「言ったな！」

　なにを思ったのか、拓海は私の手を引くと、早足で歩き出した。

「待って拓海、どこに行くの？」

「いいから黙って着いて来いよ」

　拓海に連れられ、夏祭りの会場を抜けて行く。会場の真ん中の広場のような場所に出ると、大きく張られた日よけの下に、座布団が二枚ずつ置かれた木製の縁台が幾つも置かれていた。

「ここなに？」

「もうすぐここで納涼囲碁大会があるんだ。実はふたりともエントリーしてある」

「えっ」

「黙っててごめん。でもどうしても、夏美とここで囲碁を打ちたかったんだ」

　拓海の話では、納涼囲碁大会と言っても、勝ち抜きで優勝者を決めるというわけではなく、誰でも参加して気軽に囲碁を打つ会らしい。

「勝ち負けとかじゃなく、あくまで囲碁を楽しむことが目的のイベントなんだ。夏美も気軽に参加してみないか？」

「拓海……」

　見上げた拓海の喉ぼとけが、ごくりと動いた。何気ないふうを装っているけれど、拓海、緊張してる……。

　少し前までなら、きっと碁盤を見るのもつらかった。でも今は拓海のおかげで、前向きになれている自分がいる。

　拓海が私の背中を押そうとしてくれているのが、純粋に嬉しかった。

「……うん。私も参加したい」

「そっか……」

　あからさまにホッとした顔をする拓海を見て、つい笑ってしまう。

「……拓海、ありがとうね」

　私がお礼を言うと、拓海はほんの少し驚いた顔をして、破顔した。

「お礼なんていいんだよ。ほら、受付してこよう」

「……うん！」

　拓海のが私の手を引いて、受付の列へと向かう。名前を記入して参加費を払うと、冷たいドリンクとこの辺りの伝統工芸品だという渋うちわが手渡された。

「えっ、このうちわ可愛い」

　柿渋で染めた少し小ぶりのうちわに、真っ赤な金魚が数匹描かれている。

「俺のも、なかなかいいな」

　拓海が手にしているのは、全体を青墨で染めたもの。下の方に、赤い印が押してある。

「こんなにいいものを景品でもらえるの？」

「特産品のうちわを広めるのも目的らしいからな」

　たしかに、こんなに大勢の人が行き交う場所で、風流に囲碁を打ちながら金魚や水玉模様のうちわを仰いでいたら、目を引くだろう。

「対戦相手は自分で決めていいらしい。というわけで、一局お願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　噴水横の涼し気な場所にある縁台を陣取り、碁盤を挟んで拓海と向かい合う。

「勝ったらかき氷ね」

「俺が負けたら、ミルクがけにしてやるよ」

　拓海ったら、本当に負けるつもりないの？　すごい自信だ。

　どうなることかと思ったけれど、勝負はあっさり私の勝ちだった。

「やったー、ミルクがけかき氷ゲット！」

「くそっ、なんで勝てないんだよー」

　自信満々で勝負に挑んだ拓海だったけれど、すぐに私に負けてしまい、悔しそうにしていた。

　約束通りミルクがけのイチゴのかき氷を買ってもらい、会場近くのベンチに拓海と並んで腰掛けた。

「冷た～い。美味しい！」

「ほんと、美味いなぁ」

　うちわがあったとはいえ、やはり野外はかなり暑い。拓海と交互にかき氷を食べているうちに、さっきまでとは比べ物にならないほど、人通りが増えてきた。

「だいぶ混んできたな」

　いつの間にか日はかげり始め、夜の花火大会に向けてさらに人が増えていた。大会はこの後も続いて、花火をバックに囲碁も打てるらしい。そんな状況で囲碁ができるなんて、ちょっとした非日常だ。

　もう一局拓海と勝負をして、花火大会に向け、ふたりで使った碁石を片付けている時だった。

「……夏美先生？」

　浴衣を着た、高校生くらいの女の子に声をかけられた。

「えっ、茉ま莉り花かちゃん？」

「はい、お久しぶりです夏美先生」

　小学生の時から、うちの教室に通っていた女の子だった。ショートだった髪も肩まで伸びて、すっかりお姉さんらしくなっている。

「お祭りに来たの？」

　よく見ると、彼女の後方に、背が高く真っ黒に日に焼けた男の子が立っている。デートだろうか。私と目が合うと、彼もぺこっと頭を下げてくれた。

「それもなんですけど、囲碁の大会があるって聞いたから」

「茉莉花ちゃん、まだ囲碁を続けてるの？」

「はい。夏美先生の教室を辞めた後は、別の先生のところに通ってます。私、プロの棋士になりたいんです」

　なんと、彼女はプロを目指しているんだ。

「夏美先生、お時間まだありますか？　よかったら、私と一局勝負をしていただけませんか？」

「えっと……」

　花火大会が始まる時間まで、もうそんなに時間がない。今日は拓海も一緒だし、せっかくだけれど断るしかないかな……。なんて思っていると、「久しぶりに教え子に会えたんだろ。時間は気にしなくていいから、受けてあげなよ」と拓海が優しく言ってくれた。

「……拓海、ありがとう！」

「せっかくだから、俺も観戦させてもらうよ」

　茉莉花ちゃんの彼氏も近くに呼び寄せて、私は数年ぶりに彼女と向かい合った。

「よろしくお願いします」

　すっかり大人っぽくなった茉莉花ちゃんの声と、私の声が重なる。

　祖父の教室を辞めてからの数年の間に、茉莉花ちゃんはメキメキと腕を上げていた。

「茉莉花ちゃん、今はどの先生に師事してるの？」

「園その田だ聖せい司じ先生です。母がたまたま募集が出ているのを見つけてきて」

「……そうなんだ」

　聖司さんは、私の祖父の愛弟子だ。小学校入学と同時に祖父の弟子となり、高校一年生の時にプロデビュー。めきめきと頭角を現し、十九歳の時に史上最年少でタイトル戦を制した。若手の中でも最も人気のある棋士だ。クールで整ったルックスも相まって、女性のファンも多い。

　忙しい人なのに、彼も教室を経営してたんだ。兄弟弟子なのに、私ったらなにも知らなかった……。

「……そっか、園田先生も教室をやってるのね」

「お忙しい方なので、常駐してるのは他の先生ですけど。たまに教室に顔を出してはアドバイスをしてくださいます。……厳しい方ですよ」

　自分も毎週のように対局に挑み、記録を更新しながらさらには後進の育成にまで手を広げているなんて。聖司さんの努力と行動力には、本当に頭が下がる。

　……でも私は、ずっと彼のことが苦手だった。

　彼と碁盤に向き合っていた頃の無力感がよみがえりそうになり、慌てて首を振る。聖司さんのことは関係ない、今は茉莉花ちゃんとの対局に集中しなきゃ。

　やはり師事している先生に打ち方も似てくるのか、茉莉花ちゃんは表情を乱すことなく淡々と次の手を打ってくる。先を読む力もあるし、私なりに意外な手を打っても動じない。教室で教えていた頃とはまったく違い、確実に強くなっている。次はいったい、どんな手で攻めてくるのだろう。対峙していると、こっちまでワクワクしてくる。

　あたりまえだけれど、拓海との対戦とは比べ物にならないほどの激戦になった。もう少しというところで、私がなんとか逃げ切ることができた。

「ありがとうございました」

　一礼をして、顔を上げる。茉莉花ちゃんの目は、悔しさからか、涙でうっすらと濡れていた。

「茉莉花ちゃん、すっごく強くなったね。今日はぎりぎり勝てたけれど、もう次回はわからない」

「そんなことないです。夏美先生はやっぱり強い」

　歯を食いしばるようにして言うと、茉莉花ちゃんは私の目をしっかりと見据えた。

「先生は、どうして教室を辞めちゃったんですか？」

「それは……」

　そんなことを聞かれても、言葉に詰まってしまう。あの頃のことをどう説明しようか考えていると、茉莉花ちゃんがもう一度口を開いた。

「私は、清家先生と夏美先生に囲碁を教えてもらうのが好きだった。今は強くなるために一生懸命だけど、清家教室に通っている時の方が、ずっとずっと楽しくて、囲碁のことが大好きでした」

「茉莉花ちゃん……」

「もし夏美先生がまた教室を開くのなら、私は戻ってきたいって思ってます。その時は、私をまた入会させてください。夏美先生が、私をプロにしてください。よろしくお願いします」

「……茉莉花ちゃん、ありがとう」

　茉莉花ちゃんの言葉に感動してしまった私は、ただそのひと言しか言えず、しばらくその場に立ち尽くしていた。




　都会の明るい夜空の下、大輪の花火が次々に打ち上がる。その光景を、私はぼんやりと見ていた。

「夏美」

　拓海が私の顔を覗き込んでくる。

「うん？」

「たぶん次が、最後の花火だよ」

　その夜一番大きな火の玉が夜空を駆け上がって、空一面を覆い隠すような大輪の花を咲かせた。ほんの一瞬花開いて、ばちばちと音を立てながら、夜空に散っていく。

「終わったみたいだね」

　終了のアナウンスがあたりに響き、人々は帰り支度を始めている。

「混む前に出ようか」

　拓海にそっと手を握られ、私たちは駐車場に向けて歩き出した。

「今日はありがとう。楽しかった」

　家へ帰る道すがら、冷房の効いた涼しい車内で拓海の横顔に向かって話しかけた。

「どういたしまして。楽しんでもらえてよかったよ。でも暑かったし、疲れただろ」

　拓海の実家に寄ってから、ほぼ半日。お祭りに囲碁に花火大会。とても密度の濃い一日を過ごした気がする。

「疲れたけど、気力が充実してる感じ。露店を巡るのも楽しかったし、射的も。次はもっとうまくできる気がする」

「それに、囲碁もできたしな」

「うん。あのイベントがあったから、拓海はわざわざここまで連れて来てくれたんだよね？」

　拓海はそれには返事をせず、視線は前に向けたまま、一瞬目を細めた。

　あんな環境で囲碁を打つのは初めてのことだった。どちらかというと私は、自分の進退をかけた真剣勝負の場にいることが多かったけれど、あんなふうに娯楽としての囲碁もあるのだ。参加していた人たちも、とても楽しそうだった。

「あの茉莉花ちゃんって子は、夏美の教え子なんだよね」

「私のっていうか、祖父のね。私もずっと教室を手伝ってたし、彼女と対局することも多かったよ」

　こんな私のことも、先生って呼んで慕ってくれていた。そんな彼女の成長ぶりを目の当たりにできて、嬉しいようなほんのちょっと寂しいような複雑な気持ちだ。

「茉莉花ちゃんも言ってたけど、夏美は本当にもう教室をやらなくていいの？」

「それは……」

　本当のことを言うと、今日久しぶりに囲碁をやってみて楽しかったし、茉莉花ちゃんにもあんなことを言ってもらって、ぐらぐらと気持ちが揺れている。自分の気持ちを言葉にできずにいると、拓海が先に口を開いた。

「俺さ、夏美は指導者に向いていると思うよ。夏美って教える相手を見て、指導の仕方を変えてたりする？」

「……うん、そうしてた」

　たしかに、昔祖父の教室で教えていた時は、その相手の性格や特性を見て、個別に指導法を考えるようにしていた。

「あの茉莉花ちゃんって子はさ、負けん気は強いけど、若いこともあってまだまだメンタルが弱い。夏美に真正面から挑む強気な面もあるけど、いざ勝負に負けてしまうと、結構落ち込むタイプなんじゃないかって見ていて思ったんだよな」

「すごい、その通りだよ。拓海よく見抜いたね！」

「一応職業柄、物事は客観的に見るように努めているよ」

　私たちの対局を見ながら、そんなところまで見ていたのか。拓海の観察力には、あらためて驚かされる。

「対局が終わった後、夏美は今日の対局の内容に言及するんじゃなく、とにかく彼女の成長ぶりを褒めてただろう。次はもう敵わないかもしれないって」

　今日の内容なら、茉莉花ちゃんほど腕がある子なら、自分で振り返ることができる。きっと課題にも自分で気がつくだろう。

「うん、負けて落ち込むことより、次勝つことを考えろって。祖父にもそう言われてきたから」

　負けた理由を振り返ることも大切だけれど、負けた事実だけにとらわれてほしくない。

「なにより囲碁は楽しいものだって、その気持ちを忘れてほしくないんだよね」

　自分で言って、ハッと気がついた。その気持ちこそ、私はずっと忘れていたんじゃないの？

　そしてその気持ちに気づかせてくれたのは――。

「着いたよ」

「あ、うん」

　拓海に声をかけられて、現実に引き戻された。そして慌ててシートベルトを外し車を降りた。

　ずっと触れずにいた囲碁をもう一度始めるきっかけをくれたのは、他の誰でもない、拓海だ。

「行こうか」

　車を降りた拓海が、私に声をかける。私はまじまじと、拓海を見つめていた。

「夏美？　どうしたの？」

　拓海が不思議そうに私を見る。

「囲碁が楽しいって気持ちを忘れていたのは私の方だね。そして、私に囲碁の楽しさを思い出させてくれたのは拓海だよ」

「俺が？」

「そう。拓海が囲碁を教えてって言ってくれて、また囲碁のことを考えるようになったし、今日一緒に対局してみて、ワクワクする気持ちを思い出させてくれたんだよ」

　拓海が私が囲碁に対して築いていた壁を取り払ってくれたから、茉莉花ちゃんからの対局の申し込みも、すんなり受けようと思えた。

　拓海は私に近づくと、そっと私の頭を撫で、言い聞かせるように言う。

「夏美、これだけは覚えておいて。夏美がこれからどんな道を選ぼうと、俺はずっと夏美の味方だし、夏美の力になれるならなんだってする。だから、夏美もなにかあったら俺のこと頼って」

「……わかった。ありがとう、拓海」

　今の私はひとりじゃない。もう自分ひとりで悩まなくてもいいんだ。

　私は、今この瞬間、今日一日の中で一番満ち足りた気持ちになっていた。そして、このまま拓海と一緒にいれたら、と漠然とした未来を思い描くようになっていた。




　拓海に余裕があったのは、入籍してしばらくの間だけだった。

　最近では拓海の仕事が急に忙しくなり、最初の頃に比べて、一緒に食事をとるどころか、顔を合わせる機会もぐんと減ってしまった。

　たまたま案件が重なってしまったのかな、なんて思っていたのだけれど。

「ごめん、実はいつもこんな感じなんだ。新婚だからって親父が気を利かせて、少しの間だけ仕事をセーブしてくれてたらしい」

　珍しく私が起きている時間に帰って来た拓海がソファーに座り込むと、ネクタイを緩ませながら話してくれた。

「えっ、そうだったの？」

　私はキッチンに向かい、拓海に飲み物を渡そうとお茶を準備する。

　本来なら拓海に回って来るはずの案件も、お義父さまが止めて、他の人たちに振り分けてくれていたらしい。しかしとうとう、みんな手が回らなくなってしまった。

「なんとか仕事が減るよう調整もしてるんだけど……あ、ありがとう」

　お茶を手渡すと、拓海はぐいぐいと飲み干した。やっぱり疲れが顔に出ている気がする。

　拓海は常駐の顧問弁護士として週に三日、それぞれ一日ずつ違う企業に赴いているらしい。

　よっぽど、企業からの信頼も厚いのだろう。比較的受け持ちに余裕のある他の弁護士と常駐を代わりたいと申し出ても、企業側からなかなかＯＫをもらえないのだという。

「嬉しいことなんだけどね」なんて言って、拓海は疲れた顔で笑ってみせる。

　常駐の仕事を減らせないおかげで、他の案件は基本残りの二日と、顧問弁護士の仕事が終わって事務所に帰ってからこなすことになる。必然的に帰りは遅くなるし、週末も出勤せざるをえないというわけだ。

「拓海、夕飯は」

「事務所で兄貴たちと食べてきた」

　外食することも多いようだけど、忙しい時は、デリバリーのピザや中華で済ますこともあるらしい。男性が多い職場なので、栄養がどうとかより、とりあえずお腹が膨れればいいのかもしれない。

「それなら洗濯物は？　そろそろ溜まってるんじゃないの」

「ああ大丈夫。スーツやシャツなんかは全部クリーニングに出してるし、下着くらい自分でやるから」

　この通り、私の出る幕はない。

　親元を離れ留学もしていたせいか、拓海は身の回りのことはたいてい自分でできてしまう。自立した、大人の男性だってことなんだろうけれど……。事情ありの契約結婚とはいえ、一応私は拓海の妻なんだし、もう少し頼ってくれてもいいんじゃないのかな。

　幸い私が所属する庶務係は、休日出勤はおろか、残業もほとんどない。時間なら十分あるし、ごはんや洗濯物が一人分増えるくらいどうってことないのに。

　なにより、そんなに疲れた顔をした拓海のことを放っておけるわけがない。

「ねえ拓海は明日も朝早いの？　よかったら、私が朝ごはん用意するけど……」

　こんなことを言っても、また断られちゃうかな？　さすがに何度も断られると、心が折れそうになる。

　自信なく、ソファーに座る拓海をチラリと見ると、拓海は私のことをジッと見ていた。

「……なに？」

「いや、俺のこと気にしてくれてるんだなと思って嬉しくて」

　そう言って、私を見て柔らかく笑う。拓海の無防備な笑顔に胸がきゅんと疼うずいた。

「あ、あたりまえでしょ。毎日クタクタになるまで仕事して帰ってくる拓海のこと、放っておけるほど、私は冷たい人間じゃないよ」

「そんなこと思ってないよ」

　ソファーに座ったまま、拓海が私に向かって手を伸ばしてくる。

「なに？」

　わけがわからず拓海の手を取ると、そのまま引っ張られ、拓海と一緒にソファーに倒れ込んだ。

「ちょっと拓海！」

「はは、引っかかったな」

　拓海の腕の中に閉じ込められ、抱きしめられる。頭や頬に触れられるのとはわけが違い、拓海の香りでいっぱいになって、心臓が音を立てる。こんなにくっついていたら、私の心臓の音が拓海にまで聞こえてしまうかもしれない。

「俺、別に世話を焼いてもらうために夏美と結婚したんじゃないよ」

　そんなこと、ちゃんとわかってる。無理やり結婚させられそうで困っていたから、契約結婚してくれる相手を探してたんだよね。そこでタイミングよく再会したから、私を選んだってだけだよね。

　こんなふうに拓海から距離を詰められても、勘違いしたりしないように。いつも言い聞かせてるのに。

「夏美、俺と同じシャンプーの匂いがする」

　そんなことを言って、私の髪に口づけては、また私の体に回す腕の力を強くする。

「……知ってた？　俺、夏美がこの家にいるってだけで、残業だって頑張れちゃうんだよ」

　ちょっとかすれた声で、拓海がささやく。その声がやけに色っぽくて、また私の心臓が跳ねる。

「……どうして？」

「夏美といると癒されるのかな。仕事しながら、ああ早く家に帰りたいなって、そんなことばっかり考えてる」

　私のおでこに唇を寄せ、くすくすと笑う。拓海はずるい。どうしてそんな、甘いことばっかり言うの……。

「そう言うなら、ちょっとでも早く帰ってきて体を休めたら？　こんなに毎日忙しくしてたら、そのうち倒れちゃうよ」

「そしたら夏美、看病してくれる？」

　仕事の時は一分の隙もない、きりっとした顔をしているくせに、上目遣いで私を見て、そんなことを言う。こんなふうにくっつくことも、留学生活をしていた拓海からすれば、きっとなんでもないことなんだろうな。

「もうっ、あたりまえでしょ」

　いちいち振り回されることに腹が立って、拓海の体を押しのけた。その途端、どこに潜んでいたのか、こはるが拓海の膝に飛び込んできた。

「なんだ、ヤキモチか？　悪かったよ」

　膝の上で丸くなったこはるを、拓海が撫でて甘やかす。それを見ていた私に、「ここは私の席よ！」とでも言いたげに、こはるがシャーッと威い嚇かくした。

　こはるがこうなってしまったら、もう完全にふたりの世界。私が間に入ることはできない。

　最近の私は、拓海に振り回されてばかりいる。始終ドキドキして、このままじゃ身が持たない。今日はもうさっさとお風呂に入って、寝てしまおう。

　拓海とこはるの邪魔をしないように、空になったコップを取る。足音を立てないようにキッチンに行こうとすると、「夏美」と呼び止められた。

「明日は朝八時半に家を出る。七時過ぎには朝飯食べたいんだけど、本当に作ってくれる？」

「別にいいけど……」

　渋々といった感じで返事をする私を見て、拓海はまたくすくす笑いをしている。

「よかった。明日の朝楽しみにしてる。おやすみ」

「……おやすみなさい」

　足早にキッチンに駆け込み、ホッと息をついた。

　拓海が、朝ごはんを作ってほしいって。初めて私を頼ってくれた！

　どうしよう。なにを作ろう。拓海は和食派？　それとも洋食派？　材料はなにがあったっけ。早速冷蔵庫を開け、メニューを考える。

　ただ朝ごはんを頼まれただけなのに、私ったらどうしてこんなに張り切ってるんだろう。

「そうこれは、ボランティアみたいなものだからね」

　自分しかいないのに、言い訳を言ってみたりする。

　結局翌朝は野菜たっぷりのオムレツをメインにした洋食を作った。拓海はすべて残さず平らげてくれた。

　その日から、拓海は毎朝私が作った朝食を食べて仕事に行くようになった。










とっくに好きになってたんだ




　いつも社内を歩き回っている私にしては珍しく、デスクにかじりついて必死に事務仕事をしていると、スマホに綾さんからのメッセージが届いた。

【新婚生活の報告はまだぁ？】

　要するに、飲みのお誘いだ。

　綾さんなりに遠慮していたのだろう。結婚してから誘われるのは、今日が初めてだ。

【私はいつでもＯＫですよ】

　そう返事を打とうとして、手を止めた。

　もう私は、気楽なひとり暮らしじゃない。行ってもいいか、拓海にお伺いを立てた方がいいんじゃないのかな。

　綾さんへの返事はいったん保留にして、昼食を終えてから拓海に電話をかけた。

『わかった、楽しんできて』

「え、いいの？」

『もちろん。だって堂上さんでしょ？』

　こんなにあっさりＯＫをもらえるものなんだ。まあ、もともとお互いの都合のための結婚だし、拓海も私のプライベートにまで踏み込む気もないのだろう。

『帰りは俺が迎えに行くから』

「え、いいよ。拓海疲れてるでしょ？」

『いや、俺もちょうど出かける用事があるんだよ。それが済んだらすぐ行くから、どこで飲むのかちゃんと連絡しろよ』

「本当に平気なのに」

『……わかれよ。暗い時間に夏美をひとりで帰らせるのが嫌なんだよ』

　まただ。適度に放っておいてくれると思いきや、拓海はこういう甘いことをサラッと口にする。

「綾さんとふたりだし、そんなに遅くならないから大丈夫だよ」

『夏美が大丈夫でも俺が気になって仕事にならないの。呼ばれてるからもう行くな。ちゃんと場所送っておけよ』

「ちょ、ちょっと。拓海！」

　言うだけ言って、拓海は電話を切ってしまった。

　結婚前は、終電ギリギリまで飲んで駅までダッシュとかあたり前だったのに。ひとり暮らしをしていたマンションも、駅から五分とかからない距離だったから、コンビニに寄って朝ごはんを調達しつつ、歩いて帰るのが普通だった。

　ただでさえ忙しいのだから、私を迎えに来るために遠回りするくらいなら、早く帰って少しでも体を休めてほしいと思うのだけれど。

「……仕事にならないって、そこまで気になるもの？　拓海って、ちょっと過保護だよねぇ」

「いいわねぇ、新婚さんは」

「うわっ！」

　いきなり耳元でボソッとささやかれ、心臓がバクバクと音を立てた。

「もうっ、脅かさないでくださいよ乾さん」

　誰もいないと思ってつい漏らしてしまった独り言を、まさか乾さんに聞かれているとは思わなかった。化粧室帰りだろうか、乾さんはメイクポーチを片手に、にやにやした笑みを浮かべている。

「顔真っ赤よ、夏美ちゃん」

「乾さんがいきなり話しかけるからじゃないですか」

「ううん、電話してる時から真っ赤だったわよ」

　独り言だけじゃなく、乾さんに電話の内容まで聞かれていたのだろうか。

「言っとくけど、立ち聞きなんてしてないわよ。こっちに来る時に、電話しながら顔赤くしてる夏美ちゃんに気づいただけ。まあ、相手は旦那さんだろうなって想像がついたけど」

　乾さんはくふふと笑いながら、まるで私の心の中を見透かしたようなことを言う。やはり人生の先輩は侮れない。

「そんなことより過保護って？」

「ああ、今日綾さんと飲みに行くって言ったら、迎えに来るって言うんです。自分は仕事が忙しくて、いつも遅くまで残ってるのに」

　理由を話すと、乾さんは「あら、まあ！」と目を輝かせている。

「そりゃあ可愛い新妻にひとりで夜道を歩かせるわけにはいかないわよ。当然じゃない」

　仕事で遅くなるとかならともかく、飲み会なのに？　自分だけ遊んでいて、仕事をしていた拓海に迎えに来させるなんて、申し訳なくて仕方がないのだけれど……。

「それに……」

「なんですか？」

　むふふ、と意味ありげな笑みを浮かべて乾さんが言う。

「旦那さんも仕事があるから仕方ないけど、本当は夏美ちゃんと片時も離れたくないのよ。旦那さんの気持ち、汲くんであげなさいな」

　普通の新婚さんならそうなのかもしれないけれど、うちはちょっと他とは違うんだけどな……。

「あはは、そんなもんなんですかね？」

「あら、夏美ちゃんは違うの？」

　痛いところを突かれ、うっと言葉に詰まる。こんなところでうっかりボロを出して、おじさまの耳にでも入ったらたまらない。

「いや、まあ、そうかもしれないですね」

　しどろもどろになる私を、乾さんは照れていると勘違いしたらしい。「やだぁ、こっちまで照れちゃうじゃない」なんて言いながら、私の背中をバシバシと叩く。

「いい旦那さんじゃない。やっと捕まえたんだから、大事にするのよ！」

「頑張ります……」

　大事にするって、なにをどうすればいいのかよくわからないけれど……。

「あらいけない。もう昼休みが終わっちゃう」

「先に行くわね」と言う乾さんにうなずいて、私もスマホをポケットにしまい、乾さんの後を追った。




　今夜は私の結婚祝いということで、綾さんがオーナーと懇意にしているというフレンチレストランでごちそうしてくれることになった。

「夏美ちゃん、結婚おめでとう」

「ありがとうございます」

　キリリと冷えた白のシャブリで、軽く乾杯をする。

「いや、まさか本当に結婚しちゃうとはねぇ」

「婚姻届まで用意しておいて、なに言ってるんですか」

「あれ、バレてた？」と言って、綾さんがペロリと舌を出す。

「おかげさまで、彼の実家に行ったその足で入籍だったんですよ」

「善は急げって言うじゃない。玉の輿ゲット！　やったね」

　小さく万歳をして、綾さんは悪びれることもなくはしゃいでいる。まったく、彼女には敵わない。

「それにしても急な結婚で驚いたけど、なんだかんだうまくいってるんじゃない」

「そうなんですかね……？」

　新婚生活はどうかと聞かれ、家での様子を伝えると、綾さんは嬉しそうにそう言った。結婚をけしかけてはみたものの、やはり心配もしていたようだ。

「今日だって相馬さんが迎えに来てくれるんでしょ？　ラブラブじゃないの」

「ひとりで帰れるからいいって言ったんですけどね。よっぽど心配性なんでしょうね」

「……夏美ちゃんって結構つれないわね。これは相馬さん苦労するわねー」

　なんてため息をつきながら、綾さんはすいすいとワイングラスを空にする。

「ちゃんと相馬さんにも愛情を返さないとダメよ。結婚してることに胡坐あぐらをかいてると、知らない間に相手の気持ちなんて離れていっちゃうんだから」

　仕事が原因で離婚した経験がある綾さんには、結婚生活について思うところがあるのかもしれない。

「仕事に一生懸命な君が好きだって言われたから、相手も私の事情をわかってくれていると思ってたのよね。今思うと、言葉も態度も足りなかったわ。もっと自分の気持ちを正直に伝えていればよかった」

「結婚って、全然ゴールなんかじゃないですね」

　私が言うと、「そのとおり！」と綾さんが身を乗り出してくる。

「乾さんにも、旦那さんを大事にしなさいって言われたんですけど、どうやったらいいかわからないんです」

　契約結婚とはいえ、拓海は私のことを本当に大切にしてくれている。私も、彼と同じように……とはいかないかもしれないけれど、少しでも彼に返したいし、忙しい彼を労わりたい気持ちもある。でも、具体的にどういうことをすれば拓海に喜んでもらえるのか、恋愛経験の少ない私には皆目見当もつかないのだ。

「そりゃあ、セクシーな下着着てばーんと迫るのが一番嬉しいとは思うけど」

「ムリムリ、私には絶対にムリです」

　第一、私たちは気持ちの伴わない契約結婚なのだ。一緒に暮らしてはいるけれど、寝室はもちろん別々だし、そんな関係に陥ること自体ありえない。

「まあ、ほぼ恋愛経験なしで結婚しちゃった夏美ちゃんにはそういう色仕掛けは難しいか」

「……すみません、経験値が低くて」

「まあ、そういうのはいずれね」

　なんて言いながら、綾さんが私に向かって意味ありげなウィンクをする。この分じゃ、そのうちランジェリーショップに連行されかねない。

「ねえ、最近は相馬さんと一緒に過ごす時間がぐっと減っちゃったって言ってたわよね？」

　拓海の忙しさについては、すでに綾さんにも話してある。

「顔を合わせてゆっくりできるのって朝食の時くらいなんです。籍を入れてすぐはそうでもなかったんですけど、実際はこれが通常営業らしくって」

　大変な仕事なんだろうなとは思っていたけれど、その忙しさは私の想像をはるかに超えていた。

「いつ寝てるのか不思議なくらいだし、食事もちゃんととってるかどうか……」

　このままでは、いつか体を壊してしまうんじゃないか。心配で仕方がない。

「そんなに心配なら、お弁当でも作ってみたらいいんじゃない？」

「お弁当、ですか」

「夏美ちゃん、料理はするんでしょ。仕事中でも食べられるように、栄養バランスを考えて、精のつくものを作ってあげたら？　愛する妻が自分のためにお弁当を作ってくれたってだけで、パワー出ると思うわよ」

「そっかぁ、それいいですね」

　愛する妻かどうかはともかく……。今まで誰かのためにお弁当を作ったことなんてないから、その考えはなかった。たしかに外食やお惣菜ばかりでは飽きてしまうだろうし、続けば健康的とは言えないかもしれない。

「お弁当のメニューに困ったらメッセージちょうだい」

　綾さんは料理も得意なのだ。さすが、頼りになる。

「しかし、あの夏美ちゃんがねぇ……」

「なんですか？」

　ワイングラスを揺らしながら感慨深そうな目をして綾さんが言う。

「仕事以外で、誰かになにかをしてあげたい、自分がしてもらった分を返してあげたいと思うようになるなんてね。愛は偉大だわね」

　おねーさん嬉しいわ、なんて感極まったふりをする。

「や、やだそんなんじゃないですよ」

　ただ恩返しをしたいってだけで、愛だとかそんなんじゃないのに。

　焦る私を見て、綾さんがふっと微笑んだ。

「いいんじゃない。今の夏美ちゃんとっても綺麗よ」

　酔っているせいなのか、私はやたらと赤くなったらしく、その後も綾さんに散々いじられてしまった。

　店を出ると、いまだ昼間の熱を孕はらんだ、湿度を感じさせる空気が纏わりついた。ネオンに照らされた明るい空には、黒くて濃い雲が浮かんでいる。雨の予報なんてなかったのに、この分じゃもうすぐ降り出すかもしれない。

「綾さん、傘持ってます？」

「折りたたみ持ってる。夏美ちゃんは？」

「私はすぐに拓海が来ると思うので」

「まったく、お熱いことね」と言って、綾さんが肘で私をつつく。今夜は始終こんな感じで冷やかされっぱなしだった。

「それじゃ、邪魔者は去るわね」

「お先に失礼します。飲み過ぎちゃダメですよ」

　歩道を歩きながら、綾さんが私を振り返りつつ手を振っている。

　旦那さまをあまり待たせちゃ悪いからと、綾さんは私を次のお店に誘わなかった。

　この後は行きつけのバーに行くという綾さんと店の前で別れ、拓海にメッセージを送る。なかなか既読がつかないので、返事を待たずに、大通りまで出てみることにした。

　スマホを片手に大通りに出ると、ちょうど見覚えのあるＳＵＶが路肩に停車したところだった。

「あっ、拓海……」

　車に近づこうとして、思わず足を止めた。私の知らない女性が、助手席に乗っている。

「……誰？」

　外灯の明かりしかないからよく見えないけれど、若い女性のようだ。

　……仕事の後の用事って、あの人と会うこと？

　誰なんだろう。仕事の依頼者とか？　それならば、仕事と言えばいい。でも拓海はそういう言い方はしなかった。

　心臓がドクドクと嫌な音を立てる。拓海はスマホを取り出して私からのメッセージを確認する様子もなく、女性と話している。

　その時ふいに、女性が拓海の方へ体を近づけた。ストレートの長い髪がさらりと揺れる。拓海は女性の頭を無造作にかき混ぜると、ふたりで笑い声を上げた、ように見えた。

　拓海が、私にしか見せないと思っていた無防備な笑顔で、私以外の女性と笑い合っている。

『……でも、夏美には忘れられない人がいるんだよな』

『夏美の気持ち、よくわかるよ。だって俺も、似たようなものだから』

　突然脳裏に過よぎったのは、拓海から契約結婚を申し込まれた時に、言われたセリフだ。

　拓海が忘れられない人って、ひょっとして……。

　――嫌だ、これ以上見たくない。

　私はくるりと踵きびすを返し、その場から走り出して駅を目指した。駅に着くと、そのままホームに滑り込んできた電車に飛び乗る。鞄の中のスマホが何度か震えたけれど、誰からの着信かも確認せずに、電源は落としてしまった。

　あっという間に、拓海のマンションがある最寄りの駅に着く。駅ビルを出て、駅前の広場で立ち止まった。拓海はもう、帰っているだろうか。

　帰りたくない。今は拓海と顔を合わせたくない。どうしようか、いっそのこと、ビジネスホテルにでも泊まる？

　近くに空きはないか探してみようと、スマホを取り出した。電源を入れると、驚くほど着信が入っている。メッセージアプリにもいくつも通知が来ていた。すべて拓海からだ。

　その数を見て、白々しい気持ちになる。ついさっきまで私の目を盗んで、忘れられないという女性と会っていたくせに、どんな気持ちでこんなに連絡してくるの……。

　急に力が抜けて、私は近くにあるベンチに座り込んだ。呼吸を整えると、少しずつ頭が冷静になってくる。そして、気がついた。

　私に、拓海を責める権利なんてないんだ。だって私たちは、契約で結ばれた夫婦だから。どちらかが心の中で違う人を想っていても、お互いにそれを責める権利なんてないのに。

「私ったら、ひとりでカッとなってバカみたい……」

　それまで感じていた怒りが、ふいに虚しさに変わった。契約結婚だなんて、私はなんて軽はずみなことをしてしまったのだろう。

　あれだけ一緒にいて、嬉しい言葉もたくさんもらって。拓海にとっては友情から取った行動だったのかもしれないけれど、態度でそれなりの愛情も示されて。

　それで拓海のことを好きにならずにいられるなんて、そんなわけがなかったのに。

　今まで感じたモヤモヤも怒りも虚しさも、すべて合点がいく。もうとっくに、私は拓海のことが好きになっていたのだ。

　拓海の心が他の人にあるってことを見せつけられて、ようやく気がつくなんて。

　これから私は、どうしたらいいのだろう。アプリを開くと、拓海から私を心配するメッセージがたくさん入っていた。胸が痛くて、スマホをぎゅっと握りしめる。

　ぽろっと涙が一粒こぼれて、道端に落ちた。途端にたくさんの雨粒が落ちてきて、アスファルトの色を変えていく。

　拓海をあてにしていた私は、傘を持っていない。それどころではなくて、途中で傘を買うのも忘れていた。せめて雨をしのげるところに、と立ち上がり、あてもないまま広場を出ようとする。

「やっと見つけた！」

　強い力で、肩を掴まれた。驚いて振り返ると、息を弾ませ、見たこともないほど怖い顔をした拓海が立っていた。

「ったく、店の前で待ってろって言ったのに、なんで黙って帰ってるんだ！」

　優しい拓海が、ものすごい剣幕で怒っている。それだけで、どれだけ心配してくれたかわかる。

　拓海の顔を見た途端、涙がぽろぽろとこぼれてきた。拓海が私を追ってきてくれたことに、きっと深い意味はない。それでも、今私の胸の中で溢れているのは、彼への愛しさだけ。

「ごめ……、ごめんなさ……」

　言葉にならない私を見て、拓海は黙ったまま肩を抱き寄せた。

　拓海の逞しい腕に包まれながら、私は罪悪感に苛まれて謝り続けた。

　ごめん、拓海。あなたに他に想う人がいても、私はあなたから離れられそうにない。

　昨日までの私なら、拓海を近くで感じられて浮かれていただろう。触れられるだけでドキドキして、胸をときめかせていたかもしれない。

　でも今は、こうして触れられるのもつらい。

　今、雨が降っていてよかった。私が泣いていても、きっと拓海にはわからないはず。

「大きな声出して悪かった。……うちに帰ろう」

「うん……」

　それでも私は、拓海の側にいたいんだ。黙って彼に手を引かれ、広場を後にした。




　家に帰り着いた時には、雨は止んでいた。

「ほら、タオル」

「ありがとう……」

　私のせいで拓海までびしょ濡れだ。

「夏美、なにかあったの？　俺があれだけ言ったのに、先に帰るなんて」

　拓海が他の女性と一緒にいたのを見た後で、知らぬふりをしてあなたの車に乗るなんてできなかったの。

　本当のことを言えるはずもなく、私は押し黙った。

「夏美？」

　心配そうに、拓海が私の顔を覗く。どうしてか、私は拓海と目を合わせられなくてそっぽを向いた。

「……夏美？」

　もう一度、拓海が私の名前を読んだ。つい目を逸らしてしまったことが気まずくて、気がついた時には、自分でも驚くほど、スラスラと嘘を吐いていた。

「……ごめんね。拓海にメッセージを入れた後にお店の外に出てみたら、思ってた以上に酔ってて、酔い覚ましに少し歩こうと思ったの。そしたら拓海に連絡するのをつい忘れちゃってて、そのまま電車に乗ってた」

　私の苦しい言い訳を、厳しい顔つきで聞いている。また怒られるんじゃないかと思ったけれど、拓海は深くため息をつくと、私の頭を撫でた。

「なんだそれ、夏美らしくない。飲み過ぎだぞ」

「……ほんとそうだよね。ごめんなさい」

「なにもなかったからよかったけど、もう絶対にしないでくれ。心配で胸が潰れるかと思った」

　そう言って、切なそうな目で私を見る。

　……嘘ばっかり。胸が潰れそうだなんて、どうしてそんな思ってもないこと言うの。苦しくて、拓海に背中を向けた。彼からは見えないのをいいことに、唇を噛んで体を拭く。また涙が出てきそうだった。

「ちゃんと体拭いたか？　早くシャワー浴びてこいよ」

「いいよ、拓海が先に浴びて」

　素っ気なく、そう返事をする。それに、忙しい彼に風邪を引かせるわけにはいかない。

「それならいっそ、一緒に入るか？」

　ジョークめかして、拓海が笑う。

「……いいよ、別に。一緒に入っても」

　口に出した声は、擦かすれていた。拓海がハッと息を呑む音がする。

「夏美、それが……どういう意味かわかってるの？」

　押し殺した声で、拓海が言う。私を見る目に、違う光が宿ったのがわかった。

「ちゃんとわかってるよ……」

　そう答えたのとほとんど同時に、濡れた服のまま抱き寄せられ、拓海の胸の中に閉じ込められる。ぎゅうっときつく抱いた後、拓海は私の顔を上に向かせた。

　指の背で私の頬を撫でると、「夏美」と苦し気に名前を呼ぶ。私は、それに答える代わりに目を閉じた。

　震える目ま蓋ぶたに、柔らかい感触を受ける。目から頬、口元と唇で優しくなぞると、拓海はそっと私に口づけた。二度、三度と触れるだけのキスを繰り返す。息を継ごうと唇を開くと、ぬるりと生温かい感触が隙間から滑り込んだ。

　拓海の舌が歯列をなぞり、その先へと入り込む。確かめるように上顎をなぞり、舌をからめ、吸う。それまで優しく慣らすようだった動きが、徐々に激しくなり、私はすぐに立っていられなくなった。

　膝から崩れ落ちそうになった私を、拓海が抱きとめる。

「悪い。歯止めが効かなくなってた……」

　激しいキスに息が上がっていた私は、言葉を発することすらできずに、無言で首を横に振った。

「……夏美、本当にいいの？　これ以上先に進んだら、今度こそ俺は止められないよ」

　切なげな表情で、拓海が言う。

「……いいの、お願い」

　振り絞るような声で懇願すると、拓海が小さく息を呑むのがわかった。

　次の瞬間、私の体を軽々と持ち上げた拓海は、彼の部屋の方へと向かっていった。乱暴にドアを開け、ダブルサイズのベッドに私を横たえる。ふたりとも、濡れた服を着たままだ。

「拓海、ベッドが濡れちゃう」

「かまわない」

　熱い吐息の混ざる声でそう言うと、拓海は私を組み敷いた。なにも考えられなくなるようなキスを繰り返し、ひとつ、ふたつと私のブラウスのボタンを外していく。情熱的なキスに溺れていて、気がついた時には、ふたりとも何も身につけていなかった。

　急にキスが止んで目を開けると、拓海がベッドに両腕をついて私を見下ろしていた。

「あんまり見ないで」

　まじまじと鑑賞されるほど、自慢できるような体でもない。

「綺麗だ、夏美」

　拓海は一瞬泣き出しそうな顔をした後、もう一度私に口づけた。優しく、愛おしむように何度も何度も口づけ、一度私との間に隙間を空けた。

　優しい顔、紳士的な笑顔、激しく怒った顔、ふざけた時の飾らない笑顔。今まで見てきたどの顔とも違う男の顔をして、拓海が私を見ている。

「やめないで」

　ふいに愛しさが溢れて、私は彼に手を伸ばした。

「拓海、拓海」

　きつく抱きしめられ、声が枯れるほど何度も拓海の名前を呼んだ。拓海はなにかをぶつけるように、まだ、もう一度と私に手を伸ばす。

　心を伴わない行為の虚しさは、拓海によって与えられた熱でいつの間にかかき消えていた。




　どれくらいこうしていたんだろう。目を覚ますと、うっすらと空が白んでいた。

　拓海は私を腕に抱き、まだ寝息を立てている。彼を起こさないようにそっと腕から抜け出して体を起こし、シーツを胸元まで引き上げた。

　夢でも見ていたのではないだろうか。拓海の隣に座り、起き抜けのまだ少しぼうっとした頭でそう考える。

　でも、見下ろした自分の胸にはちらほら赤いしるしが散っているし、身体はひどく重怠い。

　そして私の体からは、かすかに拓海が好んでつけているグリーンの香りがする。

　気持ちも通じ合っていないのに、私は拓海と一線を越えてしまったのだ。それも、あの知らない女性に彼を取られたくない一心で。

　私はなんて醜い心を持っていたのだろう。自分の中に、こんなに激しい衝動が眠っていたなんて知らなかった。

　そして拓海は、気持ちのない私が相手なのに、驚くほど情熱的に私を抱いた。初めは優しく、未知の体を少しずつ暴いていくように。そしてふたりの肌がなじんでくると、激しく想いを注ぎ込むように。

　拓海が、彼女の代わりに私を抱いたのだとしたら。行為の最中の拓海の感情が、すべて彼女に向けられたものなのだとしたら。そう考えると、ちぎれそうなほど心が痛い。

　いつの間に私は、こんなに拓海のことを好きになっていたんだろう。

　好きな人と結ばれた朝は、今まで感じたことがないほどの幸福感に満ち溢れているものだと思っていた。でも、今の私は、自己嫌悪で胸が潰れそうだ。

「……夏美？」

　隣に寝ていた拓海が、ゆっくりと目を開けた。拓海が起きて最初に呼んだ名前が、私のものであったことにホッとする。

　まだ寝ぼけているのだろうか。拓海は私をその目に捉えると、蕩とろけるように甘い笑みを向けた。

「……おはよう、拓海」

「おはよう。もう起きてたんだ」

　壁掛けの時計に目を向けると、六時を少し過ぎたところだった。拓海はたしか今日も事務所に行くと言っていたはず。

「何時に家を出るの？　まだ起きなくて平気……わっ！」

　話している途中なのに、拓海は私の腕を引いた。バランスを崩した私は拓海の体の上に倒れ込んでしまい、そのまま唇を貪られる。

　私がキスに溺れているうちに、拓海は私の体からシーツを剥ぎ取り、ぎゅっと私を抱き寄せる。拓海の裸の胸に抱かれ、心臓がトクトクと音を立てた。起きたばかりだからか、彼の体温は私よりもずっと高い。素肌で触れ合う感触が心地よく、このまま、彼の腕に抱かれていたいと思ってしまう。

「あの、拓海……？」

「これからは、俺の部屋で毎晩一緒に寝ような」

「えっ？」

　そういうことになってしまうの？　毎晩拓海と一緒にだなんて、緊張して眠りたくても寝られないよ！

「それは……今まで通りでもいいんじゃないかな？」

　私の返事にあからさまにムッとすると、拓海はまた私に口づけた。今度はいきなり深く。無理やり唇を抉こじ開け、舌を入れると口内を蹂じゅう躙りんする。激しいキスに、たちまち心拍数が上がってしまう。

「ん……、ちょっ、拓……待って」

「一緒に寝るって約束する？」

「わ、わかった。一緒に寝るから離して」

　こんな実力行使をされるとは……。息を弾ませる私を見て、拓海がまた不敵な笑みを浮かべる。悪い予感がして、私は慌てて口を開いた。

「……ねえ、そろそろ起きた方がいいんじゃないの？」

「いや、まだ寝てていいよ」

　そう言うと、拓海は再び私の体に手を伸ばす。まるで私の存在を確かめるかのように肩から背中、ヒップラインを撫でると、満足した様子で体を反転させ、私を組み敷いた。二度寝をするつもりなんて、最初からなかったらしい。

「拓海、まだ寝るんじゃなかったの？」

「そのつもりだったんだけど」

　ふっと微笑むと、また私に口づける。私の耳元に唇をよせると「そんな気、さらさらなくなっちゃった」と吐息まじりにささやいた。昨夜の出来事を思い出させる艶っぽい声に、心臓が音を立てる。

「夏美……」

「だ、だめっ」

　再び顔を寄せようとした拓海を、ぐいっと押しのけた。

　さっきまで、感情に駆られるまま彼と寝てしまったことをあんなに後悔していたくせに、私ったら、拓海の甘い言葉や視線に、簡単に陥落してしまう。

「嫌だった？」

「そういうんじゃなくて……」

　拓海に触れられるのが、嫌なはずがない。乞われれば、喜んで彼に応えそうになる自分が不甲斐ないのだ。

「えっと、ほら、シャワー浴びたりご飯食べたりしてたら、あっという間に時間が来ちゃうでしょ」

　またあんな甘い雰囲気になったりしたら、次こそ私は耐えられない。気の削がれるようなことを言って怒られるかと思いきや、早口で捲まくし立てる私を見て拓海はぷっと噴き出した。

「それもそうだな。夏美が先にシャワー使ってこいよ」

「……そうさせてもらうね」

　拓海に剥がされてしまったシーツを体に巻き付け、今度こそベッドから抜け出す。拓海の部屋から出ると、私は余裕なくバスルームに飛び込んだ。

　熱いお湯に打たれながら、もう一度自分の気持ちを整理する。

　たとえ拓海が他の人を想っていても、私は彼から離れることはできない。本当は身を引くべきだということもわかっている。でもできることなら、拓海のそばにいて、忙しい拓海のことを支えてあげたい。

　心は決まった。もう憂いた顔は拓海には見せない。

「拓海ー、バスルーム空いたよー」

「ああ、ありがとう」

　明るい声で拓海を呼んで、私は朝食を作るためにキッチンに向かった。




「弁当？」

「そう、最近忙しくて、ろくに家で食べてないでしょ。外食ばかりなのもちょっと心配だなって思って」

　シャワーを浴びながら、私にできることってなんだろうって考えてみた。その結果、昨夜の綾さんからのアドバイスをもとに、休日も仕事に出かける拓海のためにお弁当を作るのはどうかなと思ったのだ。朝食を食べながら、拓海に尋ねてみる。

「今から用意するから、拓海が家を出るまでには間に合わないと思うの。お昼に事務所に持って行こうって思ってるんだけど、それでもいい……？」

　返事がないなと思って拓海を見ると、箸を持ったまま固まっている。

「……やっぱり迷惑かな？」

　手作りのお弁当を、しかも事務所まで持っていくなんて、いかにも新婚って感じで恥ずかしいのかな。

「ごめん、よけいな気遣いだったね……」

「ちっ、違う。そうじゃなくて」

　拓海は焦って立ち上がると、バンと音を立てて箸をテーブルに置いた。一呼吸置いてストンと腰を下ろし、片手で口元を覆う。

「夏美の方からそんなこと言ってくれるなんて。嬉しくてびっくりしたんだよ」

「そうなんだ……」

　お弁当ひとつで、そんなに喜んでくれるものなの？

「でもいいの？　夏美だってせっかくの休みなのに」

「もちろん。それに、拓海の職場もちょっと見てみたいし……」

　私は拓海のプライベートな部分しか知らないから、オンの時の彼のことも知りたい。だなんて、動機が不純だったかな？

「……そっか」

　なんて、私の心配は杞憂だったみたいだ。拓海は照れたように微笑むと、満足げにうなずいた。

「楽しみにしてるよ。今日は休日で受付もいないと思うから、事務所に着いたら連絡して」

「わかった」

　なんだか本当の新婚さんのようで面はゆい。ふたりとも妙に照れて、その後は無言で朝食を食べ終えた。

「そろそろ時間だな」

　朝食後、リビングでニュースをチェックしていた拓海が立ち上がる。

「はーい、気をつけて。あ、こはるはダメだよ」

　拓海の後を追おうとするこはるを、素早く抱き上げた。こはるはいやいやをするように体を大きくひねると、私の腕の中から脱出して拓海の部屋の中へ消えてしまった。

「相変わらず嫌われてるなあ」

「言わないでよ、これでも結構気にしてるんだから」

「仲良くしてくれよ」

　歪んでいたネクタイを直す手を止め、拓海が私の頭を撫でる。

「こっちはいつでも準備ＯＫなんだけど」

　仏頂面で、下を向いてしまう。突然触れられたのが照れくさくて、つい可愛くない反応をしてしまった。

　今朝、拓海のベッドで目覚めてからというもの、彼が醸し出す雰囲気が甘ったるい気がしてならない。拓海は、たとえ気持ちがなくても、一度ベッドをともにすると、情が湧くタイプなのだろうか。

「夏美」

　ひとりで悶々としていると、拓海に顎を持ち上げられた。しっとりと甘いキスをされる。唇を離し、ふっと口元を綻ばせると、拓海はもう一度名残惜し気に口づけた。

「もうちょっとしたら時間できると思うから、そしたら一緒に囲碁しような」

「……そうだね」

　私が言うと、拓海は「おっ」と軽く目を丸くした。

　夏祭りの後も、拓海は決して私に押しつけがましいことは言わない。でも、あの日以来、真剣に碁盤に向かう拓海を見ていたら、また碁石に触れたくて胸が疼いたのも事実なのだ。拓海に教えるくらいなら、やってみてもいいかもしれない。以前よりはずっと囲碁のことを前向きに考えられるようになっていると思う。

「仕事が落ち着いたら一緒に囲碁打ってあげるから、頑張ってね」

「ああ」

　拓海が嬉しそうに目を細めた。その笑顔がきゅっと胸を締めつける。

　私の頭を撫でると、拓海は「行ってくる」と言って部屋を出て行った。

　パタンと静かに閉まるドアの音を合図に、誰もいないリビングにへなへなと座り込む。

「こんなんで、どうやって気持ちを閉じ込めろって言うの……」

　好きな人に甘やかされるときめきと、でもこれを真に受けてはいけないという胸の痛みで動けない。

　トイレにでも行くのか、こはるが拓海の部屋から出て来た。ちらりとこちらを見てつんとしっぽを立て、「バッカじゃないの」とでも言いたげな顔で、私の前を横切って行く。

「そんなこと、自分が一番わかってるよ、こはる」

　自分の気持ちを隠して、私のことを好きでもない相手と夫婦として過ごすなんて。報われないにもほどがある。

　でも、もう私は決めたのだ。拓海の妻として、彼をしっかり支えていこうって。

「そうだ、ボーっとしてる場合じゃない」

　拓海にお弁当を作ると約束したのだ。早く用意しないと、お昼休みに間に合わなくなる。

　冷蔵庫を開け、メニューを考える。午後もしっかり乗り切れるよう、メインにはがっつりお肉を使おう。栄養のバランスと彩りも考えて……。

　食材を選びながら、気づいたら鼻歌を歌っていた。私ったら、柄にもなく浮かれてる……。

　トイレを終え戻ってきたらしいこはるが、また私を見て呆れたような顔で歩いて行った。




　高層ビルに反射する夏の終わりの太陽が、容赦なく肌を焼く。私はお弁当の入ったクーラーバッグを手に、ビルの中に入った。

　たくさんのテナントやオフィス、高層階には富裕層向けの住戸も入る複合ビルの八、九、十階に相馬法律事務所はある。

　元々この土地は相馬家が所有しているもので、十数年前までは、時代を感じさせる立派な石造りの事務所が建っていた。それが、老朽化により維持が困難となり、昨年になって新しい近代的なビルに生まれ変わったのだ。

　エントランスに入り、エレベーターで受付がある八階まで昇る。拓海が言っていた通り、休日ということもあって、受付は不在。拓海に連絡を取ろうと、鞄からスマホを取り出した。

「あ、拓海？　夏美です。今受付にいるんだけど……」

『待ってて、すぐ行く』

　壁にもたれ、拓海が来るのを待つことにする。

　受付カウンターの横にあるスペースには、フローリストに依頼しているのだろう。華美すぎない上品なフラワーアレンジメントが飾られている。

　落ち着きを感じさせるブルーホワイトの壁には、小さな絵画が数点。窓の外には、中庭に植えられたグリーンが覗いていて緊張を和らげてくれる。

　受付のある八階は来客用のスペースになっているのか、オフィスの入り口から相談用の個室が並んでいるのが見えた。そのうちの数部屋はドアが閉まっていて、休日にも関わらず使用中のプレートがかけられている。

　上階にはきっと、弁護士それぞれの個室があるのだろう。全体的に上品で落ち着いた雰囲気の、素敵なオフィスだ。私が働いている庶務係の、机を寄せ合わせて他の係との仕切りもない雑多な雰囲気とは、全然違う。

「やっぱり拓海って、別世界の人なんだな……」

　家ではあまり感じることのない拓海との距離を思い知らされてしまう。複雑な気持ちで、あちこち眺めていると、「……夏美ちゃん？」と予想とは違う声で名前を呼ばれた。

　嘘でしょ、まさか彼がここにいるなんて。

　階段の入り口に立っていたのは、私の兄弟子である園田聖司さんだった。

「驚いたな。まさかこんなところで会うなんて」

「お久しぶりです、聖司さん」

「ああ」

　数年ぶりの再会だというのに、淡々とした口ぶりは変わらない。シルバーフレームの眼鏡の奥の鋭い視線も、彼が発する冷ややかな雰囲気も昔のままだ。

　私は昔から聖司さんのことが苦手で、彼を目の前にすると、必要以上に萎縮してしまう。名人であった祖父の孫でありながら、プロにすらなれなかった私のことを彼はきっと蔑さげすんでいる。申し訳なく思うと同時に、いたたまれなくなるのだ。

「俺は学生時代からの友人がここに勤めていて、今日は用事のついでに顔を見に来たんだ」

「友人？」

「ああ、相馬湊人という弁護士なんだが知っているか」

　知っているもなにも、湊人さんは私の義理の兄だ。どう説明しようと考えていると、聖司さんがわずかに眉をしかめた。

「ところで、君はなぜここに？　……まさかなにか事件にでも巻き込まれた？」

「いえ、違うんです」

　私も相談者のひとりだと勘違いしたらしい。聖司さんに慌てて両手を振る。

「実はその……最近結婚しまして」

「……君が、結婚？」

　眼鏡の奥の切れ長の目が、一瞬大きく見開かれた。そして聖司さんの視線が、私から隣に移る。

「夏美、誰？」

　いつの間に降りてきたのだろう。訝いぶかし気に聖司さんを見る拓海が立っていた。人のいい拓海が、初対面の人にこんなつっけんどんな態度を取るのは珍しい。知らない人にいきなりちょっかいをかけられているとか、変な誤解をしているのかもしれない。

「拓海、あのね……」

「初めまして、夏美の夫の相馬拓海です」

　私が説明するより早く、拓海が名乗ってしまった。同時に、私の肩をぎゅっと抱き寄せる。知り合いの前でどうしてこんなこと。恥ずかしくて顔が赤くなったのがわかる。

　大きく表情に出したわけではないけれど、聖司さんも驚いているように見えた。

「……そうですか、あなたが彼女の。相馬さんってことは、あなたは湊人の？」

「弟です」

「園田聖司です。僕は彼女の兄弟子でして」

　聖司さんが右手を差し出し、握手を求める。拓海もようやく警戒を緩めたのか、「こちらこそよろしくお願いします」とそれに応えた。

「しかし、ずいぶん急な結婚だったね。お祝いもなにもせずに申し訳ない」

「いえ、私の方こそお知らせもせずにすみません。式より先に入籍を済ませてしまったので」

「先に籍を？」

　シルバーフレームの眼鏡の奥、切れ長の目が一瞬すぼまった。

「僕が結婚を急いだんです。夏美と一日でも早く一緒になりたくて」

「ちょっと拓海！」

「いいだろ。本当のことだ」

　いくら契約結婚がばれたら困るからってそんな嘘をつかなくても。もっと他に言いようがあったんじゃないの……。

「なるほど、そうですか」

　私は穴があったら入りたいくらい恥ずかしいのに、拓海は平然としている。聖司さんも、あまり感情を表に出さないせいか、なにを思っているのかわからない。

「聖司、待たせてごめん。あれ、拓海と夏美ちゃんも。そんなとこでなにしてるの」

　私ひとりがあたふたしていると、少し遅れて湊人さんが姿を現した。片手に車のキーらしきものを持っているから、これから聖司さんとふたりで出かけるのかもしれない。

「あれ、君ら知り合い？」

　湊人さんが私と聖司さんを見比べている。そして、ピンときたらしい。

「もしかして、聖司が昔お世話になってた囲碁の師匠って」

「私の祖父なんです」

　聖司さんは祖父の話を湊人さんにも聞かせていたようだ。

「ふーん、そっか。いや、世間は狭いね」

　色々合点がいったらしい湊人さんが、顎に手を当ててうんうんとうなずいている。

「そうだ。これから俺たち外に飯食いに行くんだけど、ふたりもどう？」

「せっかくだけど、夏美が弁当持って来てくれてるんだ。今日は遠慮しとくよ」

　聖司さんの視線が、一瞬私を捉えた気がする。休日出勤の旦那にわざわざお弁当を作って持って来るなんて、ずいぶんと甲斐甲斐しいじゃないか、なんて。無表情の裏でそんなことでも考えているのかもしれない。

「あてられて、こっちの方がのぼせそうだな。聖司、そろそろ行こうか。ふたりとも、またね」

「はい、失礼します」

　先に行く湊人さんに着いて行こうとした聖司さんがふと立ち止まる。一瞬考え込むようにした後、私を振り向いた。

「夏美ちゃん、また連絡する。番号変わってないよね」

　聖司さんから連絡？　彼は私が最後のプロ試験に落ちたと知るやいなや、連絡を絶ったのだ。きっと不出来な兄弟弟子の存在を恥だと思ったに違いない。それが今さらなにを……？

「えっと、はい。変わってません」

「そう」

　意外なことに、聖司さんは去り際に一瞬だけ口元に笑みを浮かべた。あの人のあんな表情は初めて見る。私が呆気に取られている間に、ふたりの姿は見えなくなっていた。

　聖司さんの姿が見えなくなって、ようやくホッと息をつく。私にとって聖司さんは、永遠に敵わない、目の前にそびえる壁のような人だ。子どもの頃から祖父のもとで一緒に囲碁の修業に励んできたけれど、普通の友達のように気安く話せる相手ではない。

　それに、私は彼に囲碁の勝負で勝てたことは一度もない。きっと私は、彼にとってライバルですらなかった。彼といると、対局した時の緊張感が一気によみがえって私はいまだに胃が痛くなってしまう。

「……なんだか、偉そうなやつだったな」

　聖司さんのことをよく知らない拓海にも、なんとなく感じ取れるものがあったらしい。拓海にしては率直な物言いに、つい噴き出してしまう。

「そうね。でも実際すごい人なの。デビュー直後から色々な記録を塗り替えちゃって」

　彼のことは苦手だけれど、才能は認めざるを得ない。

　聖司さんは、間違いなくこれからの囲碁界を背負って立つ人だと思う。

　湊人さんと聖司さんが降りて行ったエレベーターをぼんやりと見ながら、封印したはずの昔に思いを馳せる。

　……胸が痛いなぁ。昔の私は、プロになりたくて足あ掻がいてばかりいた。それでも聖司さんという絶対的な存在を前に、私なんかが彼と同じ場所に立てるはずはないと、心のどこかで諦めてもいた。

「気に入らないな……」

「え？」

　なにか聞こえた気がして拓海を見上げると、ぐいっと左腕を引っ張られた。

　休日で人が少ないとはいえ、いつ誰か来てもおかしくないのに。焦る私をよそに拓海は左手を口元に引き寄せると、薬指の指輪に口づける。先日の指輪の交換を思い出して、体が熱くなった。

「…ちょっと、拓海？」

「夏美は俺の奥さんだろ。他のやつに目移りするなよ」

　指輪に唇をつけたまま真剣な顔でそう言われ、ドキッとする。

「べ、別に、目移りしてるわけじゃ……」

　まさか拓海、聖司さんに嫉妬してる……？

　ただ単に昔を懐かしんでいただけで、聖司さんのことを目で追いかけたわけじゃない。そうじゃないのに、恥ずかしさでなにも言えず顔を熱くしている私に、拓海はにこっと微笑んだ。

　ついさっきまで怖いくらい真剣な表情だったのに、拓海はもう何事もなかったかのようにしている。そのまま私の手を引くと、エレベーターホールの方へ歩き出した。

「行こう。夏美といられる時間は貴重だからね」

　もしかして私、からかわれただけ……？　高揚した気持ちが、しゅるしゅると萎しぼんでいく。

　拓海が嫉妬だなんて、そんなことあるわけがない。昨日のことだってあるし、なにより私たちは契約結婚なんだから……。

「お、お弁当！　あんまり期待しないでね。言うほど得意ってわけじゃないから」

「それは無理だなー。夏美のお弁当を楽しみに午前中頑張ったんだから」

　私のお弁当を楽しみにというのはともかく、ついさっきまでオフィスに籠もって、デスクワークに集中していたのは本当だろう。ふざける元気はあるみたいだけれど、少し疲れた表情をしている。

「量だけはあるから、好きなだけ食べて」

　私を見て優しい笑みを浮かべると、ぽんと頭を撫でる。

「一つひとつ味わって、大事に食べるよ」

　拓海は、私がどんな思いでお弁当を作ると言ったか、ちゃんとわかってくれているのだ。相手の想いをちゃんと汲み取ってくれるところ、本当に好きだなと思う。

「夏美、時間あるんだろ？　上の階にガーデンスペースがあるんだけど、そこで一緒に食べない？」

　聞けば、空中庭園だけでなく、ちょっとしたカフェやドッグランなんかもあるらしい。

「わ、行きたい！」

　まるで休日デートみたいで、ワクワクしてしまう。

　わずかな時間だったけれど、拓海と一緒にお弁当を食べて、ガーデンを散策してリフレッシュして。少し長めの休憩を取った拓海は、満足そうな顔で午後の仕事に戻っていった。










忘れられない人




「パーティー？」

　夕食後、ふたりでリビングでくつろいでいると、拓海がその話題を持ち出した。

「実家に挨拶に行った時、父さんが言ってただろ。今度うちの事務所の創立五十周年記念パーティーがあるんだ」

　そういえば、たしかにその話をしていた。そのパーティーとちょっとした事情があるから、私と拓海の結婚式をするのはもう少し待ってほしいと。

「それって、いつ？　着ていくものとか用意した方がいいよね。あ、でも拓海のことだから、パーティー用のスーツくらい持ってるか」

　壁掛けのカレンダーとにらめっこしていると、ソファーから拓海が立ち上がる気配がした。

「わ！」

　後ろから肩を覆うようにして私を抱きしめると、首元に顔を埋めてくる。一緒に夜を過ごしてからというもの、拓海は前にも増して気軽に私に触れてくる。何度こういうことがあっても慣れなくて、いまだに私はドキドキしてしまう。

「なに言ってるの。あなたも一緒に出席するんだよ、奥さん」

「えっ、私も？」

　驚く私をよそに、拓海は私の肩に鼻先をこすりつける仕草をする。甘えられているみたいで、ちょっとくすぐったい。

「楽しみだな、ドレスアップした夏美を見るの。でも、他のやつらに見せたくないな……」

「なに言ってるの」

　私みたいな地味なのが多少着飾ったところで、誰かの目に留まるわけがない。それでも拓海や相馬家のみんなに恥をかかせないよう、きちんとしなくちゃ。

「あっ、どうしよう。私、パーティーに来ていくような服持ってない」

　結婚式とか二次会に着て行ったような服でもいいのかな……。

「今度一緒に買いに行くか」

「えっ、いいの？」

　拓海の仕事は変わらず忙しいし、パーティーの準備だってあるだろう。私のことで彼の手を煩わせるのは申し訳ない。

「たまにはいいだろ。帰りに食事にも行こうか」

「うん！」

　ショッピングに食事だなんて、まるでデートみたいだ。嬉しくてつい元気のいい返事をしてしまう。そんな私を見て、拓海も嬉しそうに目を細めた。




　パーティー当日。私は拓海が予約を入れてくれたサロンで用意をして、創立五十周年記念パーティーの会場となるホテルを訪れた。

　この日のために拓海とふたりで選んだのは、ノースリーブの紺色のドレスだ。胸元の深すぎないＶネックと、前から後ろに向かって緩やかに広がるレースのスカートが大人っぽい。華やかでありながら、既婚者らしく落ち着いて見えるデザインで、私もとても気に入っている。

　いつもはただ下ろしている髪も、サロンで緩く巻いてもらった。胸元には、拓海が選んでくれた一粒ダイヤのネックレスが輝いている。

　これならきっと大丈夫、自信を持って。拓海の妻として立派に役割を果たしてみせる。

　緊張を押し込めるように自分に言い聞かせ、震える手のひらをぎゅっと握る。

　会場に着くと、まず事務所の人たちと先に会場入りしているはずの拓海の姿を捜した。

　予想以上に大きな会場だ。出入りする人々もかなりの数で、有名な政治家や文化人、芸能関係者の姿もちらほら見える。あの人たちも全員、相馬法律事務所のクライアントということなのだろうか。あまりに華やかな世界で、気後れしてしまう。

　なかなか一歩を踏み出せずにいると、会場のステージ近くで、数人の外国人の男性と談笑している拓海の姿が見えた。

「拓海……」

　声をかけようとして、思わず立ち止まってしまった。

　拓海は、一緒に並ぶ外国人のゲストにも引けを取らないスタイルで、ひと目でハイブランドのものとわかるスーツを堂々と着こなしている。時折ジョークでも交えているのか、流暢な英語の合間に愉快そうな笑い声が響く。その光景はまるで映画のワンシーンのようで、周囲の人たちの注目を集めていた。

　私、あの人の隣に立たなければいけないの？　それも、彼の妻として？

　見栄えをよくすることでなんとか保てていた自信が、ガラガラと音を立てて崩れていく。英語も話せない私が声をかけたりしたら、場の雰囲気を壊してしまうかも……。今さらながら、拓海との距離を実感してしまう。

　少し離れたところで動けずにいると、「やあ、夏美ちゃん」と朗らかな男性の声がした。

「湊人さん！」

　見知った顔を見つけて、ほんの少しホッとする。実家に結婚の挨拶に行った時は不機嫌さを露わにしていた湊人さんだけれど、そんな態度もあの時きり。今では、いつ会っても気さくに話しかけてくれる。

　湊人さんは笑顔で私に近づくと、パッと顔を明るくした。

「夏美ちゃん、そのドレス本当によく似合ってる。とっても綺麗だよ」

「そんなこと」

　力なく、首を左右に振る。そう言う湊人さんこそ本当に素敵だ。着る人を選びそうな細身のスーツを、モデルのようにすらっとしたスタイルでさらりと着こなしている。

　つい気後れしそうになるのをこらえ、湊人さんに笑顔を向けた。

「湊人さん、このたびは五十周年おめでとうございます」

「ありがとう。夏美ちゃんももう家族なんだから、そんなかしこまらなくてもいいのに」

　ふふ、と笑う湊人さんは、やっぱりとても柔らかな雰囲気をもっている。

「湊人さん」

　可憐な声がしたかと思うと、湊人さんの後ろに、美しい女性が立っているのが見えた。見るからにお嬢さまといった感じの、黒髪の美しい清楚な女性だ。透き通るような肌に赤く可愛らしい唇は、白雪姫を連想させる。まだ二十代前半だろうか。

　初々しいその美貌に見惚れていて、引っかかるものがあった。彼女とは初対面、のはずなのに、なんだか見覚えがあるような……？

「佐さ奈な、紹介するよ。こちら夏美さん。拓海の奥さんだよ」

　その可愛らしい人は、一瞬大きな目を丸くして、湊人さんの背後からパッと身を乗り出すと、私の両手を取った。

「まあ、あなたが！　初めまして。私、二に条じょう佐奈と申します」

　きらきらとした瞳を向けられて、困惑してしまう。

「あの……、初めまして。私は相馬夏美です。えっと……」

「佐奈、夏美ちゃんが押されてるよ」

　状況を飲み込めずにいる私をくつくつと笑いながら、湊人さんがそっと佐奈さんの肩に手を置いた。

「あっ、いけない。夏美さんごめんなさい。ずっとお会いしたかったから、つい嬉しくなってしまって……」

　ぱっと手を離し、佐奈さんが物言いたげな視線で湊人さんを見上げた。

　湊人さんは、わかってるよ、というふうにうなずくと、佐奈さんの肩を引き寄せ、「彼女は僕の婚約者なんだ。僕と拓海とは、幼馴染みでね」と改めて紹介した。

　途端に、佐奈さんがふわっと頬を染める。自分から催促しておいて、いざ湊人さんの口から〝婚約者〟と紹介されると照れちゃうなんて。なんて可愛らしい人なの。

「ああ、そうだったんですね。私もお会いできて光栄です」

　きらきらとした王子さまのようなルックスの湊人さんと、楚々としていかにも育ちのよさそうな、お姫さまのような佐奈さん。少し年齢差がある分、湊人さんもよけいに佐奈さんのことが可愛くて仕方ないのだろう。……これは文句なしの美男美女カップルだ。

　こうしている間も、ふたりはずっと顔を見合わせて話している。一緒にいられるのが嬉しくて、無意識に笑顔になっちゃうって感じだ。お互いとても思い合っているのが伝わって来て、お似合いのふたりだなと思う。

「それはそうと拓海は？　奥さんをひとりぼっちにするなんて、拓海は夫失格ね」

　まるで佐奈さんがひとりぼっちにされたみたいに、可愛らしい唇をちょこっとへの字にして、きょろきょろと辺りを見回している。

「それは、聞き捨てならないな」

　湊人さんと佐奈さんの後方から、拓海が現れた。片方の手はポケットに入れたまま、軽く握ったげんこつで、佐奈さんの頭をこつんとこづいている。

「やだ、やめて拓海！」

「いいかげん、俺への評価を改めろよ、佐奈」

　佐奈さんは両手でこづかれた場所を隠すようにして、拓海に向かって言い返した。

「せっかく来てくれた奥さんをひとりにするような人を、評価できるわけないじゃない」

　湊人さんを盾にして、佐奈さんが言う。ラブラブな湊人さんと佐奈さんのカップルとは対照的に、佐奈さんと拓海は、まるでケンカ仲間のよう。それでも、拓海が佐奈さんに向ける視線は優しい。お転婆な妹を見守る兄のようだ。

　ふたりのやり取りを見ていると、拓海が私に視線を向けた。

「夏美のことひとりにしてたみたいで悪かった。来てたなら、声かけてくれたらよかったのに」

「……あ」

　拓海と佐奈さん、ふたりがこちらを向いて並んだ時、ある光景がフラッシュバックした。

　――そうだ。佐奈さんは、綾さんとの飲み会の帰りに、私が見かけた人だ。拓海の車の助手席に乗っていて、ものすごく近しい雰囲気だった。

　……ということは、拓海は兄である湊人さんの婚約者とふたりきりでいたってこと……？　それって普通のことなのかな……。でも佐奈さんは、湊人さんの婚約者である前にふたりの幼馴染なわけだし……。

　ひとり考え込む私をよそに、湊人さんと拓海と佐奈さん、三人は仲良さそうに話している。

　それにしても、佐奈さんはふたりと並んでいても、まったく違和感がない。こういう場にも慣れているようだし、さながらパーティーを鮮やかに彩る花といった感じだ。

　その姿を見ながら、はっとある考えがよぎった。

　佐奈さんを見つめる拓海の眼差し。優しく慈しむような眼差しを、妹を見守る兄のようだと思ったけれど、本当にそうなんだろうか。

　もしかして、拓海はお兄さんの婚約者である佐奈さんのことが好きで、だけどそれは報われなくて、その気持ちを忘れるために私と契約結婚を……？

　もしそうなら、拓海があんなに私との結婚を急いだ理由にも合点がいく。……まるで本当に想われて結婚したみたいに、拓海が私のことを甘やかす理由も。

　そんな、まさかとは思いつつも、よくない考えが急速に頭を占めていく。佐奈さんを見つめる拓海の眼差しに、潜んでいるかもしれない情熱を探してしまう……。

　ちょっとした疑惑と、ぴりっとした痛みを胸に感じながら、私は一歩引いたところで三人が話しているのを眺めていた。

　そうこうしていると、ホテルのスタッフが拓海と湊人さんを呼びに来た。そろそろパーティーが始まるらしい。

「それじゃ、行ってくるよ。また後でな」

「うん、スピーチ頑張って」

　相馬法律事務所を引き継ぐものとして、湊人さんや拓海も壇上に立ってスピーチをするらしい。湊人さんと連れ立ってステージへと向かう拓海の後ろ姿を、複雑な気持ちで見送った。

　私と佐奈さんは、ふたりきりで残された。どういうわけか、私は佐奈さんに気に入られたらしい。佐奈さんは相変わらず大きな瞳をきらきらと輝かせて、ジッと私の方を見つめている。

「あ、えーっと……佐奈さんと湊人さん、とてもお似合いですね」

　私が言うと、佐奈さんは恥ずかしそうに、ふふふ、と笑う。

「そうですか？　ありがとうございます」

　まるで咲きたての花のように可憐な笑顔で、うっすらと頬を赤らめている。佐奈さんって本当に可愛らしい人だ。

　相馬家のふたりと佐奈さんは、幼馴染みだと言っていたけれど、湊人さんと彼女では、年齢的に少し開きがあるように見える。どういう経緯で結婚することになったんだろう。

「あの、おふたりは、どういうきっかけで結婚することになったんですか？」

　その質問に、佐奈さんは目を丸くして驚いたように言った。

「……夏美さん、ご存じないんですか？　もともとは、私と拓海が結婚する予定だったんですよ」

「え？」

　それじゃあ、拓海が言っていた意に沿わない結婚の相手って佐奈さんなの？

　なにも知らない私を気遣いつつ、佐奈さんは経緯を話してくれた。

「拓海とは、親が勝手に決めた結婚だったんです。両家の親同士が昔から仲がよくて、ずっと家族ぐるみのお付き合いをしていて。そうこうしているうちに、湊人さんか拓海のどちらかと、私を結婚させようって話が出たみたいで。それじゃ年が近い方がいいから拓海だってことになって……」

　佐奈さんが、拓海の元婚約者。こんな可愛らしい人との結婚話を断るなんて、どうして？

　もし拓海の『忘れられない人』が佐奈さんだとしたら、結婚を断る理由なんてないよね？　……私には、拓海の気持ちがわからない。

『それでは、代表の相馬所長よりスピーチを――』

　その瞬間、会場が暗くなり、お義父さまのスピーチが始まった。私はそれ以上話を続けられなくて、大きな疑問を抱えたまま、茫然と立ち尽くしていた。




　スピーチの後、湊人さんと佐奈さんの婚約と、私と拓海の結婚の報告がなされ、会場は大いに盛り上がった。

　湊人さんと佐奈さんの結婚式は、十二月に行われると発表があった。私と拓海の式について言及はない。拓海はアメリカから帰って間もないため、もう少し仕事が落ち着いてからと前に言ってはいたけれど、所詮契約結婚の私とは、式なんて大げさなことはするつもりないのかもしれない。

　続けて乾杯の挨拶があり、私は沈んだ気持ちのまま、拓海に付いて色々なお客さまを回った。

「妻の夏美です」

「初めまして。いつも主人がお世話になっております」

　精一杯の笑顔を張り付けて、拓海の妻として、恥ずかしくないよう振る舞う。ひと通り挨拶を終えた頃には、疲れてヘトヘトになっていた。

「お疲れ、夏美。疲れたろ、ちょっと休んできなよ」

　拓海のひと言は、正直言ってありがたかった。普段あまり履くことのない、かなりヒールの高いストラップサンダルを履いていたせいもあって、足も痛み始めている。

「でも、拓海はまだゲストを回るんでしょう？」

　相馬の人間と話したいと、様子をうかがっている人はたくさんいる。拓海ひとりですべての人を相手するのは大変だろう。

「夏美は十分よくやってくれたよ。あとは気の置けない同業者とかだから、俺ひとりで大丈夫」

　私の肩を抱き、人の輪の外へと連れ出す。事務所関係者の席に私を座らせると、近くにいたスタッフを呼び止めて、飲み物とビュッフエの軽食を用意させた。

「少しでいいからなにか口に入れろ」

　疲れているのが、そんなに顔に出ていたのかな……。

「ごめん、役に立てなくて」

「そんなことない、夏美がいてくれてよかったよ」

　それに……、と拓海は声をひそめて続ける。

「やっぱり既婚者ってだけで、周りの反応も違うもんなんだな。ようやく一人前って認められた感じだよ」

「……そうなんだ。よかった」

　契約で結ばれただけの私だけれど、思ってもみなかった形で拓海の役に立てたらしい。でも、誇らしい気分になんて到底なれず、虚しさが込み上げる。

「また後でな」

　疲れなんて微塵も見せない顔で、拓海は私の前から去って行った。食欲は湧いてこないけれど、手持ち無沙汰でサンドイッチを手に取った。少しパサついてしまったサンドイッチを、ひとりでもそもそと食べる。

　顔を上げてあたりを見回せば、華やかな人ばかり。どんなに着飾ってみても、所詮私は場違いな人間なのだと思い知らされる。

　もうなにも口に入れる気になれず、食べかけのサンドイッチを皿に戻してガスウォーターを一口飲んだ。

「パーティーだというのに、ずいぶん浮かない顔をしているな」

「……聖司さん！」

　突然声をかけてきたのは、先日数年ぶりに再会した聖司さんだった。

「来てたんですね」

「ああ。ところで」

　と聖司さんが会場の真ん中あたりに目を向ける。

「旦那のことは放っておいていいのか？」

　聖司さんの視線を追うと、若い女性の二人組に囲まれている拓海がいた。ふたりとも知的な雰囲気を漂わせていて、かつスタイルもよく、品のいいスーツを上品に着こなしている。拓海の言っていた同業者なのかもしれない。ずいぶん話が弾んでいるようにみえる。

「なんとも思わないのか。それとも、既婚者の余裕ってやつか？」

「……そんなんじゃありません」

　拓海との落差を見せつけられて、嫉妬する気力も湧かないだけだ。こんなに意地悪な言い方するなんて、聖司さんってここまで無神経な人だったっけ？　気分を害されて、ぐっと奥歯を噛む。

「隣に座っていいか」

「えっ、どうぞ……」

　てっきりすぐにどこかに行くと思っていたのに、驚いたことに聖司さんは私の隣の席に腰を下ろした。

「湊人から少し聞いたよ。拓海くんとは大学にいた頃からの付き合いだって言うが、本当か？」

　いきなり核心をつくようなことを聞かれ、ぎくりとする。プロへの道を逃すまで、私と聖司さんは付き合いがあった。私のプライベートを、彼も多少は知っているのだ。

「あの頃の君は、プロになれるかどうかの瀬戸際で、男に現うつつを抜かすような暇はなかったはずだが」

　返す言葉を思いつかず、ついうつむいてしまう。

「湊人が言うには、拓海くんも君とは長い付き合いだと言いながら、いきなり家に連れてきたって言うし。本当はなにか事情があるんじゃないのか？」

　本当のことなんて、言えるわけがない。押し黙ったままの私を見て、聖司さんはため息をついた。

「……まあいい。なにかあれば連絡をくれ。いつでも駆けつけるから」

「え？」

　予想外のことを言われ、きょとんとしてしまう。

「なんだその顔」

「だって聖司さん、私のことずっと煙たかったんじゃないんですか？」

　プロを目指していた時も、私が挫折した時も、彼は優しい言葉のひとつもかけることはなかった。私が囲碁の道を諦めてからは、一切の連絡もなかったのだ。ようやく縁が切れたと、喜んでいるかと思っていたのに。

「曲がりなりにも、君とは清家先生のもとで腕を競い合った仲だぞ。煙たいなんて、なぜそんなふうに思うんだ」

　聖司さんは思いっきり眉をしかめると、不機嫌さを露わにした。彼がこんなふうに感情を表に出すのは珍しい。

「だって聖司さん、私がプロ試験に落ちた後、一度も連絡くれなかったじゃないですか」

　聖司さんは一瞬言葉に詰まると、言いにくそうに口を開いた。

「……あの時は悪かったよ。正直に言うと、あんなになりたがっていたプロになれなかった君に、なんて言葉をかけたらいいのかわからなかったんだ……」

「……えっ？」

　クールな聖司さんでも、そんなふうに気にしたりするの？　聖司さんって、私が思っていたよりずっと、優しい人なのかもしれない……。

「そうしているうちにタイトルを取って、メディア関連の仕事まで増えてしまって、まったく余裕がなくなったんだ。今さらこんなこと言ったって言い訳でしかないのだが……」

「いえ、そんな。気にかけてくださっただけで十分ですから」

「教室を閉じてしまったことも、残念に思っているよ。君なら続けてさえいれば、いずれ再建できたと思う」

　聖司さんは、祖父の孫でありながらプロへの道を閉ざされた私のことを、蔑んでいるとばかり思っていた。私のことは、ずっと足手まといだと思っていると。

　でもそれは、私の勝手な思い込みだったみたいだ。

「君は、もう囲碁をやる気はないのか？」

「それは……」

　拓海のおかげで、以前に比べてだいぶ前向きな気持ちになっているのはたしかだ。

　……それに、契約結婚だなんていつまでも続けられることじゃない。拓海の想い人が佐奈さんなら、彼女はもう結婚してしまうけれど、この先また、拓海に好きな人ができないとも限らない。

　いつか、拓海から離れて自分ひとりになった時に、私の心の支えになるものといったら、やはり囲碁しか思いつかない。

「また始めたいとは思っています」

　私が言うと、聖司さんは「……そうか」と安心したように息を吐いた。

「もしも君が、囲碁に戻るだけでなく、囲碁教室の再開を目指すなら、俺はいつでも相談に乗るし協力もする。だから――」

「その必要はありませんよ」

　私の肩に、温かな手が触れた。

「彼女が助けを必要とした時に、真っ先に手を差し伸べるのは夫である私です」

「拓海……」

　いつの間にここへ来たのだろう。聖司さんとの話に集中していて、気がついてなかった。

　拓海はまっすぐに聖司さんを見つめると、私の肩に置いた手にギュッと力を込めた。それに気づいたのか、聖司さんはふっと口元に笑みを浮かべる。

「部外者がよけいな口出しをして悪かった。彼女が一番大変だった時になにもできなかったことがずっと気になっていたものだから」

　それを言うなら、私だって同じだ。長年慕ってきた師匠を亡くして、自分が研けん鑽さんを積んだ教室を失ったのは、聖司さんも同じだったのに。あの頃の私は自分のことだけで精一杯で、彼のことにまで気が回らなかった。

「そのことはもういいんです。聖司さんだってつらかっただろうに、私は言葉のひとつもかけなかった……」

　彼は成功者だからと、なんのフォローもしなかった。

　聖司さんはそれ以上なにも言わず、そっと目を伏せた。

「……そろそろおひらきの時間だろう。俺は席に戻るよ」

　そう言いながら、聖司さんが席を立つ。

「聖司さん、わざわざ話しかけてくださってありがとうございました」

　最後に私が呼びかけると、いいんだ、というふうに片手を振った。

「そうだ、拓海くん」

　一度は去ろうとした聖司さんが、もう一度私たちを振り返った。射るような視線で、拓海を見つめている。

「君には彼女に真っ先に手を差し伸べる権利があると言ったが、勘違いしてはいけない。たとえ夫であろうと、彼女を自分勝手な都合で縛りつける権利はない」

　黙って聞いていた拓海が、ぐっと手のひらを握り締めるのがわかった。

　聖司さんったら、どうしてそんなことを？　やはり、私たちの結婚が普通ではないことが、聖司さんにはばれてしまったのだろうか。

「それじゃ」

　最後にそれだけ言うと、聖司さんは振り返りもせず私たちの前から去って行った。




　パーティーは盛況に終わった。相馬家総出で大勢のゲストを見送って、ようやく一息ついた。

「みんなご苦労さま。次集まるのは、湊人と佐奈ちゃんの結婚式だな」

　お義父さまがみなを労いつつ、そう告げた。私はどうしても気になってしまって拓海の表情をうかがってしまう。

　ずっと好きだった人と自分のお兄さんの結婚式だなんて、拓海もつらいんじゃないかなと思ったけれど、彼は微かに笑みを浮かべているだけで、いま何を思っているのかまではわからない。

　拓海の心情を探ろうと、つい見過ぎてしまったらしい。私の視線に気がついた拓海とバチッと視線がかち合った。

「夏美も疲れたろ。早く帰ろうな」

　私の隣に立ち、耳元でそう告げる。

「……うん」

　拓海の顔を見上げてうなずくと、彼は優しく目を細めた。

　なんでもないふうを装っているけれど、拓海だって内心はきっとつらいに違いない。ふたりの家に帰ったら、せめて私が拓海のことを癒してあげよう。……少しでも佐奈さんの事から意識を遠ざけることができるように。










離れる覚悟




　翌日は、拓海も一日休みで、数日ぶりにのんびりした休日をふたりで過ごしていた。

　昨日はあの後、きちんと佐奈さんと話す暇もなかった。

　拓海に佐奈さんのことを聞いてみたいけれど、どうしても聞くことができなかった。拓海が佐奈さんへの想いを認めれば、この結婚生活は終わってしまう。そんな気がしてならなかったから。今の私には、拓海のそばにいられなくなることが何よりも怖い。

　拓海は相変わらず忙しい日々が続いているけれど、「せっかく一緒に住んでるんだから、夏美との時間を大切にしたい」と言って、スケジュールをやりくりして、少しでも一緒にいられるよう時間を作ってくれるようになった。

　そして時間があれば、対局を挑んでくる。

　何事にも一度取り組んだら全力投球してしまう拓海は、仕事の合間にアプリで囲碁の対局をしたり、棋譜を読んだりしているらしい。順調に実力をつけていて、私との対局でも、なかなかいい勝負をするようになっていた。

「あー悔しい。どうしても夏美に勝てない！」

　玄関のドアが閉まり、拓海の声がする。今日は夕食後に一局勝負をして、負けた方がアイスをおごると約束をしていたのだ。結果はもちろん私の勝ち。拓海は近くのコンビニまで行って、一番値段が高いアイスを買ってきてくれた。

　こはるに纏わりつかれながら、拓海がリビングに入ってくる。ところがこはるは私の姿を認めると、ぷいっと顔を背けて拓海の寝室に行ってしまった。

「こはる、相変わらずだなぁ」

「そうなんだよね」

　一緒に暮らし始めて結構経つというのに、いまだにこはるは私に懐いてくれない。

「まあ、これでも食べて元気出しなよ」

「わっ、これ食べたかったの。嬉しい！」

　拓海が買ってきてくれたのは、新商品の抹茶アイスだった。抹茶クッキーが入った抹茶アイスを抹茶チョコレートでコーティングして、さらに抹茶ウェハースでサンドしているという、和菓子党の私にはたまらない抹茶づくしの一品だ。

　ローテーブルを前に床にぺたりと座り、いそいそとパッケージを開ける。

「うん、おいしい！」

　一口頬張ると、口の中にほろ苦さとほんのりとした甘さが広がる。私好みの味で、あっという間に食べ終わってしまった。

「さすが拓海、私の好みを熟知してるね」

「あたりまえだろ。でも見てろよ、そのうち夏美の小遣いがなくなるくらいアイス買わせてやるからな」

　本当に負けず嫌いだなあ。でも、拓海のこういうところ、嫌いじゃない。

　いつ拓海と勝負をしても、『絶対に強くなってやるんだ』って意気込みを感じる。拓海はきっと、今よりずっと強くなると思う。

「私だって、そんなに簡単に拓海には負けないよ？」

　勝負をするなら、私も全力だ。拓海が初心者だからって、手加減はしない。

「でもここんとこ立て続けにアイス食べて、太っちゃったかも……」

「夏美はもうちょっと肉つけた方がいいよ。その方が触り心地がいい」

　なんて言いながら、拓海はソファーに座り、後ろから私を抱きしめてくる。

「ほっぺたにかけらついてる」

　拓海は顔を近づけると、私の頬をぺロッと舐めた。

「ちょっと、拓海ったら……」

　カッと熱くなった頬を、両手で隠す。耳まで熱くなっているのがわかる。

　いくら一線を越えても、好きな人にこうして触れられたら平静ではいられない。うろたえている私を見て、拓海がくすりと笑った。

「なんだよこれくらい。もっとすごいことだってしてるのに」

「……それはそれ、これはこれ、なの」

　赤くなった顔を間近で見られるのが恥ずかしくて、つい両手で隠してしまう。

「そんな可愛いことするなよ……」

　あっけなく外され、拓海に両腕を掴まれた。

　抵抗する間もなく、唇を食まれる。いつものように啄むようなキスからではなく、拓海は、最初からその先を予感させるような激しいキスをした。

「……ん、ふぅ」

　差し込まれた舌が、私を見つけ、絡みつき、丹念に味わう。私がキスに溺れていると、ちゅっと軽くリップ音を立てて拓海が離れた。

　ただただ拓海に翻弄されていたのに、彼が離れてしまうと途端に心細くなる。私はどれだけ、欲張りになってしまったのだろう。

「夏美、甘い」

「……っ！」

　もの欲しそうな顔をしていたのかもしれない。拓海は私を見てふっと微笑むと、自分の唇の端をぺろりと舐めた。

　まるで獲物を見つけた獣のよう。あまりの色っぽさに、くらくらしてしまう。

　……ああ、やはり私は拓海を拒めない。

「夏美……」

　熱っぽく擦れた声で、私の名前を呼んだ。私を床から引き上げ、ソファーに柔らかく押し倒す。拓海が私の上着の裾に手をかけたその時だった。

　ローテーブルの上に置いていた私のスマホから、メッセージ受信の通知音が鳴った。

「ごめん、拓海……」

「ただのメッセージだろ、ほっとけ」

「でも……」

「ほっとけって」

　構わず拓海がその先に進もうとすると、今度は立て続けに通知音が鳴る。

　一体誰？　ひょっとして誰かになにかあったの？　実家の両親に榊のおじさま、綾さんに庶務係のみんな。大事な人たちの顔が次々に浮かんで来る。

　それどころではなくなった私は、のしかかっていた拓海の体を押しのけ、彼に謝った。

「拓海、ほんとごめん！」

「わかったよ……」

　とうとう根負けしたのか、気が削がれてしまったのか。拓海はしぶしぶ私から体を離し、隣に腰掛けた。私は乱れた服をさっと整え、スマホを手に取ってソファーに座る。呼吸を整えて、スマホを覗き込んだ。

「えっ、聖司さん？」

　思ってもみないことに、メッセージは聖司さんからのものだった。ＩＤの交換だけして、もう何年も使っていなかった聖司さんとのトークルームに、メッセージが入っている。

「聖司って、園田さん？　夏美、あいつとＩＤの交換してたの？」

　拓海の声のトーンが、低く険しくなる。彼を見ると、眉間にぐっとしわを寄せていた。

　拓海ったら、そんなに聖司さんのこと苦手なの……？

「学生の頃にね。でもほとんどメッセージのやりとりなんてしてないよ」

　聖司さんとのやりとりは、たしか祖父が亡くなった時が最後だったはず。

「園田さん、なんて？」

　私がメッセージを読んでいると、拓海が私の肩に手を置き、一緒に画面を覗き込んだ。聖司さんからメッセージが届いたのも驚きだったけれど、その内容も、まさかと思うようなものだった。

「次の週末に、子ども囲碁教室のイベントがあるんだけど、私に手伝ってくれないかって」

　知り合いの伝つ手てで囲碁経験者のアルバイトを雇っていたらしいのだが、急に用事が入ったらしく、キャンセルになったらしい。

　聖司さんからこんなふうに頼みごとをされるなんて、今まで記憶にない。

「夏美、行くの？」

　どことなく不機嫌そうな拓海に、「うーん……」と私は曖昧な返事をした。

　社交的な拓海にしては珍しく、聖司さんとはどうもうまが合わないらしい。私が『行く』と言ったら、拓海はきっといい顔をしないだろう。

　一方で、『なぜ今さら私に？』とは思うものの、兄弟子からのお願いを断るのも気が引ける。

「手伝いって言っても、一日だけみたいだし。行っちゃダメかな？」

「……まあ、夏美がどうしてもって言うならいいけど」

　やっぱり、歯切れが悪い。

「……わかったよ」

「よかった。拓海ありがとう」

　拓海は納得はしていないふうだったけれど、いいと言ってくれた。ホッとしてつい彼に飛びついてしまう。拓海は私に応えるように、ぎゅっと抱きしめ返してくれた。

「不用意にあいつに近づくなよ」

「聖司さんは主催者だよ？　私なんかと話す暇なんてないって」

　そんなことを言う拓海が珍しくて、つい噴き出してしまう。拓海ったら、本当に聖司さんのことが苦手みたい……。

「それが終わったら、その日は一緒に食事に行こう。俺もたぶん仕事だから、そのまま迎えに行く」

「ほんと？　嬉しい！」

　そんなご褒美があるなら、私も頑張れる。

「もういいだろ。あいつの話はこれでおしまい」

「えっ？」

　そう言うと、拓海がトンと私の肩を押した。完全に油断していた私は、呆気なくソファーに倒れこむ。

「ちょっと、拓海？」

「まさか、あのままで終われると思った？」

　蠱こ惑わく的な笑みを浮かべると、つるりと私の頬を撫でる。その目は、いつもの穏やかな拓海とは違う、欲を孕んだ熱を帯びている。

「本当は死ぬほど嫌なんだよ。夏美をあいつのところに行かせるの」

　えっ、そんなに？と聞き返す間もなく、唇に噛みつかれた。何度も何度も角度を変え、拓海の舌が口内を探る。深くなるばかりのキスに私は抗えず、彼にされるがまま。気がついた時には、息が上がっていた。

　なぜかその夜の拓海は、もうダメと私が幾度となく根を上げても、まったく聞き入れてはくれなかった。




＊　＊　＊




　聖司さんから手伝いを頼まれたのは、協会が主催している子ども向けの囲碁の啓発イベントだった。囲碁を知らない子どもたちにも気軽にチャレンジしてもらい、囲碁の魅力を発信することを目的としている。

　人気棋士である聖司さんも登壇するとあって、イベントは大盛況。子どもたちだけでなく、ママさんたちからも黄色い声があがっている。

　聖司さんの講演が終わった後、子どもたちが実際に碁盤を囲んでみる。その際会場にいて、子どもたちにやり方を教えて回るのが、私の仕事だった。

「ねえお姉さん、この石おかしいよ！　ひっくり返しても白のままじゃん」

　そりゃそうだ、オセロじゃないんだから。「なにそれ、わけわかんない！」と叫ぶ男の子に、根気強く説明する。

「オセロは駒をはさんでたくさん取った方が勝ちでしょう？　囲碁はね、陣取りゲームみたいなものなの」

「へえ、なるほど。そっかぁ」

　初心者向けの九きゅう路ろ盤ばんを使って、説明しながら男の子と囲碁を打つ。少しずつだけどルールがつかめてきたらしい。

「すっげー！　これ面白いかも」

「でしょ。よかったら、他の子とも対局してみてね」

「俺、行ってくる！」

　男の子は、駆け足で対戦相手を探しに行った。

　子どもたちの相手をしているうちにあっという間に時間は過ぎ、イベントは盛況のうちに幕を閉じた。

「みなさんお疲れさまでした。今日は園田名人主催で打ち上げもありますので、お時間のあるかたはぜひ参加してくださいねー」

　協会のスタッフが、今日のイベントに携わった人たちに声をかけている。

「夏美ちゃん、お疲れさま」

　そう声をかけてくれたのは、聖司さんだった。

「聖司さん、お疲れさまでした。盛況でしたね」

「ああ、子どもたちが予想以上に来てくれてびっくりしたけど、嬉しかったよ」

　よっぽど嬉しかったのだろう。聖司さんが自分の感情を口に出すのは珍しい。

「君、打ち上げは？」

「それが、申し訳ないんですけど、この後用事があって……」

　ちょうどこのタイミングで、持っていたスマホが短く震えた。通知が一瞬浮かんで、画面がすぐ暗くなる。メッセージは拓海からで、事務所を出るまでもう少しかかるとのことだった。

「用事って、旦那か」

　通知の内容が見えたわけでもないだろうに、聖司さんは察しがいい。

「はあ、まあ……」

　気恥ずかしくて曖昧に言葉を濁す私を一いち瞥べつすると、聖司さんはまた口を開いた。

「……君は、ちゃんと大事にされてるのか」

「えっ？」

　見上げた聖司さんの顔はいつものごとく無表情で、質問の真意がわからない。やはり、契約結婚のことを気づかれているのだろうか？

「はい、それはもう」

　下手な返事をしてボロが出ないように、肯定の言葉だけを告げる。聖司さんはしばらく見定めるように私を見つめた後、ふっとため息を吐いた。

「……変なことを聞いてすまない。今君が幸せならいいんだ」

　聖司さんの言葉に、つきんと胸が痛む。幸せかと聞かれたらそうだろう。間違いなく私は、拓海に大事にされている。

　でも拓海の気持ちは私に向いていない。そうわかっていて、それでも拓海の側にいることが、本当に私の幸せなんだろうか……。

「……どうかしたのか？」

　ふいに考えこんだ私を、聖司さんが心配そうに覗き込んでいた。

「ちょっとボーっとしちゃいました。すみません」

「一日ずっと忙しかったからな、疲れたんだろう。今日はゆっくり休んでくれ」

「はい、ありがとうございます……」

　聖司さんの口から、こんな労わりの言葉が聞ける日が来るなんて……。ずっと怖い人だと思っていたけれど、顔を合わせていなかった数年間の間に、彼も変わったのかもしれない。

「それじゃあまた」

「はい、今日は誘ってくださってありがとうございました」

　無言でうなずいて、聖司さんは去って行った。

　聖司さんと別れた足で、荷物を取りにロッカールームへ向かった。もう一度スマホを確認してみたけれど、拓海からの連絡はまだ入っていない。きっとまだ、仕事が終わってないんだろう。

　そう思いながら、拓海にメッセージを打つ。会場の入り口にあった喫茶店で、しばらく時間を潰すことにした。

　アイスコーヒーを頼み、カウンター席に座る。聖司さんの出待ちでもしているのか、会場の外には、まだ大勢の親子連れや女性ファンの姿が見えた。

　拓海以外の人に囲碁を教えるのは、かなり久しぶりだった。

　子どもたちに教えるの、楽しかったな。あの男の子、囲碁を打ちながら目をキラキラさせてた。好きになって続けてくれたらいいな。

　今日参加してわかった。私、やっぱり囲碁が好きだ。

　仕事も、思わぬ方向に進んでしまったプライベートも、それなりに楽しくて毎日充実しているはずだった。でもこういう機会に触れてしまうと、毎日のように囲碁を打っていた日々が懐かしく思えてくる。

「……やっぱり、もう一度教室やりたいなぁ」

　今さら後悔しても遅いのだけれど、祖父が亡くなった時、借金をしてでも祖父の家と教室を守ればよかった。

　以前のように自宅で教えるのが無理でも、カルチャーセンターとか街中の囲碁所で教えるという手もあるのかもしれない。でも、自分のやりたいことがそういう雇われ講師なのかと考えると、やはり違う気がする。

「やっぱり、おじいちゃんのあの教室でやりたいんだよね」

　つい心の声を漏らすと、トントンと肩を叩かれた。

「夏美、お待たせ」

「拓海！　着いたなら電話してくれたらよかったのに」

「外から夏美の姿が見えたから。……一秒でも早く会いたくて」

　私なんかに、そんなことを言ってくれるなんて。自分だって疲れているだろうに、拓海は本当に優しい。駐車場に車を停めて、わざわざ迎えにきてくれたことを申し訳ないなと思いつつも、数時間ぶりに拓海の顔が見られたのが嬉しくて、胸がいっぱいになる。

「行こうか」

「うん」

　カフェを出て、拓海の車で予約を入れているというレストランへと向かう。

「イベントどうだった？　夏美も疲れただろ」

「疲れたけど、すごく楽しかったよ」

　たしかに大変だったけれど、それよりも久しぶりに子どもたちに囲碁を教えられて本当に嬉しかった。適度に疲労は感じているけれど、気力が十分に満ちているように感じるのは、それだけ充実した時間を過ごせたということだろう。

「今日最初に担当した男の子がすごく印象に残ってるの。あの子はきっと、褒めれば褒めるほど伸びるタイプだと思うんだよね。勘もいいから、実戦を積んでいけば相手の戦法を吸収して、どんどん強くなると思う。本当に将来が楽しみ。いつかまたあの子と、対戦してみたいな」

　信号で車が停まってハッとする。私ったら、拓海に聞かれたわけでもないのに、勝手にペラペラと……。

「ごっ、ごめん。なんか口が勝手に」

　慌てて拓海を見ると、彼はハンドルに手を置いたまま私の方を見て笑みを浮かべていた。

「……どうしたの？」

「いや、夏美って本当に囲碁が好きなんだなと思って」

　信号が青に変わり、拓海が車をスタートさせる。拓海はハンドルを操作しながら、話を続けた。

「というか、大学のサークル活動の時も思ってたけど、夏美は囲碁を通して人と関わることが好きだよね」

「私が？」

「そう。自分で気がついてなかった？」

　どうだろう。囲碁を好きだという気持ちは昔から強かったと思うけれど、そういうふうに考えたことはなかった。

「だからおじいさんの教室を手放したって聞いた時は、残念で仕方なかった」

「……ひょっとして、あの時なにか俺にできることないって聞いてくれたのって」

「夏美の大切な場所を、俺が守れたらって思ったんだ」

「そうだったんだ……」

　拓海のそんな気持ちも露知らず、私ったらひどい言葉で彼を傷つけた。

「あの、本当にごめんなさい。私……」

　前を向いたまま、拓海がふっと口もとに笑みを浮かべる。

「昔のことはもういいんだ、気にしないで。大切なのは、今とこれから、だろ」

「拓海……」

　話し込んでいるうちに、レストランの駐車場に着いていた。車を停め、拓海が私の方を向く。

「夏美、本当はもう気持ち固まってるんじゃないの？」

「うん……そうなのかもしれない」

　今日のイベントに参加して、その想いは一層強くなったと思う。

「いつでも相談に乗るから、なにかあったら真っ先に俺のことを頼って。……間違っても、俺より先に園田さんを頼ったりしないで」

「拓海ったら」

　また聖司さん？と思わず噴き出してしまう。

「約束だよ、忘れないで。さあ、おいしいものでも食べて元気出そう」

　私より先に車を降りて、拓海が助手席を開け、エスコートしてくれる。私もついお姫さま気分で、差し出された手に手を重ねる。

　私、幸せだ。このままなにもなく、ずっとこのままでいられたらいいのに……。

「なに？」

　なんてことを考えていたら、つい拓海のことを見つめていたらしい。

「ううん、一緒にお出かけするのって嬉しいものだなあって思って」

「そうだな」

　あなたの瞳に映っているのが、私だけならいいのに。拓海のことを思えば思うほど、佐奈さんの影がチラついてしまう。

　こんな感情を抱えたまま、私はこの結婚生活を続けなきゃいけないの？

　苦しい気持ちを拓海に悟られないよう、私は拓海にとびきりの笑顔を向けた。
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　私が仕事から帰って真っ先にすることは、飼い猫のこはるにごはんをあげることだ。

「こはる～、お願いだから出てきて～」

　さっきから呼んでいるのに、こはるは拓海の部屋に籠もって出てこようとしない。

　一緒に暮らし始めて二ヶ月近く、彼女はいまだに私には見向きもしない。

「ごはん、ここに置いておくね」

　こはるを拓海の部屋から連れ出すことを諦めた私は、ごはんの入った皿を拓海の部屋の中に置き、そっと扉を閉めた。きっと私の姿が見えなければ、こはるも口をつけてくれるだろう。

　こはるのことが済んだら、今度は拓海と私の夕食の用意だ。エプロンを身につけ、シンクでお米を洗っていると、ピンポンとチャイムが鳴った。

　拓海が帰って来るにはまだ早いし、誰だろう？　今日届く宅配便はなかったはず。

「はーい」

　返事をしながらインターフォンを覗くと、見覚えのある若い女性がマンションの入り口に立っていた。

『あ、夏美さん！　私です。二条佐奈です』

　小鳥がさえずるような、可愛らしいこの声は間違いない。佐奈さんだ。

「はい、すぐ開けます！」

　急いで、ロックを解除する。佐奈さんが直接尋ねてくるなんて、どんな用事だろう？

　しばらくすると、玄関のチャイムが鳴った。

「夏美さん、こんばんは。突然申し訳ありません」

「いえ、どうぞ中に」

　恐縮する佐奈さんを、リビングに案内する。くるっと中を見回すと、佐奈さんは「わあっ」と感嘆の声を上げた。

「どうかしました？」

「あっ、ジロジロ見ちゃってすみません。なんだか新婚さんぽい部屋になったなあって思って……」

　そう言って、佐奈さんはあちこち視線を巡らせている。私はというと、「ん？」と引っかかるものがあった。

　新婚さんぽい部屋になったって、前にも来たことがあるってこと？　でもそんな疑うようなことを聞けるはずもなく、私はキッチンに向かい、彼女のために冷たいレモンティーを用意した。

「どうぞおかけになってください。拓海なら、もうすぐ帰って来ると思いますので」

　彼女をソファーに案内して、レモンティーを勧めた。

　佐奈さんを部屋に招き入れてすぐ、拓海には連絡を入れてあった。ちょうど家に向かっているとことだったので、あと数分もすれば帰って来るだろう。

「ありがとうございます。いただきます」

　グラスに挿したストローにそっと口をつけ、佐奈さんは「美味しいわ」と微笑んだ。仕草まで、品が良く美しい。こんな可愛い人、男性なら放っておかないよね。もちろん拓海だって……。

　複雑な気持ちで彼女に見惚れていると、佐奈さんが突然「そうだわ！」と両手を合わせた。

「先に夏美さんに渡しちゃおう」

　なんだろうと思って見ていると、佐奈さんはハンドバッグから白い封筒を取り出した。封筒の下部分には、淡いグレーでレース模様が描かれていて、表には【Happy Wedding!】と書かれている。結婚式の招待状だ。

「ぜひ夏美さんもいらしてくださいね」

「……ありがとうございます。ぜひ」

　幸せオーラ全開の笑顔で、佐奈さんが私に招待状を渡してくれた。

「あの、中を見せてもらってもいいですか？」

「あっ、夏美さんも興味ありますよね。どうぞ」

　邪気のない笑顔で、佐奈さんが勧めてくれる。私はそれに形だけの笑みを返した。

　実は私と拓海の間には、いまだに結婚式の話が出ていない。周年記念パーティーも終わったのに、だ。長男である湊人さんの結婚式が終われば、今度こそそういう話になるのだろうか。

　本当のところは、拓海がストップをかけているのではないか。ずっと前に頭をもたげた不安が、少しずつ大きくなっている。

　周年記念パーティーの時に、佐奈さんに聞きたくて聞けなかったことがある。拓海との、婚約の件だ。

　拓海が私に契約結婚の話を持ち出した時、彼は『意に沿わない結婚をさせられそうだ』と言っていた。その相手が、佐奈さんだという。

　でも拓海に、佐奈さんのことを嫌っている様子はない。むしろ佐奈さんには気を許しているようにも見える。ふたりで人目を忍ぶようにして会っているのも、私は偶然見てしまっている。

　私が感じた通り、拓海の想い人が佐奈さんなのだとしたら、拓海に断る理由はないはず。それなのに、どうして拓海は佐奈さんとの結婚を断ったりしたんだろう？

　拓海の『忘れられない人』が佐奈さんだなんて、私の勘違いだったらいいのに。そうすれば、なんにも気づかなかったふりをして、私はまだ拓海との生活を続けていられる。

　そんな一いち縷るの望みを胸に、私は勇気を出して佐奈さんに問いかけた。

「あの、前にちらっとお聞きしたんですけど、もともとは拓海と佐奈さんが婚約してたんですよね？」

「ああ、周年記念パーティーの時は、お話が途中でしたものね」

　そう言って、レモンティーのグラスをテーブルに置く。

「前もお話ししたとおり、私と相馬家のふたりは、幼馴染みなんです」

　佐奈さんのご実家は、郊外にある大きな病院だという。

「相馬とは畑違いの業種ですけど、そういう繋がりがあるのも、お互いの家のためにいいんじゃないかって考えたみたいです」

「まあ私には難しいことはよくわかりませんけれど」と言って佐奈さんは笑う。

「……そうなんですか」

　親に結婚相手を決められちゃうなんて。今の時代でも、そんなことがあるんだ。しかも……。

「年が近い方がいいだろうから拓海とっていうのも、そんな理由で？って思いますよね？　だから拓海が私との婚約を破棄して夏美さんと結婚するって聞いた時、ホッとしました。そしたら今度は、湊人さんとの婚約話が両家の間で持ち上がって」

「それじゃ、佐奈さんは拓海が私と結婚するから、湊人さんと婚約する羽目になったんですか？」

　拓海がダメになったから、湊人さんとの縁談を調ととのえたってこと？　あっちがダメになったから、次はそっちだなんて、そんなのあんまりだ。

　顔色を変える私に、佐奈さんは「待って、違うんです夏美さん！」と両手を振る。

「違うの。……私本当は、子どもの頃からずっと湊人さんのことが好きだったんです」

「えっ、そうなの？」

　そうか、だからあんなに幸せそうだったんだ。

「子どもの頃からってことは、湊人さんは佐奈さんの？」

「ええ。湊人さんは私の初恋の相手なんです」

　よくよく聞いたら、物心ついた時から、佐奈さんは湊人さんのことを好きだったらしい。

「あの、佐奈さんておいくつなんですか？」

「私ですか？　今二十三歳です」

　ということは、佐奈さんは二十年近くもの間、湊人さんのことを想っていたのだ。そして、初恋を成就させた。……なんて一途な人なの。

「たしか湊人さんは、今年で三十二歳になられるんでしたよね？　十歳近くも上の人に嫁ぐことに不安はないんですか？　それに、佐奈さんまだ若いのに」

　もう少し遊びたいとか、もっと社会経験を積みたいとか、その年頃の子なら、思うんじゃないだろうか。

「不安？　どうして？　大好きな人と結婚して一生添い遂げることができるんですよ。幸せだとは思うけれど、不安に思うことなんてひとつもないわ」

　きっぱりと言い切ると、佐奈さんは、はにかんだ笑みを浮かべた。

「……それに、湊人さんも私との縁談に最初は戸惑っていたようだけれど、今は前向きに受け入れてくれていると思います。……大事にされている、と感じますし」

　そう言って、耳まで赤く染めている。

　佐奈さん、愛されてるんだな。自分が長年想っていた人と結ばれるからだけじゃない。彼女が幸せそうなオーラを発していたのは、大好きな人に愛されているという自信があるからなんだ。

「夏美さんはそうじゃないんですか？」

「え？」

　わからない、というふうに佐奈さんが首を傾げる。

「不安要素があるのに、拓海と結婚したの？」

「それは……」

　彼女の問いを、はっきりと打ち消すことはできなかった。だって私たちの結婚は、彼女たちとは事情が違う。

　親から決められた結婚でも、順調に愛を育んでいる佐奈さんたちとは……。

　ちゃんとわかっていて拓海と結婚をしたのに、私には胸が痛くなることばかりだ。

「にゃあ～」

　何も言えずにいると、拓海の部屋に籠もっていたはずのこはるが、突然飛び出して来た。

「あっ、こはるダメ！」

「……こはる？」

　佐奈さんに気がつくと、勢いをつけて飛びかかる。

「佐奈さん、大丈夫ですか!?」

　知らない人が家にいて、興奮してしまったのかもしれない。引っ掻いたり、けがをさせたりしていなければいいけど……。しかし、私の心配は杞き憂ゆうだった。

「久しぶり。いいこね」

　こはるはゴロゴロと喉を鳴らし、佐奈さんの膝に乗って甘えている。

「……あれ、なんで？」

「この子の親猫は、うちの実家にいるんです。子猫たちが生まれた時、拓海にも一匹飼ってもらえるよう私がお願いしたの。生後すぐ、ここへ来たのよ」

　にしては、こはるは佐奈さんによく懐いている。これは、どういうこと？

「こはるって、拓海さんにしか懐いてくれないんです。私がいくらお世話してもダメで……」

「拓海にもらわれた後も、何度か様子を見に来てたんです」

　こはるのために、佐奈さんはここに来てたんだ。疑念がひとつ晴れて、心の底からホッとする。

　佐奈さんが体を撫でると、こはるはなんとも気持ちよさそうに目を細めている。私がどんなにこはるに心を砕いても、絶対に見せてくれない顔だ。

　私がどんなに想っても、こはるも、……拓海も、決して私には振り向いてくれない。ホッとしたのも束の間、今度は佐奈さんの存在の大きさに、押し潰されてしまいそうになる。

「夏美さん、この子のこと気にかけてくれてるのね。毛並みも綺麗だし、元気そうで安心しました。……でもあなたには、きっと懐いてくれないと思うわ」

「えっ、それはどういう……」

　佐奈さんの言葉にさらにショックを受けていると、玄関のドアが開く音がした。

「あ、拓海が帰ってきたんじゃないですか？」

「……そうかも」

　咄嗟に動けずにいる私より先に、こはるが玄関に走って行ってしまった。しばらくすると、「ただいま。いい子にしてたか～」とこはるを腕に抱いた拓海が、リビングに姿を現した。

　こはるを抱き上げて撫でまわす拓海のことを、なぜか佐奈さんはちょっと冷ややかな目で見ている。

「……おかえりなさい。佐奈さんいらしてるよ」

「ああ。久しぶり佐奈」

「おじゃましてます」

「そうだ、これ」と佐奈さんは紙袋を拓海に手渡した。

「これなに？」

「日本酒よ。拓海が前に好きだって言っていたものを、湊人さんが取り寄せてくれたの」

「えっ、わざわざ？」

　紙袋の中には、新潟の有名な日本酒が入っていた。ずっと暑かったし、ふたりで飲む時はビールがほとんどだったけれど、拓海は日本酒も好きなんだ。知らなかった……。

「兄さんにありがとうって伝えておいて」

「ええ。でも拓海も職場で会うでしょう？　直接言ってあげて。その方が喜ぶと思うわ」

　言いながら、佐奈さんが帰り支度をしている。

「私、そろそろお暇いとまします。夏美さんお邪魔してごめんなさい。お話しできて楽しかったわ」

「えっ、もう？　せっかく拓海も帰って来たのに」

「拓海なら、顔を見れたからもういいの」

　幼馴染みってこんなもの？　佐奈さんがこんなにつれないと、拓海はつらいんじゃないのかな……。

「相変わらず俺の扱いは雑だな」

「ごめんなさい。私は湊人さんだけで手いっぱいなの」

　私の心配をよそに、拓海と佐奈さんは親し気に笑い合っている。とてもふたりの間には入れない。胸の痛みに立ち尽くしていると、拓海が抱いていたこはるを床に下ろした。そして日本酒の入った袋を私に預けてくる。

「俺、ちょっと送ってくるよ。行こう、佐奈」

「ああ、うん。気をつけて」

「それじゃ、夏美さんまた」

　行かないでほしい。ふたりきりになんてならないで……。でも、そんなこと言う資格、私にはない。

　柔らかな笑みを残して、佐奈さんは帰っていく。ふたりが去った後も、こはるは寂しそうに玄関の前で鳴き声をあげていた。




「夏美、つまみ買ってきた。佐奈がくれた酒開けよう」

　佐奈さんを送った帰りに、スーパーに寄って来たらしい。

　拓海が買ってきたものは、焼き鳥や生ハムを使ったサラダなど、肉類中心でちょっと重めのものが多かった。

「お腹空いてるんでしょ。ごめんね、まだ夕飯の用意できてなくて」

「いいよ、佐奈が来てたからな。飯は炊けてるんだろ？　これでもの足りなかったら、俺が雑炊でもお茶づけでも作ってやるよ」

　私に優しく微笑むと、拓海は晩酌の用意を始めた。お惣菜を温めたり、食べやすいようトレイから皿に盛りつけなおしたりと手際がいい。佐奈さんが持って来てくれた日本酒は、冷酒用のカラフェに移して、冷やしてくれていた。

「ほら座って。夏美は日本酒いけるんだっけ」

「好きだよ。ありがとう」

「それじゃ、乾杯。佐奈の相手お疲れさま」

　そんな、まるで面倒くさい人の相手をしていたみたいな言い方しなくても。佐奈さんのこと、憎からず想っているくせに。ひょっとして、私に対して後ろめたいと思っているんだろうか。そう考えて、また胸がチクリと痛む。

「私は話が聞けて楽しかったよ。乾杯」

　敢えて明るい声を出して、胸の痛みを押し込める。もらったお酒を一口含み、「ああ美味い！」と拓海が声を上げた。本当に口に合うようで、おつまみと一緒に、すいすい飲んでいる。

「本当に美味いな。疲れを忘れる」

「拓海って、日本酒も好きだったんだね。私は全然知らなかった」

「そうだっけ？」

　拓海はなんでもないことのように言っているけれど、私はそのことにもショックを受けていた。

　妻である私は、彼にとって一番近い存在であるはずなのに。幼い頃から長い時を過ごしてきた佐奈さんの方が、拓海のことをたくさん知っている。

「夏美、食べないの？」

「食べるよ。……拓海、なんだか今日は機嫌がいいね」

「もらった酒が美味いからな」

　本当に、それだけ？　久しぶりに佐奈さんに会えたからじゃないの？

　鼻歌でも歌い出しそうなほど上機嫌の拓海を、どうしても疑いの目で見てしまう自分がいる。

「それに」と拓海は一度箸を置くと、日本酒の入ったグラスを手に取った。

「佐奈は子どもの頃からずっと、兄貴のことが好きだったんだ。それを親の勝手で俺と結婚させられそうになって」

「佐奈さんから聞いたよ。すごいね……そんなに長い間ひとりの人を想っていられるなんて」

「そうだな……」

　グラスを口に当て、拓海が遠くを見るような表情をしている。

「……よかったよ、一番好きな人と結婚できることになって。本当によかった……」

　そんな拓海の様子を見ていて、パズルのピースがカチリとはまった気がした。

『意に沿わない結婚』だったのは、拓海にとってではなく、佐奈さんにとって。

　佐奈さんは、こはるの成長を見守るために、頻繁にこの部屋にも出入りしていた。佐奈さんはきっと、子どもの頃から遊びに来ている感覚で、ここを訪れていたのだろう。そして、持ちかけられた縁談や湊人さんのことなんかを、拓海に相談していたのかもしれない。

　たぶん拓海は、ずっと湊人さんのことを想ってきた佐奈さんのために、私と結婚をすることを選び、身を引いたのだろう。そんな強引な手段に出たのも、ご両親の目を自分から湊人さんに向けさせるためだったんじゃないのかな。

『俺さ、自分が好きな人からはまったく恋愛対象として見られないんだよな』

　プロポーズされた時、拓海はそう言っていた。やっぱりあれは、湊人さんに夢中で拓海の想いに気がつかない佐奈さんのことだったんだ。

　拓海がそこまでする理由はひとつ。それほどまでに佐奈さんのことを好きだから。

　だから彼女が幸せになることだけを考えて、拓海は自ら身を引いたのだ。

「酔った？」

「え」

「夏美、さっきからボーっとしてる」

　拓海が心配そうな顔で覗き込んでくる。彼と目が合った途端、私の中から愛しさが溢れ出してきた。

　私はなんて、報われない恋をしてしまったのだろう。しかもその相手と、もう結婚しているだなんて。

　拓海は好きな人の幸せのために身を引いた。それに比べて私は……自分が拓海といたいからって、拓海の優しさに甘えてずっとここに居ようとしてる。

　拓海の佐奈さんへの大きな愛情を目の前にすると、今の自分がちっぽけに思えて仕方ない。

　佐奈さんはもう結婚してしまうけれど、これから先、拓海にも本当に好きな人ができるかもしれない。このままじゃ、いずれ私が拓海の幸せを阻む存在になってしまう……？

　じわじわと、瞳に涙が浮かんでくる。せっかく気持ちよくお酒を飲んでる拓海に、こんな顔は見せたくない。

「ちょっと、酔っちゃったかも。具合悪いから先に寝るね。拓海はゆっくりして」

「ひとりで大丈夫か？」

　ふたりでいるのに、気持ちはお互いを向いていないのだ。わかっていて同意した結婚だったけれど、こんなにつらいものだなんて。

　拓海の狙い通り湊人さんと佐奈さんの結婚が決まった今、この結婚を続けることに意味なんてあるのかな……。

「平気だよ。おやすみなさい」

　それ以上拓海の顔は見られないまま、私は先に寝室に引っ込んだ。




　翌日の仕事終わり、久しぶりに、綾さんと飲みに出た。いつも誘ってもらうことが多かったけれど、今夜は私から声をかけたのだ。だってひとりで拓海の帰りを待つことも、帰って来た拓海と顔を合わせることもどちらもつらい……。

　賑やかな週末の居酒屋は、仕事帰りのサラリーマンやＯＬでごった返している。

「なあに、そんなに暗い顔して。相馬さんとなにかあったの？」

　オーダーしたビールとお通しが届くやいなや、綾さんが聞いてきた。

　私たちの結婚の真相は、誰にも伏せてきたことだ。でも、これ以上自分の気持ちをごまかしたまま、抱えていられそうになかった。

「綾さん、絶対に他言はしないと約束してくれますか？」

「なに？　もったいぶって」

　綾さんは、私が半分ふざけているとでも思ったのかもしれない。

「約束してくれますか？」

　さっきより私の声が重く、真剣味を増しているのがわかったのだろう。綾さんは眉をしかめた後、「……わかった。約束するわ」とうなずいてくれた。

「綾さん、私と拓海のこと、まさか本当に結婚するとは思わなかったって言いましたよね？」

「ああ、そんなこと言ったかもね……」

　はっきりとは覚えてないのだろう、綾さんはうーんと考えこむような仕草をした後、あやふやな物言いをした。

「綾さんがそう思ったのも無理ないと思います。私たち実は、契約結婚ってやつなんです」

「……夏美ちゃん、なにいってるの？」

　綾さんは今まさに飲もうとしていたビールのジョッキを置くと、テーブルに手をついて身を乗り出した。

「契約結婚ってどういうこと？　漫画なんかでよくあるあれ？」

「ちょ、ちょっと綾さん落ち着いて」

「ちゃんと説明してよ！」

　興奮した綾さんが、ドン！とテーブルを叩いた。気まずい雰囲気が流れる。思わずうつむく私に、綾さんは「……大きな声出してごめん。でもちゃんとわかるように話して」と冷静な声で言った。

「……わかりました」

　覚悟を決めて綾さんの方を向く。私は、ゆっくりと話し始めた。

「拓海からプロポーズされた時、私、綾さんに相談しましたよね？」

「もちろん、ちゃんと覚えてるわよ」

「実は、その時、拓海から契約結婚をしないかって持ちかけられたんです」

　おじさまに二度までも騙されて拓海とお見合いをしたあの日、私は彼から偽のプロポーズをされた。

「拓海は、望んでいない相手との婚約から逃れるため。私は、おじさまのお見合い攻撃から離脱するため。お互い利害の一致を見て、結婚することを決めました」

「ちょっと待って。それじゃあ相馬さんは最初から契約結婚をするつもりで夏美ちゃんに近づいたってこと？」

「……さあ。そこまでは、私にはわかりません」

　加藤さんとのお見合いの席で、拓海に助けられたのはたぶん偶然だと思う。その後おじさまが必死で捜し出したおかげで、拓海は榊物産にも来ることができたのだ。拓海の方から私との再会を仕組んだとは思えないし、拓海がそんなことをする人だとは思えない。おそらく何度か私と顔を合わせるうちに、私を契約結婚の相手にと考えるようになったのだろう。

「あいつ……許せないわ。夏美ちゃんのこと本気で幸せにするって言ったから、婚姻届だって用意してあげたのに」

「拓海がそんなこと言ったんですか？」

「ええ、間違いなく私に言ったわ。だから私も彼のことを信用したのよ」

　本当だったら飛び上がるほど嬉しい話だけれど……。

「それで、実際のところはどうなの？　夏美ちゃんだって相馬さんにお弁当作るとか言ってたし、まんざらでもなかったんじゃないの？」

「まんざらでもないどころか……、私はもう彼のことを好きになってしまったんです」

　一度自覚してしまえば、気持ちは膨らむ一方で、たとえ偽物の関係でもいいから、このまま拓海と夫婦を続けていたいって思ってしまう自分もいる。その一方で、拓海が佐奈さんの幸せを考えたように、私も拓海のことを想うなら、自分の方から離れるべきなのかもしれない、とも思う。

「でも、本当にこのままでいいのかなって悩んでもいるんです」

　私は、佐奈さんと拓海が一緒にいる姿を見たこと、パーティーのこと、そして佐奈さんがうちに来たことや、その時に交わされた会話や私の気づき、猫のこはるのことなどをひと通り綾さんに話して聞かせた。

「最初は、なにがあっても拓海といられるなら幸せって思ってました。だけど、佐奈さんのことを好きなんだって確信してしまってからは……」

「なるほどね……」

　拓海の本当の気持ちは、今でも佐奈さんにあるのかもしれない。そのことを告げると、綾さんは真剣な顔で私を見た。

「夏美ちゃん、酷なことを言うようだけど、私ならそんな結婚は今すぐやめるわ」

「綾さん……」

「私ね、仕事を理由に離婚を切り出された時、仕事を辞めて家庭に入るからやり直したいって言ったの。でも向こうにはすでに好きな人がいて、ダメだった」

「そうだったんですか……」

　綾さんにとって、この話はふさがることのない傷なのかもしれない。彼女の口から、離婚の詳細を聞くのはこれが初めてだ。

「他の人を想っている人と、一緒にいるのはつらいよ。夏美ちゃんには、私と同じような思いをしてほしくない。……そんな結婚なんてやめて、本当に夏美ちゃんのことを愛して幸せにしてくれる人と幸せになってほしいの」

　たぶん綾さんの言っていることは正しい。一緒にいることがつらい結婚生活なんて続けていけるはずがない。だってすでに私は、苦しくてたまらない。

「決めるのは、夏美ちゃんよ。でも私は今すぐにでもやめてほしいって思ってる」

　どうするのか、決めるのは私。私に、拓海から離れる選択ができるのだろうか。

　その夜、家に帰りたくないという私に、綾さんはとことん付き合ってくれた。




　拓海に対して複雑な気持ちを抱いたまま、二週間ほどが過ぎた。

　ちょうど拓海は、顧問弁護士を務めている会社で海外企業との折衝の仕事が入り、調べ物や契約書の作成で帰りが遅くなったり、海外への出張が入ったりして、家を空けることが多かった。

　不在がちな拓海を恋しく思う反面、彼への気持ちを抱えたまま苦しい思いをしないで済むことにホッとしている自分もいる。

　綾さんには、いっそのこと拓海の気持ちを確かめてみたらと言われているけれど、私はなかなかその踏ん切りがつかずにいた。

「こはるー、ごはんだよー」

　私が呼ぶと、拓海の部屋からこはるが出て来る。

　最近は、名前を呼べばなんとか私の前にも姿を現すようになってくれた。でも私が触れようとすると、こはるは毛を逆立てて怒りをあらわにする。そしてまた、拓海の部屋に籠もってしまう。

　昨日もおとといも、こはるはいつもの半分くらいしかごはんを食べてなかった。

「こはるも拓海に会えなくて寂しいんだよね」

　どんなにこはるにつれなくされても、もう数日拓海と会えずにいる彼女と自分が重なって見える。

「後でもいいから、ちゃんと食べてね」

　こはるの前にごはんの入った皿を置いて、私は静かにその場から離れた。

　片付けをしていると、スマホが鳴る。拓海からのメッセージが届いていた。

【夏美元気にしてる？　明日戻る。お土産楽しみにしてて】

　男の人ってこんなものなんだろうなってくらい、シンプルで短いメッセージ。それでも仕事の合間に私のことを思い出してくれているって思うだけで、嬉しくなってしまう。

　拓海の出張先は台湾だ。あちらは日本以上に湿気がひどいと聞く。バテたりしてないかな。ちゃんとごはん食べているだろうか。

【私は元気だよ。今こはるにごはんをあげたところ。こはるすっごく寂しそう。ごはんもいつもの半分しか食べないの。早く顔を見せてあげて】

　聞きたいこと、話したいことはいっぱいある。でも長文を打つことはせずに、必要最低限、こはるの様子を拓海に知らせた。

　こはるは佐奈さんから譲り受けた大切な子だ。きっと拓海も気にかけているはず。

　メッセージを送信して、片付けの続きをしていると、今度は着信が鳴った。電話は拓海からだった。

『あ、夏美？　今話せる？』

　ほんの数日会っていないだけなのに、電話越しの拓海の声がひどく懐かしいものに感じる。自分の気持ちが溢れてしまわないようそっと息を吐いて、拓海に応えた。

「大丈夫よ。なにかあった？」

『なにかあったわけじゃないんだけど……』

　そこまで言って、拓海が言い淀む。私は黙って、話の続きを待った。

『夏美の声が聞きたかったんだ。それに夏美からのメッセージ、こはるのことばっかりだったからさ』

　一番気にしていることだと思ったんだけれど、さすがにそれだけじゃ素っ気なかったかな？

「……ごめんね。こはるがあまりに寂しそうで。日本に戻ったら、いっぱい構ってあげて」

　こはるの不機嫌は今に始まったことではないけれど、あの意気消沈ぶりは目に余るものがある。少しでも早く、拓海に会わせてあげたい。

『わかった、そうするよ』

　それだけ言うと、また沈黙が続く。

「拓海？」

『こはるのことはわかったけど、夏美は？』

「え？」

『夏美は俺がいなくて寂しくないの？』

　ストレートな質問に、顔が熱くなってくる。

「そんなの、寂しいに決まってるじゃない」

　ついムキになって、正直に口に出してしまった。

　からかいたくてわざわざ電話をしてきたんだろうか？　以前は笑って許せていた拓海のいたずらが、今は少し恨めしい。

　しかしスマホから聞こえてきた彼の返事は、予想外のものだった。

『そう。……よかった。夏美は俺なんていなくても平気なのかって、不安になったんだ』

　心から、そう言ったように思える、深いため息まじりの声だった。

　拓海ったら、どうしてこんなことを……。

『明日帰る。日本に着いたら、まっすぐうちに帰るから』

「……わかった、私も明日は定時で帰る。拓海のこと待ってるね」

『ああ、おやすみ』

　噛みしめるような声がして、そして、電話は切れた。




　翌日。拓海は、本当に羽田からどこにも寄らずに帰って来てくれたようだ。十九時過ぎには、ちゃんとうちに帰って来た。

　玄関が開く音がすると、今まで姿を消していたこはるが、部屋の隅から飛ぶように走っていく。

「寂しい思いさせてごめんな」

　玄関の方から、拓海がこはるをあやす声が聞こえてくる。お互い感動の対面を果たしているようだ。よかった、これでこはるも元気を取り戻すに違いない。

　ふたりの邪魔をしないように、キッチンからそっと近づいた。

「おかえりなさい」

「ただいま！　あー、夏美だ……」

「ちょ、ちょっと拓海!?」

　よっぽど疲れていたのだろう、私を見た途端、拓海は脱力したかのようにしがみついてきた。

「大丈夫？　ちゃんとごはん食べてたの？」

　体を離して、拓海の顔をまじまじと覗き込む。出張に出る前より、少し頬の肉が薄くなったような気がする。

「飯はうまかったんだけど、あいつらここぞとばかりにこき使いやがってさ。交渉に何時間もかけるわ、蒸し暑い中あちこち連れ回されるわ、ほんとくたびれた」

　厳しい現場に慣れているはずの拓海でも、さすがに向こうの気候は堪こたえたのだろう。加えて、初めてのアジア出張で、よけいに気を使ったのかもしれない。

「拓海って、そんなに口が悪かったっけ？」

「……悪かったな。夏美に会って気が抜けたんだよ」

　くすくす笑いながら言うと、拓海はほんの少しバツの悪そうな顔をした。

「ごはんもできてるんだけど、その前に少しでもいいからこはると遊んであげて」

「わかった。でもその前に、これ」

　拓海は荷物の中から紙袋を取り出すと、私に手渡した。中を覗くと、台湾名物のお菓子の箱がたくさん入っている。

「うそ、こんなに？」

「全部味見して買ったから、味は確かだよ。ちゃんと夏美の舌に合うと思う。好きなだけ食べて」

　そんなに消耗するほど忙しかったのに、私のために選んでくれたの？

「どうした夏美？　やっぱりコスメとかの方がよかった？　でも俺そういうのあんまりわからなくて……うわっ!?」

　嬉しさのあまり、気がついたら拓海に飛びついていた。

「ううん、嬉しい。ひとつひとつ私を思い浮かべながら選んでくれたのが、一番嬉しい」

　拓海の優しさが、寂しかった心に沁みる。拓海の心の中に、少しは私の居場所があるって思っていいのかな。それだけで、私の恋は十分報われた気がする。

　やっぱり、こんなに優しい人のことを、私のわがままで縛り付けちゃいけない。

　拓海が契約結婚を申し出たのは、佐奈さんと湊人さんの未来を結びつけるため。それが叶った今、私が拓海にしてあげられることは、ただひとつ。拓海をこの結婚から解放してあげることだ。

　佐奈さんと湊人さんの結婚式を見届けたら、拓海を自由にしてあげよう。この二週間、たくさん考えて、私はそう決意をした。

「喜んでもらえてよかった。こはるにもお土産渡してくるな」

「うん、ごはん用意しておくね」

　こはるへのお土産は、おもちゃらしい。早速気に入って、夢中になって遊んでいる。

　拓海とこはるのそんな様子を見ていられるのも、きっとあとわずか。微笑ましい情景を忘れないように、私は目に焼き付けた。










本当の気持ち




　十二月の凍てつく風が、頬を掠める。見上げた空はどこまでも高く、ふたりの門出を祝うかのように晴れ渡っている。

　チャペルのベルが鳴って、中から花婿と花嫁が姿を現した。

　小春日和の今日は、湊人さんと佐奈さんの結婚式だ。私と拓海は夫婦として彼らの式に参加している。正式な夫婦として、おそらく最後のイベントになる。

　フラワーシャワーの下を、幸せそうなふたりが歩いて行く。

　純白のウェディングドレスに身を包んだ佐奈さんは、物語の中から抜け出してきたヒロインのように綺麗だ。拓海は今、どんな気持ちで彼女を見ているのだろう。

　見てみたい、けれど拓海の想いを見せつけられるのが怖い。私の視線は、ずっと湊人さんと佐奈さんの姿を追っていた。

　ふたりが階段を降りきると、その周りに式に参列している女性陣が集まって来る。今からブーケトスが行われるのだ。

「残念、夏美はもう参加できないな」

　そう言って、拓海が私の左手を取る。拓海が触れた場所には、銀色に輝く指輪がきらめいていた。

「既婚者じゃなかったとしても、私があそこに入るのはちょっと厳しいかな」

　集まっているのは、おそらく佐奈さんの友人たちだろう。私よりもずっと年下の子たちばかりに見える。みんな鮮やかな色のドレスで着飾っていて、全員が集まるとこの場がとても華やかになる。

「なに言ってんだ。夏美だって負けてないよ」

「そう言ってくれるのは拓海だけだよ。ありがとう」

　今日の私は、黒のタイトなワンピースで、全体的にシックな装いにしている。

　式の主役はあくまで佐奈さん。完璧な引き立て役に徹するつもりだ。

　にぎやかなブーケトスの様子を眺めていると、ちょうど輪の対角線上に、聖司さんが立っているのを見つけた。ブーケトスの最中だというのに、数人の若い女性たちに囲まれている。

　彼も新郎側のゲストのひとりなのに、やはり周りの人は放っておいてくれないらしい。

　彼がなにかを話して、ようやく女性たちが離れていく。

　その様子を眺めていると、聖司さんが私に気づいた。ポケットの中からスマホを取り出して、なにやら打ち込んでいる。

　しばらくすると、クラッチバッグの中に入れていたスマホから振動が伝わってきた。

　入っていたのは、聖司さんからのメッセージ。【式の後なら少し時間が取れる】とあった。

　今日のうちにどうしても、私から聖司さんに話しておきたいことがあったのだ。彼に向かって、『ありがとうございます』と頭を下げる。そうしている間に、ブーケトスは終わっていた。

「終わったな。夏美、披露宴が始まる前に、親族の控室に寄って行こうか。親戚連中が、夏美のことを紹介しろってうるさいんだ」

　まだ式を挙げていない私たちは、正式な挨拶ができていないかたも多い。

　一瞬迷ったけれど、行けないなんて言えるはずもなく。

「わかったわ」

　私は、拓海の後に続いた。




　場所を変えて行われた披露宴は、かなり盛大なものだった。

　新郎側の家業は弁護士、新婦側の家業は医療関係ということもあって、招待客もかなり多く、老舗ホテルの一番集客できるホールを貸し切って行われた。

　途中の歓談の時間では、新郎新婦ふたりの結婚式というより、異業種交流会のような雰囲気も感じたけれど、式の終わり、新婦からの手紙が読み上げられると、多くの人々が涙に誘われた。

　可愛らしいパステルブルーのドレスに身を包んだ佐奈さんが、湊人さんに支えられ、両親への感謝の気持ちを綴る。彼女が本当に家族から愛されてきたことがわかる、素敵な手紙だった。

　ふたりが寄り添うようにして立っている壇上を、拓海は片時も視線を逸らさず見ていた。ほんの少しだけ目を潤ませて。まるで、佐奈さんの姿を焼き付けるように。

　拓海のそんな姿を見て、やはり私の決意は正しかったのだと確信した。

　湊人さんと佐奈さんの結婚式が終わった今、私と拓海が夫婦でいる理由はない。拓海の気持ちが佐奈さんにある以上、私には、どうしても無視することはできない。

　この式が終わったら、拓海に離婚届を手渡そう。もう拓海を解放してあげよう。

　佐奈さんと結ばれることはなかったけれど、いつか拓海にもまた心から愛せる人が現れたらいい。

　まだ胸は痛むけれど、私もようやく彼の本当の幸せを願えるようになってきた。

　そして私も、前を向こう。いつか自分の教室を開けるよう、仕事も、その準備も頑張ろう。たとえ拓海が隣にいない未来でも、ちゃんと自分の足で立てるように。

　無事披露宴も終わり、新郎新婦と写真を取ろうと列に並んでいる人、二次会へ向かう相談をしている人、知り合いを見つけ話し込んでいる人たちが、式場のロビーにたむろしている。

　私はその場所から離れ、ある人の姿を捜していた。

　人の輪から外れた場所に、あまり目立たないようにして人待ちをしている男性がいる。私に気がつくと、軽く手を挙げた。

「夏美ちゃん、久しぶり」

「聖司さんお待たせしてすみません」

　また招待客に見つかって、聖司さんが取り囲まれたりしたら敵わない。

　奥まった場所にある、観葉植物で半分隠れている待機用のソファーに、聖司さんと向かい合わせで腰かけた。

「お呼び立てしてすみません」

　聖司さんには、私から連絡をした。教室の再開に向け、本格的に動くことにしたのだ。

　まずは物件探しからと思い、あれこれ調べてみたけれど、なかなかこれというのが見つからない。それで、教室運営のことなども含め、聖司さんにアドバイスをお願いしたのだ。

「これ、頼まれてた資料」

「ありがとうございます」

　もらった資料を封筒から取り出して、パラパラとめくる。

「さすがですね。これなんかよさそう」

　若手を代表する棋士ということもあって、人脈も幅広いのだろう。私なんかでは到底見つけられないような優良物件を、聖司さんは探してきてくれた。

「どれもいい物件だとは思うが、君にとって一番いいと思うところは、押さえられなかったんだ」

「私にとって一番いいところ？」

　どういう意味だろう？　きょとんとする私を見て、聖司さんがふっと口元をゆるめた。

「……わからないか。ちょうどいい、彼に聞いてみたらどうだ」

「えっ？」

　なんのことかわからなくて聖司さんの視線を追う。

「夏美！」

　その先に、早足でこちらに向かってくる拓海の姿が見えた。眉間にしわを寄せ、なんだか少し怒っているようにも見える。

「……拓海？　どうして」

　聖司さんのことが苦手な拓海に遠慮して、ここで会うことは内緒にしていたのだ。そのせいで、よけいに怒らせた？

　拓海を迎えて立ち上がった私に、彼はまっすぐな視線を向けた。

「急に夏美の姿が見えなくなって、捜してたんだ」

　そんなにあちこち捜し回ってくれたのだろうか。きっちりとセットしていた髪が、少し乱れている。拓海は黙ったまま、視線をちらりと聖司さんに向けた。

「夏美は俺と別れて園田さんのところに行くつもりなの？」

「……なに言ってるの？」

　どうして私が、拓海から聖司さんに乗り換えなくてはいけないんだろう？

「……園田さんが夏美の忘れられない人なんだろう？」

「忘れられない人？　それってどういう……あ！」

　そういえば、私は『忘れられない人がいる』と言って、ずっとおじさまが持ってくるお見合いの話を断っていたのだ。拓海のことにばかり気を取られていて、すっかり忘れていた。

「違うの拓海。その話はお見合いを断るための口実で……」

「あんなに言ったのに、夏美はどうして俺にはなにも相談してくれないんだ。そんなに俺のこと信用できないのか？　こんなんじゃいつまでたっても本当の夫婦になれない……」

　どういう意味？　拓海はなにを言ってるの？　堪らず、口を開いた。

「本当の夫婦って、いったいどうやって？　……どんなに足掻いたって、私たちは契約で結ばれた夫婦なのに！」

「……契約で結ばれた夫婦？」

　聖司さんの声がして、ハッと気がつく。どうしよう、私たちが契約結婚だってことが聖司さんに知られてしまった。

　聖司さんは私と拓海を交互に見比べると、はーっとこれみよがしにため息をついた。

「なるほどね、湊人に話を聞いた時から、なにかおかしいとは思っていたが……」

　と思ったら、なにがおかしいのかふっと小さく笑みをこぼす。……聖司さんが、笑っている！

「君たちは、まずは自分の正直な気持ちをぶつけることが大事なようだな」

　そう言うと、聖司さんはゆっくりと席を立った。

「拓海くん、君はまだ夏美ちゃんに言ってないことがたくさんあるんじゃないのか」

　聖司さんに言われ、拓海がぐっと言葉に詰まったような顔をする。どういう意味なんだろう？

「そういえば、さっきの物件の話だが」

　そう言って、聖司さんがまた別の封筒を私に渡す。中身を取り出すと、とある物件の資料が出て来た。

「聖司さん、ここに映っているのは祖父の家……？」

「ああ、そうだよ。俺が清家先生の教室を買い戻そうと思ったんだ。しかし調べてみたら、すでに手遅れだった。俺より先に、手に入れた人物がいるんだよ」

「そんな……」

　すでに人手に渡ってしまった祖父の家が、さらに転売されてしまったってこと？　いずれは買い戻せたらと思っていたのに、よけいに難しくなったんじゃ……。

　涙目になる私を見て、聖司さんは苦笑を浮かべた。

「詳しい話は、拓海くんに聞いてみたらいい」

「……拓海に？」

　どうしてここで拓海の名前が出るの？　不思議に思って拓海の顔を覗くと、なぜか照れたような顔をして、私から視線を逸らした。

「それじゃ、俺は失礼する」

　あとはふたりでごゆっくり、と聖司さんが片手を上げる。

「……聖司さん、色々と気にかけてくださってありがとうございました」

「君は大事な兄弟弟子だからな。いつでもなんでも言ってくれ。すぐに飛んでいくよ。別におかしな意味じゃなくて」

　そこでいったん言葉を切って、聖司さんは拓海の方を向いた。拓海は、気まずそうな顔をしている。

「夏美ちゃんを見守ることが、清家先生への最大の恩返しになると思うからだ。それだけだよ」

「聖司さん……」

　聖司さんとの縁は、祖父が繋いでくれたものだ。今までなおざりにしてきた分、これからは大切にしたい。

「そろそろ行くよ。……次会えるのは、君たちの結婚式かな？」

「聖司さん、それは……」

　聖司さんったら、突然なにを言い出すの。でも、拓海はなんと答えるのだろう。つい拓海の反応が気になってしまう。

「はい、必ずお呼びしますので、乾杯の挨拶はお願いします」

「拓海……？」

　私たちの結婚式のこと、ちゃんと考えてくれてるの？

　不安な気持ち半分で見上げると、拓海がぎゅっと肩を抱いてくれた。今でもこのぬくもりを、できることなら手放したくないと思っている私がいる。

　……ダメだな、私。やっぱり全然吹っ切れてなんかいなかった。

　そんな私たちを見て肩を竦めると、聖司さんはそのまま黙って去って行った。聖司さんを見送った後、「とりあえず、早くうちに帰って話そう」と拓海が言ってくれた。私も、彼に聞きたいことがたくさんある。

　帰る前に、湊人さんと佐奈さんに挨拶をするため、控室に向かった。

「兄貴、入ってもいい？」

「ああ、どうぞ」

　ノックをしてドアを開けると、着替えを終えてくつろいでいるふたりの姿が見えた。

　ひと休みしてから、二次会に向かうつもりなのだろう。湊人さんはドレッシーなダークスーツを、佐奈さんはふんわりとしたレース素材のワンピースを身につけている。佐奈さんは年齢に合った可愛らしい格好なのに、湊人さんと並ぶとちゃんとバランスが取れているから不思議だ。年の差があろうと、それだけお似合いのふたりだということなのだろう。

「ふたりともおつかれさま。いい式だったよ」

「拓海も夏美ちゃんもありがとう。疲れただろ」

「それはおふたりの方でしょう？」

　お互いに式の感想を言い合って、私と拓海も、式の最中に写した写真を早速ふたりに見てもらったりした。

「次はふたりの番だな。先に入籍をしたのはそっちだったのに、順番を守らせて悪かったな」

　拓海の口からなかなか結婚式の話が出ないと思っていたら、そういうことだったの？

「いいんだよ。俺たちはゆっくり準備するから。な、夏美」

「……え？　う、うん」

　私たちが、結婚式を？　ついさっきまで拓海とは離婚をするつもりだっただけに、なんだか実感が湧かない。

「ねえ夏美さん、拓海のうちの猫ちゃんは、懐いてくれました？」

　急になにを言い出すのだろう？　びっくりして目を丸くしつつも、「いえ、それがなかなか……」と佐奈さんに向かって首を振る。

「そう」

　茶目っ気たっぷりに微笑むと、佐奈さんは私の腕を引いた。拓海と湊人さんから少し離れた場所で、私の耳に片手をあてる。

「この後おうちに帰ったら、あの子のこと『こなつ』って呼んでみて。きっと態度が変わると思うから」

「……こなつ？」

　私が言うと、佐奈さんがコクコクとうなずく。どう意味だろう？

「湊人さん、そろそろ行きましょうか」

「そうだな」

　控室の時計を見ると、二次会の開始時刻が迫っている。

「新婚旅行のお土産、たくさん買ってきますから。夏美さん楽しみにしていてくださいね」

「わあ、嬉しい。ありがとう佐奈さん！」

　お礼を言うと、佐奈さんがにっこりと微笑んだ。湊人さんは佐奈さんの肩を抱き、幸せそうな笑みを浮かべている。

　佐奈さんたっての希望で、新婚旅行は少し時間をかけてヨーロッパを周遊することにしたという。湊人さん、よくスケジュールの調整ができたな、と思ったけれど、結局のところ、湊人さんは佐奈さんには逆らえないらしい。佐奈さんのことが可愛くって、彼女の願いは断れないってところだろう。いやむしろ、嬉々として聞いてあげているのかも……。

「佐奈、俺にお土産は？」

　佐奈さんはジトっとした目で拓海を睨むと、ぷいと顔を背けた。

「拓海なんて知らないわ。夏美さん、手のかかる弟だけどよろしくお願いしますね。どうしようもない時は、見捨ててくださって結構ですから」

　どういうわけか、佐奈さんは拓海に対しての当たりが強い。

「拓海、佐奈さんになにかしたの？」と小声で聞いてみても、肝心の拓海は肩を竦めるばかり。

　でも、そうか。佐奈さんは湊人さんと結婚したんだから、拓海は正式に彼女の弟になったのだ。

「手がかかりますか？　拓海が？」

　拓海ほど完璧な人もいないと思うのだけれど……。私が首を傾げていると、佐奈さんがうふふと声に出して笑った。

「家に帰ってから、拓海にゆっくり教えてもらうといいわ。もちろん、こはるも一緒にね」

　拓海はというと、ようやくなにか思い当たることがあったのか、苦虫を噛み潰したような、なんとも言えない顔をしていた。




　式場から家へ戻り、早速私と拓海は向かい合った。なにか言いにくいことがあるのか、拓海はなかなか口を開こうとしない。それで、私から聞いてみることにした。

「拓海ったら、なんであんな勘違いしてたの」

　聖司さんが私の忘れられない人だなんて。こうして再会するまで苦手意識こそあったけれど、聖司さんのことを恋愛の対象として見たことなんて一度もない。

「だって、夏美あの人と会ってから様子がおかしかっただろ？」

「えっ、そう？」

「そうだよ！　周年記念パーティーの時もふたりで仲よさそうに話してたし、あの後夏美、ぼーっと考え込んでいることも多かった。最近は、俺のことを避けてるみたいだったし。だから、園田さんと再会して夏美が動揺しているんだと思って……」

　私が拓海のことを避けていたのは、佐奈さんのことがあったからだ。拓海の手前、なにもないふうを装ってつもりだったけれど、彼はちゃんと気がついていたんだ。

「その頃は、色々考えることが多かったから……」

「色々ってなんだよ」

　佐奈さんへの気持ちを確かめるなら、今しかない。私は、覚悟を決めた。

「……拓海は、佐奈さんのことが好きなんだよね？」

　私が言うと、拓海は動きを止めた。理解できないといった感じで眉をしかめていた顔が、だんだんと驚きの表情に変わっていく。

「はあっ!?　俺が佐奈を？　なんでそうなるんだよ!?」

「え、だって……」

　私は、佐奈さんがうちに来た時の様子を拓海に伝えた。私には懐こうとしないこはるが、佐奈さんにはべったりだったことも。

「だから、きっと佐奈さんは拓海のところにしょっちゅう来てたんだろうなと思ったの。佐奈さんはこはるのことが気になって来てたんだろうけど、拓海は佐奈さんが来てくれることが嬉しかったのかも、って……」

「佐奈がこな……、こはるに会いにうちに来てたのは間違いないけど、別にやましいことなんてないよ。前にも言ったろ？　佐奈はずっと兄さんのことが好きだったって。だから、どうすれば俺との結婚を回避して兄さんとの結婚にこぎつけられるか、ずっとうちで話し合ってたんだよ」

「そうだったんだ……」

　っていうことは、拓海が佐奈さんを想って身を引いたのではなくて、拓海と佐奈さんが協力して、ふたりの結婚話を回避したってこと？

「夏美こそ、なんでそんな勘違いしたんだよ。佐奈のことは、妹みたいにしか思ってないよ。俺は佐奈の初恋を成就させるために動いてただけで……」

「……だって、私見たんだもの。拓海と佐奈さん、ふたりで会ってたよね？　あの日……」

「あの日？」

　私は、綾さんと飲みに行った帰り、佐奈さんと拓海がふたりでいるところを偶然見かけたことを話した。

「あの時夏美がいなくなったのは、それが理由？」

「……そうだけど」

「夏美は、なんで俺と佐奈を見て消えたの」

「それは……ふたりが一緒にいるところを見てしまって、つらくて……」

　私が言うと、拓海は片手で口元を覆い隠した。

「……拓海？」

「ごめん、嬉しくて。だってそれって、夏美が佐奈にヤキモチ焼いたってことだよな？」

　拓海に言われて、カッと頬が熱くなる。

　ヤキモチって……、たしかにそうだけど！　あの日私は、とてもつらい思いをしたのに。どうしてそれを、拓海が喜ぶの？

　訝いぶかる私を見て拓海は視線を逸らすと、「んん！」と咳払いをして、続きを話し始めた。

「あの日は、また兄貴のことで佐奈から相談を受けたんだよ」

「でも、あの頃はもう湊人さんと佐奈さんの結婚は決まってたはずよね？」

　湊人さんの様子からしても、私と拓海が相馬家に結婚の挨拶に行った時には、すでに湊人さんと佐奈さんの結婚話が進んでいたはず。

「俺との婚約が無事なくなって、佐奈は喜んでたけど」

　佐奈さんとの縁談を反故にして、さっさと私との結婚を決めてしまった拓海に、湊人さんはひどく腹を立てていたという。

「おかげで兄貴と佐奈の結婚話が出ても、話が一向に進まなくて。兄貴の俺への怒りは収まらないし、佐奈の気持ちには全然気づかないしで、力を貸してほしいって佐奈に泣きつかれたんだよ。あの日はたまたまあの近くで佐奈の用事があったから、ついでに送ってやって、その間に話をしてたんだ」

「そんなことがあったんだ……」

　うちに来た時の佐奈さんはあんなに幸せそうにしていたのに、結婚式までにそんな紆余曲折があったなんて。

「でもそんなに揉めたのに、どうやって拓海はふたりを後押ししたの？」

　私が聞くと、拓海は得意げに鼻を鳴らした。

「簡単だよ。兄貴にそこまで俺に対して怒るのは、なぜなんだって問いかけたんだ」

「湊人さんが怒った理由って……そっか、そういうこと！」

　湊人さんも、佐奈さんのことを心から大切に想っていた。だから拓海が佐奈さんのことを傷つけたと思って、あんなに腹を立てたんだ。

「そこからはまあ、周囲が驚くほどとんとん拍子で話が進んで……」

　湊人さんが佐奈さんへの想いを自覚してからの溺愛ぶりは凄まじく、見ているこちらが照れてしまうほどだったらしい。

「そんなわけで、俺たちが挨拶行った時も、兄貴の態度あまりよくなかっただろ。あの時はごめんな」

　たしかに、挨拶に行った時の湊人さんは、今思えばいつもの柔らかい雰囲気と違っていた。あれは佐奈さんのこと心配してたからだったんだ。

　いろいろな謎が一気に解けて、力が抜ける。

「でも、佐奈さんとの結婚を回避したいからって、私と契約結婚までする？」

　拓海も佐奈さんも、結婚はできないって意志を示すだけではダメだったんだろうか。

「それは……」

　言いにくいことがあるのか、拓海がまた口ごもった。

「拓海？」

　私が催促すると、渋々と言った感じで口を開く。

「そうでもしないと、夏美のことを手に入れられないと思ったからだよ！」

「えっ、私？」

　拓海ったら、急になにを言い出すんだろう……。

「俺は、大学の時から夏美のことが好きだったんだよ」

「えっ？　嘘！」

　びっくりして声を上げる私を見て、拓海が「うるさい」と顔をしかめる。

「夏美って自分のことになるとホント鈍感だよな。全然気づいてなかっただろ」

「うん……、普通に友達だと思ってた」

　それでさっき、私が佐奈さんにヤキモチを焼いたことも嬉しいって……。

　そんな、どうして私、拓海の気持ちに全然気がつかなかったんだろう。

「そう言えば拓海、好きな子からは恋愛対象として見てもらえないって言ってたじゃない？　あれって……」

「もちろん、夏美のことだよ」

　なにをあたりまえのことを言ってるんだとでも言いたげに、拓海は呆れた顔をしている。

「私、それもてっきり佐奈さんのことだと思って……」

「だから、どうしてそうなるんだよ……」

　そう言って、拓海は頭を抱えている。

　拓海が言うには、そうやって言葉の端々に私への好意を滲ませてきた、つもりらしい。

　でも恋愛に疎い私が、そんな駆け引きめいたことに気がつくわけがない。

　昔のことだって、たしかに他の子たちより一緒にいる機会が多いなとは思っていたけれど。それはお互い気が合うからで、拓海のことを特別扱いしない私といて、気が楽だからだと思っていた。

「最初はそうだったんだよ。夏美は俺をひとりの普通の友人として見てくれて、それが単純に嬉しかった」

　有名な法律事務所に生まれ、将来も決められている。優秀な兄と比べられることも多く、整った容姿も相まって、周囲の理想像を押しつけられることが多かった。

　自分でも気がつかないうちに、ストレスをため込んでいることも多かったという。

「最初は気の置けない友人に過ぎなかったけれど、いつの間にか夏美のことを独り占めしたくなってた。夏美はプロ試験のことも周囲にはあまり漏らしてなかったけれど、俺になら頼ってくれるだろうって。今思えば、夏美にとって俺は特別な存在なんだって過信してたんだ」

　でもあの時の私は、拓海の厚意を突き放した。あえてひどい言葉を選んで、拓海のことを深く傷つけた。

「本当はあの時、夏美に告白するつもりだったんだよ」と力なく拓海が言う。

「でも俺は、自分の気持ちを押し付けるばかりで、夏美のことをなにも見てなかったんだなって思い知らされた。夏美がそこまで追い詰められてるって、気がついてなかったから」

　それ以降、拓海は私に話しかける勇気すらなくしてしまったという。

「もっと自分に自信をつけて、夏美にふさわしくなってから告白しようって決めたんだ。アメリカから戻って、せっかく再会できたと思ったら……」

　ふたりの過去を気まずく引きずっていた私は、拓海から逃げ回ってばかりいた、というわけだ。

「ショックだったよ」

「それは、本当に悪かったって」

　そうこうしているうちに、佐奈さんとの縁談が持ち上がった。なにか策はないかと考えている時に、再びおじさまから連絡をもらったのだという。

「榊社長から、夏美ともう一度会ってくれないかって連絡をもらったんだ。これが最後のチャンスだと思って、一も二もなく飛びついた」

　なんとかして私を手に入れたい一心で、契約結婚を思いついたのだという。

　初めは契約結婚でも、一緒に過ごすうちに本物の夫婦になれればいい。そう思って拓海は私と過ごしていた。

　こうして、晴れて佐奈さんとの縁談は破談になった。その経緯を佐奈さんに話すと。

『なんとかして、正々堂々と夏美さんのこと口説けばよかったじゃない。ホント拓海って肝心なところで意気地なし！』と一蹴されたという。

「ああ、だから佐奈さんさっきあんなこと……」

「そのおかげで兄貴と結婚できたってのに、ひどいよな」

　しゅんとする拓海のもとに、昼寝から目覚めたこはるが寄ってきた。

「ああ、慰めてくれるのか。おまえは優しいな」

　まるで飼い主を労わるかのように、拓海の顔をペロペロと舐めている。

　その光景を微笑ましく眺めていると、式場で佐奈さんが言っていたことが頭を過った。

　たしか佐奈さんは、あきのことを『こなつ』と呼んでみろ、と言っていた。

「……こなつ」

　拓海にじゃれていたこはるが、ぴくりと動きを止めた。

「こなつ？」

　もう一度、そう呼んでみる。こはるは私の方を向くと、「にゃあ」と一声鳴いた。

「夏美、その名前どこで……」

「あなた、本当はこはるじゃなくてこなつなの？」

　もう一度聞くと、にゃあと返事をする。

「おいで、こなつ」

　私が両手を差し出すと、拓海の方を振り返りもせず、腕の中に飛び込んできた。体を撫でてあげると、気持ちよさそうにゴロゴロと喉を鳴らしている。

　う、嬉しい。こなつが私の腕に抱かれている。

「……どういうことか説明してもらえる？」

　拓海をじろりと睨むと、彼はわかりやすくうなだれた。

「恥ずかしくて、知られたくなかったんだよ。好きな子の名前を飼い猫につけてるなんて」

『好きな子』と言われて一瞬どきりとする。もう拓海とは夫婦なのに、そう言われるだけで、こんなにも胸が高鳴るなんて……。

「ねえ拓海、この子の本当の名前って……」

「夏美から一文字取って、小こ夏なつ。ちなみに春生まれなのは本当」

「うそでしょ。それじゃあこなつがなかなか懐いてくれなかったのって」

「自分が呼ばれてるとは思ってなかったのかもしれないな」

　そういえば、拓海も佐奈さんもこなつのことを『こはる』とは呼んでいなかった。拓海にそうと言われた私だけが、この子のことをこはると呼んでいた。

　佐奈さんが「私には懐かない」と言ったのも、そういうわけだったのだ。

「拓海ひどい。仲良くなりたくて、私あんなに必死だったのに！」

「だから、そこは本当に申し訳ないって思ってるよ……」

「佐奈さんのことも、ちょっぴりだけど意地悪なんじゃないかって思ってたんだよ！」

『……でもあなたには、きっと懐いてくれないと思うわ』

　佐奈さんは、意地悪であんなことを言ったんじゃない。私にヒントをくれたつもりだったんだ。

「……拓海の意気地なし」

「意気地なしでけっこう。もうなんとでも言ってくれよ。夏美の前では精一杯かっこつけてたのに、おかげで全部台無しだ」

　自棄になったのか、拓海は次々に自分をさらけ出す。

　でも完璧な弁護士であり旦那さまの、こんなに可愛くも情けない一面を見ることができて、嬉しいと思っている自分もいる。

「はっきり言っていいよ。幻滅しただろ」

　子どもみたいに拗ねた顔をして、拓海が私を見ている。

「それが、不思議だよね。こんな一面も拓海は私だけに見せてくれているのかと思うと、嬉しくて仕方がないの」

　知らなかった拓海の新しい部分を知るたびに、愛しさが溢れてくる。

「夏美は、本当に俺でいいの？」

　拓海は私に抱かれていたこなつを床に離すと、私の前に立った。

「まあ嫌だって言われても、もう離すつもりなんてないけど」

「……拓海」

　真剣な彼の瞳に射抜かれ、鼓動が早くなる。彼は私の左手を取り、薬指にはまったマリッジリングをゆっくりと引き抜いた。

　自分の分も抜いて、それを私に握らせる。

「夏美、俺、心から愛してる人がいるんだ。その人のこと、一生をかけて幸せにしたい。……だから、契約は破棄してくれないか？」

　息を詰めて、続きの言葉を待つ。ドキドキし過ぎて、今にも心臓が破れてしまいそう。

　拓海は優しい目で私を見つめると、そのまま左手を取った。ゆっくりとその場に跪く。

「夏美。すごく時間がかかったけれど、やっと言える。俺、ずっと夏美のことが好きだったんだ。だから俺と、結婚してください」

　私の目から、大粒の涙がこぼれ落ちた。

　ずっとずっと、その言葉を待ち望んでいた。あなたの愛が、いつか私に向けられたらいいのにと願っていた。

「私も、拓海のことが好き。……絶対に離さないで」

　涙まじりの声で、拓海に愛を伝えた。

　拓海の目が大きく見開かれた。一度大きく破顔すると、私の頬にこぼれる涙を、ひとつひとつ唇で受け止めてくれる。

「……ありがとう夏美。ちゃんと最初からやり直そう」

　緊張した面持ちで、拓海が私の手を取る。かすかに震える指先でリングを持つと、私の左手の薬指にはめてくれた。

「それから、もうひとつ」

　拓海は、私の前に一枚の書類を出す。

「これ……」

　拓海が私に手渡したのは、手放したはずの祖父の家と教室の権利書だった。

「園田さんのイベントの時、夏美『やっぱり、おじいちゃんのあの教室でやりたいんだよね』って言ってたろ？　それを聞いた時から、ずっと探してたんだ。六年前のあの日、夏美を守れなかったことをずっと後悔してたから。今後こそ、夏美の大切なものは全部、俺が守りたい」

　拓海はまっすぐに私を見つめてそう言った。

　私が勝手に思い違いをして、ひとりで悩んでいた時も、拓海は私のためにずっと動いていてくれたんだ。拓海の想いが嬉しくて、咄嗟には言葉が出てこない。

「ありがとう……」

　やっとのことで絞り出した言葉とともに、今度は私が拓海の手を取り、指輪をはめてあげる。

　拓海は、少し潤んだようにも見える目で左手の指輪を見つめると、

「愛してる、夏美」

　ため息とともに、私に愛の言葉を告げた。

　どんなことがあっても、もう私はこの手を離さない。あなたから逃げたりしない。心の中で、神さまに誓う。

　拓海が私の顎に手を添え、顔を近づける。キスの予感にそっと目を閉じた。

　ゆっくりと拓海の唇が降りて来て、私に触れる。おでこ、目蓋、鼻先、そして唇と私の輪郭を確かめるように、唇がなぞる。私の肩を抱き寄せると、拓海は何度か角度を変え、触れるだけのキスを繰り返した。

　……焦らさないで、早く拓海が欲しい。

　声に出せないつぶやきが思わず漏れてしまう。わずかに唇が開いたその瞬間を逃さず、拓海が舌を差し込んだ。口内を探り、敏感なところを探る。

　舌の動きがだんだんと激しくなって、すっかり力の抜けてしまった私は、もう立っていられない。膝から崩れ落ちそうになる私をしっかりと支えると、拓海はようやく唇を離し、私を抱きかかえた。

「……やだ、……下ろして拓海」

　弾む息と一緒に、なんとか声を絞り出す。言うことをきいてくれるかと思いきや、拓海は唇の端を上げて妖艶に微笑むと、「寝室に行こう」と私の耳元でささやいた。

　私の返事を待つことなく、少し荒々しい足取りで寝室へ向かう。私を抱いたまま器用にドアを開けると、拓海は私を彼のベッドに座らせた。

「ちょ、ちょっと待って拓海」

「なんで？」

　いつもの落ち着いた雰囲気はすっかり消え失せ、熱に浮かされた熱い瞳が私を射抜く。

「……ようやく気持ちが通じ合ったんだ。だから、心ごと夏美を愛したい」

　拓海の言葉に、今までにないほど心拍数が上がる。

「……嬉しい。私も、心ごと拓海と愛し合いたい」

　待てなかったのは私の方だった。私が自分から拓海の首にしがみつくと、あとはもう、されるがまま。カーテンの向こうが白むまで、私は擦れた嬌声を上げ続けた。




「いけない！　起きて拓海。もうこんな時間」

　たしかに聞いた記憶のあるアラームを、寝ぼけて消してしまったらしい。起きる予定の時刻を、もう三十分も過ぎている。

　それもこれも、拓海がいけないのだ。もう無理だ、お願いだからもう止めてと何度も請う私を執拗に責めたてては、昨夜もずいぶん遅くまで楽しんでいた。

　お互いの気持ちをきちんと確かめ合って、もう一度指輪の交換をして数日。

　どんなに遅い時間に帰ってきても、拓海は必ずといっていいほど私を抱く。

「長い間片想いしていた子とようやく心も結ばれたんだよ。箍たがが外れてあたりまえじゃないか」

　当然の権利のように拓海は主張するけれど、私は断固として異議を申し立てたい。

　こうなる前から、拓海はスキンシップが激しかった。拓海と触れ合うことに、徐々に慣らされていったという自覚はある。

「拓海ったら、いい加減起きて」

　焦る私に気づかず、すやすやと寝息を立てる拓海が恨めしい。

「遅刻しても知らないから！」

　ベッドから抜け出そうとすると、横から伸びてきた腕が私を羽交い締めにした。

「なによ、狸寝入りじゃない」

「だって、必死になってる夏美が可愛くって」

　拓海のこういうところ、本当にたちが悪い。

　なんとかしてベッドの中から抜け出そうとする私に構わず、拓海はパジャマの裾をめくり、おへそのあたりにキスを仕掛けてくる。

「ふざけてないで、早く離して。遅刻しちゃう」

「大丈夫だよ。今日は土曜日。俺も休み」

「……えっ、そうだっけ？」

　枕の横に放っていたスマホを見る。拓海の言う通りだった。

「だから、まだ起きなくていい」

　口元に色気を滲ませて、拓海が言う。起きたばかりだというのに、彼の瞳はもう新たな情欲を滲ませている。

「嘘でしょ。昨日の今日で無理だからね、私」

「家のことなら俺がやるから、夏美はずっと寝ててもいいよ。いっそ今日一日、ベッドの中で過ごしたっていい」

　そんなの、冗談じゃない。平日は働いている分、週末にやっておきたいことは山ほどあるし、なにより週末くらいゆっくり体を休めたい。

「ちょっ、拓海。ダメだって……」

　ここ数日の間にすっかり私の弱いところを把握してしまった拓海が、容赦なく私を責めてくる。

　こうなるともう、反抗する気力も失せてしまって。結局私は、その日一日ベッドから出ることを許されなかった。




「信じられない。お休み一日まるまるムダにするなんて」

「ムダってことはないだろ」

　ぷりぷりと怒る私を見て、拓海がぷっと噴き出した。

　佐奈さんにあんなに意気地なしだといじられていた拓海だけれど、それも彼の一面に過ぎず。

　拓海は、時と場合によってはＳっ気を発動する。ここ数日でわかったことだ。

「今日はちゃんと付き合ってやるから、いいかげん機嫌なおして」

　いつの間に買いに行ったのだろう。冷凍庫の中から新商品のアイスバーをちらつかせて、私をうかがう。

「なによ、こんなものに騙されないんだからね」

　なんて言いつつ、私は拓海からアイスバーをもぎ取った。

「うわ、美味しいね。これ」

「人気商品で、コンビニでも品薄らしいよ。たまたま見つけて買えたからよかったけど」

　なんて言いつつ、アイスを食べる私を嬉しそうに見ている。

「拓海、また見てる」

　そんなに見られると、アイスも喉を通らなくなる。まあ、そんなことしてる間に口の中で溶けちゃうけど。

「だって嬉しくて信じられないんだ。夏美がここにいることが」

　いまだに？　だってもう一緒に暮らし始めて三ヶ月は経ってるよ!?

「捕まえるまでに、やたらと時間が経ったからね。もう二度と逃げないように、寝室にでも閉じ込めておきたいくらいだけど」

「……恥ずかしいから、それ以上言うのはもうやめて」

　今の拓海なら、それくらい本当にやりかねない気もする。

　当の拓海は、恥ずかしがって顔を赤くする私を見ては、けらけら笑っている。

　きっと私たちは、ずっとこうなのだろう。拓海の手のひらの上で転がされては、翻弄される。でも拓海と一緒なら、そんな毎日も悪くはない。そう思えるほどに、私も強くなったのかもしれない。




　湊人さんと佐奈さんから紹介してもらったプランナーさんがびっくりするほど優秀だったこともあって、式の準備は順調に進んでいた。

　一番難航すると思われた招待客のリストアップがようやく終わり、招待状も完成した。

　お世話になった榊のおじさまや綾さん、庶務係のみんなには、どうしても手渡ししたいと思っていた。

　あらかじめ綾さんにお願いして、おじさまが社内にいる時の隙間時間に、社長室に呼んでもらう。拓海と結婚して、この階に来ることもめっきり減ってしまった。

「いらっしゃい夏美ちゃん」

「綾さんお疲れさまです」

　綾さんと会うのも、しばらくぶりだ。

　拓海と気持ちを確かめあった後、綾さんにはすぐに連絡を入れた。週明けの月曜日から、『ちゃんと報告しなさい。ただし今日はまだ旦那は抜き！』と飲みに誘われた。

　佐奈さんのことは、私の思い込みだったこと。一方の拓海は、私と聖司さんとの仲を疑っていたことなんかを話すと、「なにそれ、ふたりとも似た者同士だったってことね。お似合いじゃない」と笑われた。丸く収まって、安心したとも。

「社長がお待ちかねよ」

　社長室に入る前に、「今日は『白しら銀がね堂どう』のどら焼きがあるわよ」と耳打ちしてくれる。

「その前に、綾さんにも」

　そう言って、私は鞄の中から結婚式の招待状を取り出した。

「綾さんのおかげで、ようやくここまで来れました。ぜひ出席してください」

　招待状を受け取ると、綾さんは目にうっすら涙を浮かべている。

「鬼の目にも涙……」

「なによ、可愛くない後輩ね！」

　私のジョークに、ポカリと頭を打つ真似をする。

「ぜひ参列させてもらうわ」

「ありがとうございます。友人代表挨拶もお願いしますね」

　お願いすると、目をぱちくりさせている。

「わ、私が？」

「もちろんですよ。綾さん以外に誰がいるっていうんですか」

　私と拓海の再会から、ずっと見守ってくれていたのだ。綾さん以上の適任はいない。

「……嬉しい。喜んで受けさせていただくわ」

「よかった。ありがとうございます」

「ただし、交換条件があるの」

「えっ、交換条件ですか？」

　いったい、なにを言われるのだろう？　綾さんの豪快な性格を知っているだけに、身構えてしまう。

「ブーケトス、私に向かって投げること」

「えっ、綾さんブーケトスに参加するつもりなんですか!?」

「そうよ、悪い？　私だってそろそろ本気で幸せになりたいのよ！」

　冗談かと思いきや、案外本気で言っているみたいだ。これは事前に練習して、ちゃんと綾さんのところに飛んでいくようにしなくては。後からなにを言われるかわからない。

「了解しました」

　ふたりで談笑していると、綾さんの机の内線が鳴った。

「はい、秘書室堂上です」

『堂上くん、夏美ちゃんはまだなのかね？』

　受話器から漏れ出る声に、私と綾さんは顔を見合わせて笑う。

「申し訳ありません、すぐに入られます」

　受話器を置いて、綾さんが私の背中を押した。

「さ、行って。社長ったらそわそわしてさっきから落ち着きがないの」

　この扉の向こうにも、私の幸せを願ってくれている人がいる。

　綾さんに丁寧にお礼を言って、私は社長室のドアをノックした。










六月の花嫁は幸せになる




　季節は廻り、六月。梅雨入り前の爽やかな初夏の風が吹くこの日。とうとう私と拓海は、結婚式当日を迎えた。

　メイクルームで担当のスタイリストさんにヘアアレンジとメイクを施してもらい、純白のウェディングドレスに着替える。

　ふんわりとアップにした髪には、プリンセスのようなティアラが載っている。リーフとフラワーをモチーフにしたティアラは、華奢で美しく、上品な仕上がりになっている。スタイリストさんから提案された時は、自分に似合うかな……と迷ったけれど、これにして正解だったと今では気に入っている。

　そしてドレスは、大胆にデコルテを露出したマーメイド型だ。

「あなたくらい背がある人じゃないと、似合わないデザインなのよ。きっとゲストも魅了されるわ」

　そう押し切られて試着してみたドレスは、驚くほど私にフィットしていた。拓海からの強い後押しもあって、このドレスに決めた。

　姿見の中には、美しく着飾られた私がいる。

「私じゃないみたい……」

　あまりに綺麗で、自分でも泣いてしまいそうだ。我慢しなきゃ、せっかくのメイクが崩れてしまう。

　涙をこらえるために大きく深呼吸すると、私は今日まで担当してくれたスタイリスト、もとい拓海のお義母さまを振り返った。

「お義母さま、こんなに綺麗にしてくださってありがとうございました」

「夏美ちゃん、本当に綺麗よ」

　お義母さまも感極まったのか、目に涙を浮かべている。

「お礼を言うのは、私の方。昔置いてきた夢を叶えてもらって、本当に感謝してるわ」

　結婚式の打ち合わせの時に、プランナーさんに『ぜひに』とお願いしたことがある。それは、お義父さまとの結婚のために、自分の夢を諦めたお義母さまに、結婚式のスタイリングをしてもらうことだった。

「私、お義母さまの腕を信頼していますから」

　私が言うと、お義母さまはとうとう我慢できずに泣き出してしまった。

　なかなか泣き止まないお義母さまをなんとか宥めて、控えていたお義父さまと湊人さんに託した。お義母さまも自身の準備がある。

　入れ替わるように、実家の両親が入ってきた。私の姿を見て、息を呑んでいる。

「……ああ、おじいちゃんにも見てもらいたかったわねぇ」

　祖父の遺影を抱え、母までもが泣き出してしまった。私だって、そのことをどれほど願ったかわからない。

　今わの際きわにいながら、孫娘である私の身を案じ、家族だけでなく、自分が信頼していた弟子でもある榊のおじさまに、私のことを託してくれたのだ。

　こういう立場になって、私は今まで以上に家族からの愛情をひしひしと感じていた。




　とうとう、式が始まった。父と並んで、扉の前に立つ。アナウンスが聞こえ、音楽が流れ出した。

「夏美、緊張してるか？」

「してるよー。口から心臓が出ちゃいそう」

　この期におよんで、緊張しないわけがない。ついいつもの調子で父に返してしまう。

「そうか、父さんもだ」

　ほら、と腕を出し、握っていた手を広げる。緊張していると言った通り、父の手のひらは小刻みに震えていた。

「お父さん」

「なんだ」

「今まで心配かけてごめんね」

　ここに立つまで、挫折や失敗を繰り返してきた。父は言葉少なな人だけれど、愛情深い人だ。きっとたくさん心配してくれたに違いない。

「……バカだな、こういう時はありがとうございましたと言うんだよ」

　そう言った父の声は震えていた。

「お父さん、今までありがとうございました。私、幸せになります」

　父からの返事は、もう聞こえなかった。

「扉開きます」

　介添えのスタッフに声をかけられ、扉が開く。全開になると、わあっと中から歓声が聞こえた。

　父に手を引かれ、バージンロードを歩く。一歩、また一歩と拓海がいる祭壇に近づいて行く。

　ベールで霞む視線の向こうに、愛しい人が立っていた。

　拓海は私を見てほんの少し目を見開くと、満足そうに微笑んだ。その目が、「綺麗だよ」と言ってくれている気がする。

　よかった、拓海も気に入ってくれた。少しだけホッとして、先ほどよりもスムーズに歩みを進めることができた。

　拓海の前まで来ると、父が組んでいた腕を外した。ほんの少しだけ心細さを感じたのも束の間。

「……娘をよろしく」

　父が、本当に聞こえるか聞こえないかくらいの小さな声で、私を拓海に託した。拓海がゆっくりとうなずくのを見届けると、父は母の待つ親族席へと戻って行った。

　拓海と向かい合い視線を交わした後、ゆっくりと体を祭壇へ向ける。私が呼吸を整えるのを見計らって、神父さまが誓いの言葉を話し始めた。

「汝、健やかなるときも、病めるときも、喜びのときも、悲しみのときも、富めるときも、貧しいときも、これを愛し、敬い、慰め合い、ともに助け合い、その命ある限り真心を尽くすことを誓いますか」

「誓います」

　一呼吸置いた後、噛みしめるように拓海が言う。

　同じように私も問われた後、

「……誓います」

　緊張と高揚で震える声で、なんとか拓海への永遠の愛を誓うことができた。

　これで三度目となる指輪の交換をした後、誓約書にサインをする。

　神父さまが誓約書を掲げ持ち、「相馬拓海さんと清家夏美さんの結婚を、ここに認めます！」と高らかに宣言した。

　チャペルの中に、歓声と拍手が鳴り響く。たくさんの人たちに祝福され、私たちは誓いのキスを交わした。




　親族や友人だけの和やかなムードから一変、披露宴は挙式以上に緊張した。

　拓海の仕事仲間でありライバルでもある職場の人たち、地位も高いであろう招待客の面々。この人たちの前で、絶対に失敗はできない。拓海に恥をかかせるわけにはいかないと思うと、緊張で顔がこわばった。

「夏美、緊張しすぎ」

「だ、だって」

「花嫁さんは笑ってなきゃ。みんなに幸せを分けてあげるんだよ」

　そんなこと言われても、緊張が解けないんだもの。ぎくしゃくとした笑みを浮かべていると、拓海が客席の一画に陣取るグループに向かって、おいでおいでと手招きをした。

「相馬、清家おめでとーって、もうどっちも相馬か！」

　拓海が呼んでくれたのは、大学のサークルのメンバーだった。社会に出て世間に揉まれ、以前より大人びた顔になっているけれど、こうして集まれば一気にあの頃に戻ってしまう。

　みんな次々に拓海と乾杯をし、全員で集まって記念写真を取った。

　拓海はもちろん、私の家族や拓海の家族、会社の人たちに友人たち、それに、聖司さんも。これまで関わってきた人たちすべてに私はこんなにも支えてもらっていた。

　これからは拓海とふたりで、みんなに恩返しをしていきたい。

「夏美、大丈夫？　疲れてない」

「疲れてないけど、胸がいっぱいで……」

　感極まってこぼれた涙を、拓海がハンカチで拭ってくれる。

「ありがとう」

　そんなことをしていると「式の最中にいちゃいちゃしてんじゃねーぞー」とどこからかヤジが飛んで来た。会場のみんなが、ドッと笑う。

　いいじゃない、だって幸せなんだもの。

　私にも、こんな日が訪れるなんて思いもしなかった。

「ありがとう。大好き、拓海」

「だからさ、こういうとこでそういうこと……」

　案外ストレートな言葉に拓海が弱いことも、私だけは知っている。

　そして今まで知らなかった拓海の一面をひとつ、またひとつと知っていっては、彼への愛しさはさらに増していくのだろう。




　なんとなく具合が悪いかな、と思ったのは、結婚式から一ヶ月ほどたった頃だった。

　降り続いた雨がようやく止んで、暑い夏が訪れた。急に気温が上がったせいで、体の調子を狂わせたのかもしれない。その日は朝からソファーに座りこんで、立ち上がれなかった。

「本当に大丈夫か？」

「うん平気。ちょっと休めばよくなると思う」

「会社へは？」

「連絡入れてる」

　夏バテかな、なんて言ってぐったりしていると、こなつが心配そうに体をすり寄せてきた。

「こなつも心配してくれるの？　ありがとう」

　力の入らない指先で顎をくすぐると、ゴロゴロと喉を鳴らした。

　仕事に出かけた拓海を見送って、またソファーに横になる。ベッドに入った方がいいのだろうけれど、そこまで移動する気力すらない。

　もう私は諦めて、だらしない姿でソファーに伸びていた。

　チャイムの音が聞こえた気がして目が覚めた。

　時計を見るととっくにお昼過ぎで、そんなに長く寝ていたのかと驚いてしまう。

「そうだ、お客さま」

　なんとか立ち上がってインターフォンを覗くと、佐奈さんが立っていた。

「拓海に頼まれたの。心配だから様子を見てきてほしいって」

　佐奈さんに言われてスマホを見てみると、拓海からたくさんメッセージと電話が入っている。

「うわ、全然気づいてなかった」

「すごい剣幕で電話してきたのよ。倒れてるかもしれないって」

　真っ先に思い浮かんだのが、佐奈さんだったのだろう。結婚後、佐奈さんと湊人さんはここから電車で二駅の街に住んでいる。

「熱はないみたいね。夏美さん、なにか食べられます？」

　佐奈さんなりに考えて、色々買ってきてくれたらしい。でも今はどれも、喉を通りそうにない。

「ごめんなさい、ちょっとムリかも……」

「なにかドリンクは？」

「飲み物なら」

　そう言って、スポーツドリンクをもらったけれど、飲み込むことすらできずに、えずいてしまった。背中をさすりながら、佐奈さんが私の顔をのぞき込む。

「……夏美さん、つかぬことをお伺いしますけど、来るべきものは来てます？」

「来るべきものって？」

「だから、毎月の」

「……あ！」

　そういえば、式の直後にあったきり、生理が来ていない。

「思い当たるふしがあるんですね？」

「あ、あります……」

「わかりました。私、検査薬を買ってきます！」

　私なんかより、ずっと年下の佐奈さんの方がよっぽどしっかりしている。佐奈さんが買ってきてくれた検査薬を試すと、見事に陽性の反応が出た。

「夏美さん、おめでとうございます」

「え？」

「赤ちゃんができたんですよ！　拓海にも電話しなきゃ」

「あ、ちょっと待って」

　電話をかけようとした佐奈さんを慌てて引き留めた。

「報告なら、私が」

「私ったら、ごめんなさい。そうですよね」

　脇に置いておいたスマホを取り、コールを鳴らす。三度も鳴らないうちに、拓海が電話に出た。

『もしもし夏美？　大丈夫か』

「うん、もう大丈夫。それでね、聞いてほしいことがあるの」

『どうした？』

「あのね、赤ちゃんができたみたいなの。調子が悪かったのも、そのせいみたいで……」

「わかった――」

　拓海が言うと、ぷつっと通話が切れてしまった。

「あれ、拓海？」

「どうかしたんですか？」

「電話が切れちゃったみたいで……」

　どうしてだろう。もしかして、大事な会議中とかだった？　仕事の邪魔をしてしまったのだろうか。心配してそう言った私に、「拓海はバカだわ。妻と子ども以上に大切なものなんて、この世にはありません！」佐奈さんがはっきりと言い放つ。

　佐奈さんがあまりにバッサリと言いきるので、思わず笑ってしまった。まあ、焦らなくても、そのうち連絡がくるだろう。

「そうとわかれば、診察を受けなくては。夏美さん、ぜひうちの病院を使ってください。ちょうど産科が新設されたばかりで、腕のいい先生方を引き抜いたばかりなのよ。施設も充実してるの、見て」

　佐奈さんが鞄からタブレットを取り出して、病院のホームページを見せてくれた。綺麗で清潔そうな個室や、分娩室が映っている。

「わあ、よさそうですね」

「特におすすめはこれ」

　そう言って次に見せてくれたのは、お祝い膳のページだった。

「これは、赤ちゃんを産んだ後のご褒美に、病院からサービスされるものなの。毎日の食事も充実していて、三時にはシェフ手作りのお菓子も出るんですよ」

　それは、なんて素敵なところだろう。俄然興味が湧いてくる。

「でもまずは、お医者さまの診察ね。拓海と話し合って、よさそうな日を決めておくといいわ」

「すごいですね、佐奈さん。頼りになる」

　病院の売り込みもばっちりだ。佐奈さんがブレーンにいれば、もっと病院を大きくできるんじゃないだろうか？

　すっかり気分も持ち直して、ふたりでお茶をしていると、突然来客を知らせるチャイムが鳴った。

「いいわ夏美さん、私が出るわ。……拓海！」

　待ち切れなかったのか、玄関の鍵を開けて入って来たのは、仕事中のはずの拓海だった。

「拓海、どうして。仕事は？」

「大丈夫、ちゃんと任せてきた」

　そう言ったかと思うと、佐奈さんがいるのも構わず、拓海が私を抱きしめた。

「体は大丈夫なのか？　そうだ、病院。すぐに行こう。近くに産婦人科あったっけ？」

　慌てふためく拓海を見て佐奈さんはため息をつくと、ぺしっと拓海の頭をはたいた。

「拓海ったら、ちょっと落ち着いて。まずは夏美さんから離れて。そんなにきつく抱きしめたら、また具合が悪くなっちゃうかもしれないでしょ！」

「あっ、ごめん」

　佐奈さんに言われて、拓海はパッと体を離した。私の顔を見て、拓海の方が顔を青くしている。

「それに、いきなり病院へは行けません。今夏美さんにうちの病院を紹介したところなの。うちの産科に話は通しておくから、改めて受診の予約を入れて」

「わ、わかった」

「それから！」

　佐奈さんは普段の可憐さなんてどこかに置いてきたような顔で拓海を見ると、びしっと人差し指で指差した。

「しっかりして、拓海。あなたはもう父親になるのよ」

「俺が、父親に……」

「そう、夏美さんはもう、ひとりの体じゃないの。妊娠は病気じゃないなんて言い方をする人もいるけれど、ママの体にもそれなりのリスクがあるの。ちゃんと労わってあげなきゃダメ」

　すごいな佐奈さん、まるで看護師さんのように、テキパキと拓海に指示を出している。

「はい、わかりました……」

「わかればよろしい」

　うんうんとうなずいて、「夏美さん、拓海のことを頼みます」なんてそれって逆じゃない？なんて言いたくなるようなセリフを残して、佐奈さんは帰って行った。

　ようやく正気を取り戻したのか、拓海はソファーに腰を下ろした。我に返って急に恥ずかしくなったらしく、両手で顔を隠して身もだえている。

「あー、恥ずかしい。五つも下のやつに説教されて」

「珍しく取り乱してたね」

「言わないでくれ、自分が一番わかってるから」

「でも、私は嬉しかったけどね」

　私が言うと、拓海は顔から両手を離した。私の顔を見て、「本当？」と聞いてくる。

「そんなに喜んでくれるんだって思って。それより、電話切られちゃった時の方がショックだったよ。拓海には、赤ちゃんよりも仕事の方が大事なのかな、なんてちょっと思ったから……」

「そんなわけないだろ！」

「うん、そうも思ったけどね」

　返事をする私を、拓海がまじまじと見る。

「なんか夏美……肝が据わってない？」

「どうだろう。ママになるんだって思ったからかな」

　まだ吐き気や倦怠感があるくらいで、妊娠しているという実感はない。でも妊娠が発覚してからの数時間の間に、喜びで体中に力が漲みなぎってきたような気がするのだ。

「すごいな、母親って。それに引きかえ俺は、ホント情けない」

「まだまだだよ。きっと予想もつかないことがこれからたくさんある」

　私たちにできることは、事実を受け入れて、いざ生まれた時にあたふたしないように、万全の準備をすることだけだ。

「焦らずにいこうよ、これからゆっくりパパとママになろう」

「……そうだな」

　拓海が、そっと私の肩を抱き寄せる。私も甘えて、彼の肩に頭を載せた。

　すごいでしょ、ママはね、こうしてパパに寄り添っているだけでとっても安心するの。まだ見ぬ我が子に、そう話しかける。ゆっくり待ってるから、あなたもいつかパパとママに会えることを楽しみにしていてね。

「夏美、お腹触ってみてもいい？」

「いいけど、まだなんにもわかんないよ」

「それでもいいんだよ」

　おそるおそる、拓海が私のお腹に触れる。

「ここにいるんだな。俺たちの子どもが」

「楽しみだね」

　一年もしないうちに、私たちに家族が増える。今はまだ想像もつかないけれど、とてつもなく幸運な奇跡が私たちに訪れたような気持ちがした。
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　小鳥のさえずりで目が覚めた。

　庭の柿の木の枝で、シジュウカラが鳴いている。薄っすらと目を開けると、淡い日の光が視界に入り込んできた。

　布団を干してちょっと休憩しているうちに、ついつい縁側で寝てしまったらしい。四ヶ月になったばかりの虹にじが、縁側に広げた布団の上で、「あーうー」と空に向かって手を伸ばしている。背中が温かいと思ったら、こなつが私にくっついて一緒に惰だ眠みんをむさぼっていた。

「なにを取ろうとしてるの、虹」

　話しかけると、虹は私を見てにっこりと笑った。

　長女の虹の誕生を機に、私と拓海はそれまで住んでいた都心のタワーマンションから、祖父が住んでいた郊外の一軒家に引っ越した。拓海が買い戻してくれた、祖父の家だ。もちろんこなつも一緒だ。

　少しでも環境のいいところで虹を育てたいと望んだのは、実は拓海の方だった。そして、囲碁教室再開に向けて、準備を始めよう、そう言ってくれた。

　正式な再開はまだだけれど、私は時間のある時に、近所の子どもたちを相手に囲碁を教えている。子どもたちは、虹やこなつのこともとても可愛がってくれている。ふたりはすっかりこの辺りの子どもたちのアイドルだ。

　迷った末に、榊物産は退職した。生まれてみれば虹がどうにも可愛いくて、離れ難かったのだ。ただ教室が軌道にのるまではと、綾さんの仕事の一部を在宅で請け負っている。

　今の私は、囲碁教室の先生（予定）プラス、在宅パートワーカーだ。

　拓海はこの一年でさらに広範囲の地域を任されるようになり、アメリカのみならずアジア各地へも飛び回っている。ただ家族との時間も大切にしたいからと、週三日通っていた常駐の顧問弁護士の仕事は、他の所属弁護士に振り分けてもらったらしい。

　以前より出張は増えたけれど、それ以外の時は可能な限り早く帰って来てくれる。

　夕食の準備をしていると、「先生いるー？」と男の子の声がした。

「はーい。あら、猛たけるくんいらっしゃい」

「先生、囲碁しようよ！」

　縁側から、近所に住む小学生の猛くんが顔を覗かせていた。見知らぬ男の子をふたり連れている。

「猛くんこんにちは。その子たちは？」

「学校で九路盤やってたら、やってみたいって言ったから連れて来たんだ」

　ふたりとも、「こんにちはー」と元気な声で挨拶をしてくれる。

　夕食の準備は一旦中断して、子どもたちに囲碁を教えることにした。かたわらで、虹も見守っている。

　子どもって、本当に飲み込みが早い。私と猛くんとで簡単にやり方を教えると、今日来たふたりもすぐに九路盤が打てるようになった。

「ぎゃー、負けた。難しい！」

「猛すげー。おまえって、ホント強えーんだな」

　楽しそうに囲碁を打つ子どもたちを、温かな気持ちで眺める。教えることの楽しさを、再び私は噛みしめている。

「じゃあね先生。また来るー」

「はーい、またね」

　虹を抱いて子どもたちを玄関先で見送った。家の中に入ろうとすると、外からエンジン音がする。玄関から先に出られないこなつが、急にそわそわし始めた。

「虹、パパ帰って来た！」

　虹を抱いたまま、家の外に出た。車を停め、拓海が降りてくる。一日働いてきたとは思えないほど、拓海はスーツをぱりっと着こなしていてとても格好いい。我が旦那さまながら、見惚れてしまう。

　玄関先に立っている私と虹を見つけると、拓海は蕩けるような笑みを見せた。

「ただいま夏美、虹」

「おかえりなさい。早かったのね」

　私が言うと、「みんなに早く会いたくて、早めに切り上げて帰って来たんだ」なんて言っている。

　元々愛情深い人だとは思っていたけれど、虹が生まれてからの拓海は、照れることなく家族への愛を示してくれる。私も、虹もこなつも彼の愛情を一心に受けているから、みんな彼のことが大好きだ。だから拓海が家にいると、すぐに彼の取り合いになってしまう。本当は私も参戦したいところだけれど、年長者としてぐっと我慢している。

　虹が拓海に向かって手を伸ばしたので、彼の荷物を私が引き受けた。

　拓海が私から虹を抱き上げて家の中に入ると、ずっと玄関の奥で待っていたこなつが「にゃあ～」と鳴き声を上げた。

「ただいまこなつ、ちょっとだけ待っててな」

　拓海が声をかけると安心したのか、こなつはその場に寝そべって大人しく順番を待っている。

　拓海が虹を軽く高い高いすると、パパのことが大好きな虹は、きゃっきゃっと声を上げて喜んだ。

「みんなしてわざわざ出迎えてくれたの」

「虹もこなつも、パパの帰りを待ち切れなさそうだったからね」

「そう。で夏美は？」

　ほんの少し意地悪な目をして拓海が聞く。

「それは、もちろん私だって……」

　恥ずかしくて小さな声で「待ってたよ」と言うと、拓海はくすりと笑った。

「嬉しいもんだね、自分の帰りを待っててくれる人がいるってことは」

　そう言うなり虹の目を片手で隠して、そっと私に顔を近づける。私が目を閉じると、すぐに柔らかな唇が降りてきた。

　しっとりと甘やかな、でも拓海の愛情が伝わるキス。それだけで、ドキドキと胸が高鳴ってしまう。ふたりともついキスに夢中になっていると、「にゃあー！」これ以上待たせるなとでも言いたげに、こなつが大きな鳴き声を上げた。

「ごめんごめん、今度はこなつの番だな」

　虹を私に預け、拓海がこなつを抱き上げる。ひとしきり撫でさすってあげると、こなつは気持ちよさそうにゴロゴロと喉を鳴らしていた。

　夕食やお風呂を済ませ、虹も拓海の腕に抱かれて安心したのか、珍しくあっさりと眠ってしまった。

　キッチンでお茶を入れて、ソファーでくつろいでいる拓海に手渡す。久しぶりにゆっくりと、夫婦の時間を過ごすことができそう。私も自分の分を用意して、彼の隣に座った。

「夏美、今日はなにしてたの」

「布団を干してたら、日差しが気持ちよくてつい三人で昼寝しちゃった」

　こんなこと言って、忙しく働いている拓海が気を悪くしないかなと思ったけれど、

「へえ、なんかいいな、そういうの」

　私たちのお昼寝姿を想像しているのか、拓海はそう言って目を細めた。

「あとね、猛くんがお友達を連れて来てくれたの」

「へえ」

　拓海も、囲碁を習いに来る子どもたちと積極的にコミュニケーションを取ってくれる。中でも猛くんは拓海に並々ならぬライバル心を燃やしていて、よく一緒に対局している。その姿もとても微笑ましい。

「みんな楽しんでくれたみたい。あと猛くんが強いって感心してた」

「これでその子たちも囲碁に興味を持ってくれたらいいな」

　囲碁の面白さに気がついて、続けてくれたらいいなと思う。

　お茶を飲みながらこれからのことに思いを馳せていると、「夏美」と拓海が少し甘い声で私を呼んで肩を抱き寄せた。彼の体温に安心して、そっと頭をもたれさせる。

　こうして拓海と過ごしていると、彼の穏やかな愛情に包まれて、満ち足りた気持ちになる。

　どんなに足掻いても手に入れられないものもあったけれど、今の私は、幸せだなと思う。

　こんな未来を運んで来てくれた拓海には感謝しかない。

　拓海のことを知れば知るほど、愛しさは増していく。一緒に過ごす時間が増えるほど、彼への愛はより深くなっていく。

　あなたが私に、幸せをくれた。

　だから私も、溢れるほどの愛をあなたに返したい。

　きっとずっと、永遠にふたりで。
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特別書き下ろし番外編










幸せは、この腕の中に




　金曜、夜十時過ぎ。できるだけ音を立てないよう玄関の引き戸を開け、足音を忍ばせて家の中に入る。

「にゃあ～」

「こなつ、しーっ」

　この家の中でただひとり出迎えてくれたアメリカンショートヘアのこなつに向かって、慌てて人差し指を立てた。

　ここ二週間ほどバタバタと依頼が舞い込み、帰りが遅くなる日が続いた。仕事が一段落した今日こそ、ひとり娘の虹が起きているうちに帰るつもりだったのに。午後になって、所長を務める兄の湊人が、やっかいな案件を持ち込んできた。

「今になってなんだよ。これは兄貴の担当だろ」

「まあそう言わずに頼むよ。今日こそ早く帰るって佐奈に約束してるんだよ」

　兄は九歳も年下の新妻、俺たちの幼馴染みでもある佐奈にめっぽう弱い。「溺愛って、兄貴みたいなのを言うんだろうな」と言うと、「おまえには負けるよ」と真顔で返された。

　兄貴が投げ出すほどの案件がそう簡単に片付くわけもなく、休日出勤覚悟でこれでも早めに切り上げてきたつもりだったのに。まだ一歳にも満たない虹が、こんな時間まで起きていられるはずがない。

　がっくりと肩を落としつつ寝室に入ると、小さい虹はベビーベッドの中ですやすやと寝息を立てていた。

　もう何日も、虹の声を聞いていない。このままでは、不在がちの俺のことなんて虹は忘れてしまうかもしれない。

　明日こそは日が明るいうちに帰ると心に誓い、やわらかな頬にキスをした。

　虹の傍らには、妻の夏美がベッドにもたれ、ぐっすりと眠り込んでいた。

　小さい虹を抱え、夏美は在宅で仕事をこなしながら、囲碁の教室も経営している。名人としてその名を知られた夏美の祖父の跡を継いだ形だが、祖父の威光などなくとも、元来の人のよさと確かな指導力で、夏美は着実に生徒を増やしていると思う。

「おつかれ、夏美」

　直接床に座り込んでいた夏美を抱き上げ、ベッドの上に寝かせる。風呂上がりの柔らかな石鹸の香りと、虹と同じ甘い匂いが鼻を掠め、グッと堪えていたはずの情欲が顔を覗かせた。

　もうどれくらい夏美に触れていないだろう。ここ最近は寝顔か、もうすっかり身支度を整えた、こざっぱりとした朝の姿しか目にしていない。熱くなりかけた体を冷まそうと、細く息を吐き出した。

「おやすみ」

　無邪気な寝顔にキスをして、すぐに離れるつもりだった。

「……拓海？」

　ぐっすりと眠り込んでいたはずの夏美が目を開けた。少しだけ開いたドアから差し込む光に、眩しそうに目を細めている。

「悪い、起こしたか」

「ううん。私こそ起きて待ってるつもりだったのに、寝ちゃってごめんなさい」

　体を起こした夏美と、目が合ってしまう。少し乱れた髪と、まだ眠さの抜けきらないぼうっとした瞳がやけに色っぽい。すっかり冷ましたはずだった体の熱は、いまだ俺の中で燻っていた。

「拓……」

　どうしても堪えきれず、夏美のつぶやきを言葉ごと全部呑み込んだ。華奢な背中をベッドに押し付け、甘い唇を思うさま貪る。何度も角度を変えては唇を食むうちに、初めは驚きと戸惑いで固まっていた夏美の体が、徐々に溶けていくのがわかった。

「あ、ダメ拓海。虹が……」

　息を弾ませながら、夏美が俺を止めようとする。俺だって、虹がすぐそばで眠っているのはわかっている。しかし久しぶりに食む夏美の唇は甘美で離し難く、永遠に触れていたいと思わせるほど柔らかい。

「それなら、向こうへ連れていってもいい？」

　場所を移そうと俺が言うと、夏美は一瞬迷って見せたものの、うんとうなずいた。

　夏美の体を抱き上げ、寝室のドアを開ける。照明を落としたリビングのソファーに夏美を下ろすと、俺はいつかそうしたように、夏美のもとに跪いた。

「好きだ、夏美」

　夏美の左手を取り、薬指の指輪にキスをする。夏美の顔を覗くと、ストレートな愛情表現にいまだ照れてしまう彼女は、頬を真っ赤に染めていた。

　かつて夏美は、義姉である佐奈に、俺が想いを寄せていると思い込んでいた。

　彼女の勘違いの原因は、すべて俺にある。夏美を手に入れたいがあまり『契約結婚』で彼女を縛り、想いを告げるより先に体を繋げたことに慢心して、夏美にきちんと愛を告げていなかった。

　夏美は、強い。そして優しい。他人を思うあまり、聞くべき言葉も口に出せずに、苦しさをも飲み込んで、ひとりでジッと耐えようとする。

　だから俺は決めたのだ。夏美がまた自信を失くしてしまわないように、迷ってしまわないように、言葉で、態度でいくらでも彼女に愛をささやくと。

「愛してる、夏美」

　夏美に向かって愛を告げると、いつもははにかんでばかりの彼女が顔を上げた。しっかりと俺に目を合わせ、小さく口を開く。

「私も……愛してる」

「……夏美」

　真っ赤な顔で愛をつぶやく夏美に愛しさが溢れ出し、華奢な身体を腕の中に閉じ込めた。

　夏美のことを追い求めて必死だった頃は、こんな幸せな未来が待っているだなんて思ってもみなかった。

　もう絶対に、離すことはない。ようやく手に入れた幸せを、大事に大事にこの腕の中で守っていく。

　彼女の髪に口づけて、そう誓った。
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あとがき




　皆さまこんにちは。美森 萠と申します。この度は『お見合い夫婦のかりそめ婚姻遊戯～敏腕弁護士は愛しい妻を離さない～』を手に取ってくださり、ありがとうございました。

　およそ一年九か月ぶりとなるベリーズ文庫、楽しんでいただけましたでしょうか？

　プロの囲碁棋士を目指しながらも挫折を味わったヒロインと、私自身、初挑戦となる弁護士のヒーロー。ネットの海を彷徨っては、ああでもないこうでもないと何度も書いては消しを繰り返し、なんとか夏美と拓海のお話を、皆さまにお届けすることができました。

　たとえばテレビで囲碁のニュースを見かけた時、ドラマでバリバリに活躍するスーツ姿の弁護士を見かけた時、チラリとでも夏美や拓海のことを思い出していただけたら、作者としてこれ以上に嬉しいことはありません。




　最後になりましたが、この場を借りてお礼申し上げます。

　今作執筆にあたり、スターツ出版の篠原さま、森岡さまには大変お世話になりました。おふたりの力なくして、この作品は世に出せていません。心から感謝を申し上げます。

　また、素敵な表紙を描いてくださった浅島ヨシユキ先生にも心よりお礼申し上げます。先生の美しいイラストのおかげで、夏美と拓海のイメージをさらに膨らませることができました。

　そして、いつも励ましてくれる家族や友人、執筆仲間のみんな。なにより、サイトで応援してくださった読者の皆さま、この本を手に取ってくださった読者の皆さま、本当にありがとうございます。こうして書き続けていられるのも、皆さまのおかげです。

　また新しい物語をお届けできるよう、これからも執筆に励んでまいります。




美み森もり萠めぐむ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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